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   午前10時00分 開議   

○議長（多田勉君）  おはようございます。こ

れより本日の会議を開きます。 

────────────────── 

   日程第１ 一般質問   

○議長（多田勉君）  日程第１、一般質問を行

います。 

 順次質問を許します。９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  改めまして、おはよ

うございます。佐々木敦緒でございます。 

 本市の農業力と観光力の強化、市長はどのよ

うに改革し、何を目指すのかについて、一問一

答方式で質問します。 

 光が見えない農業の現場。 

 この秋、ＪＡ全農いわては、１等米１俵60キ

ロを1,400円引き上げると発表した。農家はほ

っと一息のところ、農林水産省は夏の猛暑によ

る高温障害で、10月末の１等米は全国平均が61.

3％で過去最低との発表。等級が下がると昨年

の概算金より安くなり、農家の経営に痛手とな

る。 

 本県の比率は10月現在で91.1％、遠野産米の

１等米比率はどうなっているのか、お伺いしま
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す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おはようございます。

このところ、世界中でアジア、特に火山の噴火

であるとか、大きな地震が発生しておりまして、

非常に苦慮しております。犠牲になられた方々

の御冥福、お祈りするとともに、被害に遭われ

た方々にお見舞いを申し上げたいと思います。 

 それでは、お答えをいたします。 

 米の１等米比率についてですが、本市の１等

米比率は11月時点で94％となっております。北

上川下流地帯の作況指数は104、やや良という

ことです。適切な施肥、防除管理の下、収穫、

御苦労された生産者の方々の努力が現れたとい

うふうに感じております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  遠野産米の１等米比

率は94％、岩手県よりも高いのは、カントリー

エレベーターの果たしている役割が大きいなと

いうふうに思っているところであります。 

 それにしても、生産者米価は安過ぎませんか。

顧みれば、平成２年産の自主流通米は１等60キ

ロ２万1,600円、農家は潤い、農地も荒れるこ

とはなかった。それが平成26年産米は１万927

円と半値になり、その後、大きな上昇はありま

せん。 

 そこに、肥料等生産資材高騰の波が押し寄せ、

米農家の後継者・新規参入者ともに営農意欲が

低下し、規模縮小や離農へと発展し、荒廃農地

が増加した。畑も高収益作物の葉たばこの生産

調整後、ほかの作物への転換が進まず、荒れた

ままが多い。今後の耕作放棄地解消対策、どの

ように図るおつもりか、市長から市民がなるほ

どと思う、分かりやすい御答弁をお願いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、現在のところ、

放棄地対策としまして、様々な取組をしておる

わけですけれども、地域の計画、耕作地に関す

る地域の計画というのは、非常に重要な意味を

持っていると思います。また、耕作放棄地に関

して、さらにこれを有効にしていくためには、

遠野市としては、輸出であるとか、米の、新た

な方法を考えていく必要はあるというふうに感

じております。 

 現在、解消対策について行っていることにつ

きましては、産業部長のほうから答弁をさせま

す。 

○議長（多田勉君）  阿部産業部長。 

   〔産業部長阿部順郎君登壇〕 

○産業部長（阿部順郎君）  命により答弁をい

たします。 

 遠野市農林水産振興ビジョンⅢタフビジョン

に掲げる７項目の目指すべき姿のうち、「農地

を農地として活かすまち」を目指し、耕作放棄

地、遊休農地の解消に取り組んでおります。 

 農業委員会では、毎年農地パトロールを実施

して、令和４年度に実施した農地パトロールで

は、35.6ヘクタールの農地が遊休または耕作放

棄地とされています。令和３年度の未解消面積

16.8ヘクタールから18.8ヘクタールも増加して

おり、そのうち農地再生された面積は4.2ヘク

タール、山林・原野化して再生が困難である農

地で非農地判断した面積は22.3ヘクタールであ

ることから、未解消面積は9.1ヘクタールにな

っております。 

 市では、単独補助事業である遠野市農地利活

用推進事業により、遊休農地の再生、不作付地

の耕作再開に係る費用に対し補助を行い、農地

再生に取り組んでおります。この事業により、

平成22年度から令和４年度までに約5.2ヘク

タールが農地再生されました。 

 遊休、耕作放棄地の未解消面積は年々減少傾

向であるが、毎年農地パトロールで遊休、耕作

放棄が新たに確認されていることから、遊休、

耕作放棄地が増加しないように取組を継続しな

ければならないと考えております。 

 各地区で策定してきた地域農業マスタープラ

ンが法定化され、現在、これまでの計画内容に

加え、筆ごとに将来の耕作者を定めていく目標
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地図を含んだ地域計画の策定に取り組んでおり

ます。 

 現在、取り組んでいる地域計画の話合いの中

で、離農、担い手の高齢化及び担い手が不在な

どの課題も散見されております。 

 これらの課題解決をするためには、担い手農

家の作業効率を上げるための農地の集積・集約、

大規模経営できる建設業等からの異業種の参入、

営農組織などのグループ化、新規農業者の育成

が必要であると考えております。 

 また、地域の農地全体で農地をどのように活

用していくのか、利用構想、いわゆるゾーニン

グですね、が必要と考えています。 

 耕作放棄地についても、作成したゾーニング

を基に、隣接農地との一体利用を推進し、課題

の解消を図っていくつもりであります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  経営規模の縮小や廃

業で荒れそうになる農地を借りて守ってきたの

が畜産農家、しかし、近年の飼料や燃料等の値

上がりに対応し切れず、離農する酪農家は昨年

の1.5倍に増加との報道、肉牛も子牛価格が50

万円を割り込み、国の肉用子牛生産者補給制度

が21年ぶりに発動など、再生産が困難な水準ま

で落ち込んだことで、離農する畜産農家が増え

ると予測されている。 

 このような状況の中、先般視察した鳥取県で

は、農家と連携して「肉質日本一和牛王国とっ

とり」を目標に、ゲノム解析を県の畜産試験場

が担い、優良雌牛保留に徹するなどにより、価

格の変動を抑えています。しかし、全国的には、

和牛子牛価格は続落し、厳しさが増しています。 

 そこで、遠野の畜産業の状況はどうか、その

現状をお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  おっしゃるとおり、離

農される方は増えました。県内の和牛市場にお

いては、平均取引価格は平均で50万円を下回る

という状況であります。一方で、コストが増加

しておりますから、二重苦と言える状況であり

ます。 

 ちなみに、今年に入って既に酪農家１戸、和

牛繁殖で22戸の農家が廃業を決断しております。

70歳以上の経営体が大半であります。将来、先

が見えにくいということが理由だと思います。 

 こうした状況の中でも、私は、今、本当に苦

しいけれども、畜産に関して、農業全体に関し

てなんですけれども、今がチャンスだというふ

うに考えるようにしております。これ以上、下

がらないと、あとは上がるしかないと、その中

でどうやって上げていけばということを、施策

を実現していくということに注力しております。 

 例えば、緊急支援もその中に含まれるわけで

ありますけれども、乳用子牛市場への出荷頭数

に応じた支援、これはもう御存じのとおりです、

地域内で生産された牧草の購入費の支援、それ

から繁殖農家から購入した肥育素牛導入への支

援拡充によって市場の活性化を図るということ

であります。 

 低迷する和牛子牛市場の中にあっても、しか

し、市場に行ってみますと、平均価格を大きく

上回る農家もございます。市内生産者の中にも、

高い値段で売られている方もいらっしゃいます。

その要因を整理・分析して、購買者が求める牛

づくりを地域内に波及させる。これが大切だと

いうふうに考えておりますので、畜産経営アク

ションプランに基づくモデル事業として、優良

繁殖雌牛の導入、ゲノミック評価に基づく優良

牛群の再構成に取り組んでまいります。現在も

う始めております。地域全体で市場価格を高め

る取組も併せて実現していかなければならない

と考えております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  多くの農地が畜産関

係者により維持されてきた。ところが、政府は

今後５年間に一度も水張りされない水田は交付

の対象外にと、突然水田活用の直接支払交付金

の見直しを断行した。牧草に転作した田へ水張
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りした場合、収穫量が劣る。５年に一度の水張

りは経営に影響すると、畜産農家はやむなく畑

地化促進事業を申請したが、国の当初予算の不

足から不採択が多かった。 

 先般、国は補正予算で、申請があったものの

うち、要件を満たすものは畑地化を認める方向

との報道がありました。 

 そこで、本市で申請する全てに対応可能か、

予算の確保状況について伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  畑地化を含めまして、

経営所得安定対策交付金に係る国の制度方針に

対する見直し、これは非常に重要なことであり

ます。いろんな市町村があったんですけども、

水田、水張りに関する陳情はかなりありました。

遠野市ももちろんそれもしてきましたけれども、

畑地化に関する訴えを起こしてきたのは、遠野

市が先頭だったと思います。 

 その中で、関係大臣、東北農政局、県選出国

会議員、国政政党、これらへの陳情を実施して

きました。その中で、常に畑地化に関する考え

方の見直しをお願いしてまいりました。 

 一つは、予算の確保。要するに、申請するな

り予算がないというような状況では困るという

ことが一つ。それから、畑地化するためのポイ

ントの見直し、高収益作物に関する考え方の見

直し、これらを訴えてきたところであります。

 まだまだ不十分ではありますけれども、これ

らの希望が少しずつ聞き入れられてきたのかな

というふうに考えております。 

 120件の畑地化希望がありましたが、今年度、

当初の事業採択は28件です。これはやはりこれ

までの畑地化の政策は北海道であるとか、広い

農地、大きなところに適用するような内容だと

私は解釈しておりました。遠野市のような中山

間地であっても適用できるようにするため、も

う一回見直してもらいたい。それらがそこに現

れるわけですけれども、これらのところのポイ

ントに配分して応じられる採択、これが国は緊

急支援対策として令和５年度補正予算で750億

円の予算を確保したということでございます。 

 ポイント要件、ポイント配分によらず、要件

を満たす全ての申請を採択していく意向だとい

うふうな意思であります。２次配分で申請した

要件を満たす22件が採択される見込みでありま

す、さらにですね。今年度の事業採択予定面積

は49.1ヘクタールのうち、飼料用作物にて採択

される面積は42.7ヘクタールとなります。飼料

用作物に関しては、遠野市が一貫して訴えてき

たことであります。非常に成果はあると、ただ

不十分だという状況と考えております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  大変頑張っておられ

るというふうに認識しました。今後も引き続き、

畜産農家のために頑張っていただきたいと思い

ます。 

 次に、県内に10万頭以上生息する二ホンジカ

について。 

 遠野には、人以上に鹿が住んでいると言われ

る。昨年の遠野の農作物被害は１億1,500万円

を超えた。イノシシ急増による被害も増えてき

たが、やはり問題は鹿。 

 遠野市鳥獣被害防止計画では、令和５年度の

鹿の捕獲数は上限なしとなったが、昨年度駆除

した数は5,493頭でしかない。今年度も予算額

からすれば、同程度の駆除しかできないと想定

されます。 

 以前、当局は、鹿を減らすには毎年生息数の

４分の１以上を駆除しないと減らないと、専門

家の話を引用し、説明した。遠野には、３万頭

から４万頭生息していると推定されている。で

あれば、毎年8,000頭以上駆除しないと鹿は減

りません。この8,000頭を駆除する予算が確保

されれば、市民の皆様は安心できるのに、どう

も当局には鹿の数を減らすぞとの気概が感じら

れない。このままでは遠野の農業が水田農業、

畑地農業が消滅する危険すらあると思っていま

す。そればかりか、自家用車と鹿の衝突事故も

多発し、市民は道路走行に恐怖を感じながら運

転されているのです。 



－ 9 － 

 私は、以前から狩猟の専門家、猟友会員の中

から鳥獣アドバイザー、仮称ですが、として１

名を雇い入れ、市担当職員と２名以上によって

駆除計画を練り、小まめに猟友会と連携を密に

して駆除を徹底し、確実に鹿の数を減らすこと

を提言している。 

 市長、どうですか、鹿の駆除予算を国や県か

ら引き出し、市の予算も上乗せして8,000頭以

上駆除しませんか、お考えをお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市のニホンジカの駆

除数は県内で一番多く、昨年度は年間5,400頭

以上、それは県内の総捕獲数の２割に当たる数

となっています。実施隊、応援隊の皆さんには

本当に頑張っていただいております。 

 また、駆除を進める上で、処理施設、焼却炉

であるとか処理設備、例えば、コンポストであ

るとか、これらの整備が急務だと考えておりま

す。その実現に向けて、今は近隣自治体に声を

かけております。近隣自治体というのは、住田

町や大船渡市や釜石市、大槌ですね。なぜかと

いいますと、県内でもやはりまだまだ、岩手県

では被害が多いと言いつつも、関心が薄いよう

に思います。先日も、選出議員さんたちに陳情

したときに、大槌町のようにジビエをやっては

どうかということを言われました。ジビエの計

画は、今、進んでおります。しかし、5,400頭、

食べられません。また、それを処理するには相

当の設備も必要です。そういう問題ではなくて、

それ以上に駆除をしなければいけないんですと

いう説明をしなければいけないのが現在の状況

です。ですから、近隣の市町村、首長さんたち

と併せて県等へ陳情を始める予定でおります。 

 そのほか、最近、カラスなんかもその被害の

多いところからやや減っているような気がしま

せんか。何気なく散歩したときに見ていただけ

れば、担当者が頑張っている効果が出ているな

と私は感じながら歩いております。朝、特に感

じます。その点、現在の計画等を産業部長のほ

うから答弁をさせます。 

○議長（多田勉君）  阿部産業部長。 

   〔産業部長阿部順郎君登壇〕 

○産業部長（阿部順郎君）  命により答弁いた

します。 

 岩手県の第６次シカ管理計画において、本県

におけるニホンジカの推定生息頭数ですが、10

万7,000頭と言われております。 

 生息状況は県内全域に拡大し、より一層の対

策強化が必要とされています。同管理計画の基

本目標として、県内の個体数低減に向け、年間

２万5,000頭以上の捕獲が掲げられております。 

 遠野市鳥獣被害防止計画においては、ニホン

ジカの捕獲計画を上限なしと設定し、有害捕獲

を積極的に進めております。遠野猟友会及び遠

野市鳥獣被害対策実施隊の献身的な活動に支え

られ、ニホンジカの捕獲頭数は県内最多の状況

となっております。 

 令和４年度は、４月から10月の有害捕獲とし

て2,611頭を、11月から３月の県指定管理捕獲

事業及び狩猟等で2,882頭、年間計5,493頭を遠

野市内で駆除しています。遠野の捕獲頭数は、

県内33市町村の約２割を占めております。 

 令和３年度以降、県内全域の年間捕獲頭数は

２万5,000頭を超えており、これは、ニホンジ

カの個体数が減少に転じていくと推計されてい

る捕獲数となっています。 

 本市では、この10年の間に、有害捕獲期間の

駆除頭数は３倍程度に増えていますが、本年度

の有害捕獲期間には、過去最多となる2,793頭

を捕獲しております。過去３年の捕獲頭数は高

い水準で推移していますが、生息頭数が減少し

ているとは判断できないと捉えております。 

 個体数を減少させるためには、遠野市のみな

らず、県内全域の駆除頭数をより一層増やして

いくことが重要であると考えております。 

 このほか、イノシシの生息域も拡大し、本市

の生息数も急速に増加していると推測されてお

ります。本年度は、昨年度の７頭と比較し、既

に26頭多い33頭を捕獲しております。イノシシ

の群れが目撃される事例も急増している状況に

あります。 
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 さらに、ツキノワグマの被害も増加しており、

住宅地や市街地周辺の出没が頻発しており、不

幸にも、市内で２件の人身被害が発生しており

ます。目撃情報は昨年度の倍であり、農作物被

害の発生などに伴うワナの設置件数も前年度か

ら倍増させております。 

 このような状況に対応するため、市では鳥獣

害対策業務を担当する農林課内に主担当の職員

１名、補助者１名を配置しております。休日は

当番制で対応をさせていただいております。 

 他市町村では、鳥獣害対策業務の専従職員に

加え、狩猟免許を所持する会計年度任用職員を

登用している例や、複数人の市職員に加え、会

計年度任用職員を併用している事例もございま

す。 

 ニホンジカのみならず、鳥獣対策は市民生活

に直結する問題であり、国では駆除対策を強化

する動きが高まっているほか、県では、市域を

またいだ広域捕獲を実施するなど、農作物被害

の低減及び個体数削減に向けた新たな取組も展

開しております。 

 多種多様な鳥獣害対策を効果的に展開するた

めには、各種鳥獣に対する専門的知見、さらに

は経験も重要であると認識しており、御提案い

ただいたアドバイザーの登用も含め、体制強化

を検討したいと考えております。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  細やかに御答弁いた

だきましたが、私がお聞きしているのは、そう

いうことではありません。減らすためにどうす

ればいいのか。市長は市民の命と暮らしを守る

公約がございます。今、鹿が増えて困っている

んです。今年度も残すところ３か月、駆除数を

6,000頭以上に高めて、さらに新年度は8,000頭

以上を駆除する、この予算の確保、これについ

ての心意気、市長のお気持ちを再度お聞きしま

す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  議員おっしゃるとおり、

それ以上を目標にしていかなければいけないと

思います。ただ、これはやってくださいだけで

は駄目なので、捕獲した後にどうするか、その

行き先、処分場、処分方法、これらをしっかり

と準備する必要があると考えています。 

 現在、有効な手段としては、まずは細かいコ

ンポスト、地域に、捕獲した後、ここに持って

いって処分すればいいですよというようなとこ

ろを近くに作っていかないと、それは進まない

と考えていました。そのほかに、さらには、も

う少し大きな施設というものが必要になってく

るだろうと考えております。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  処理施設、お話は聞

こえてきている点もあります。ぜひ駆除を頑張

っていただければというふうに思います。 

 農業全体の低迷に加え、鳥獣被害も重なり、

農家の営農意欲は限界に達している。第３次遠

野市農林水産振興ビジョンの目指す姿１、「農

地を農地として活かすまち」では、農業委員会

等と連携し、市内全ての農地に作付されるよう、

耕作放棄地の解消に向けるとあるのに、増える

一方ではありませんか。解消の手段、農業委員

会等との連携、文章は立派ですが、活動する行

動指針がないため、実績が伴わない。 

 一方で、活動する農業委員等のなり手がない

という現実もあります。低い報酬がその要因と

して考えられます。遠野市消防団も同様からで

しょうか、団員のなり手が少なくなってきた。

その対策として、出動報酬や年額報酬を引き上

げました。 

 そこで、農業の専門家であり、地元の精鋭で

ある農業委員19名、農地利用の最適化推進委員

26名の皆様に、耕作放棄地解消を倍増する達成

目標、活動指針をしっかり示し、遠野農業再生

の夢を託してはと私は考えます。 

 そのためには、当然、委員報酬の引上げなど、

処遇改善が必要。そうすることで、若手農業者

や女性が積極的に委員等に応募することも考え
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られ、耕作放棄地解消も進むと思うのですが、

市長のお考えをお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  現在、農業委員さん19

名、農地利用最適化委員26名の皆さんに様々業

務をお願いしております。農地の利用集積・集

約化、遊休農地の発生防止・解消など、本当に

大変な業務だと思います。そのほかに、現在は

耕作放棄地の解消対策、先ほどもお答えしまし

たが、地域計画、これを策定しております。こ

れは非常に重要な計画だと思います。なぜなら

ば、最適化しようとしても、例えば、農地の持

ち主、その権利者が、嫌だと非協力的であれば、

これ進まないわけです。ですから、政策のみな

らず、農業委員さん、最適化委員さんの働きの

みならず、その計画集約、さらなる合理化に協

力しようとする全体の機運も重要だということ

をお話しさせていただきたいと思います。 

 農業委員さんの報酬につきましては、条例に

基づいて支給しておるところでございます。 

 それから、現在は、国の農地利用最適化交付

金を財源として、成果実績分、これを均等配分

して、活動実績分は各委員が提出する活動記録

簿に基づいて、実績に応じた報酬を上乗せさせ

ていただいているというところであります。 

 本市の報酬額、農業委員さんは月額３万3,70

0円、農地利用最適化推進委員さんが２万4,000

円であります。14市の中では、農業委員さんは

上位ですが、最適化委員さんは平均を下回って

いるというのが現状でございます。 

 現在、その活動の中で本当に重要なことをお

願いしておりまして、遊休農地対策への対応な

どによって業務量が増加しているというのが現

状であります。農業委員と農地利用最適化推進

委員さんの役割分担や処遇については、財政状

況及び県内の動向、これやっぱり水準というも

のを見ながら検討していかなければいけないと

考えています。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  検討ということでご

ざいましたが、前向きな検討であればいいのか

なというふうに感じました。 

 次に、観光について。 

 私は、令和３年６月の定例会で、前市長に観

光政策に絞った質問をいたしました。そのとき

の答弁は一般論に終始し、答えになっていない

と感じたため、「私は市民の声をお聞きし、現

場を踏査し、練り上げた内容で質問している。

真摯にお答えいただきたい。」と発言した記憶

がございます。 

 令和３年12月議会では、多田市長に、アフ

ターコロナを見据えた観光戦略構築を提言しま

した。こうした経過を踏まえ、改めて多田市政

の観光振興について伺います。 

 私の観光施策の考え方は、農業と同様、市が

主体的・精力的に、時の流れに即応し、推進し

なければならない政策課題であり、常に具体策

を思い描き、着実に実行すべきものとの思いで

あります。 

 今回の質問は、当時との重複もありますが、

御容赦いただきたく存じます。 

 さて、市は令和５年３月、遠野市観光基本構

想・基本計画を策定するとともに、観光推進組

織として同年４月、地域産業の発展や持続可能

な観光のまちづくり実現に向け、観光マネジメ

ントボード遠野を設立しました。 

 そこで質問します。観光推進計画を策定し、

観光マネジメントボード遠野を設立した市長の

意図、考え方をまずお伺いしたい。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  一般論という話が、今、

言葉としてあったんですけども、今の遠野、今

の社会情勢では、一般論的なものの考え方をし

ていっては解決できないことばかりだというふ

うに私は認識をしています。ですから、私がこ

れまで申し上げてきたことは、こういうことを

しますとか、したい、こういうようなことをし

なければならないと思うと、これを改善しなけ

ればいけないと、そういうふうな考え方に立っ
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て進めさせていただいておりました。ですから、

その点については、全く同感であります。 

 観光マネジメントボード遠野は、いわゆる観

光のリーダー、これとして、最終的には前年解

散させていただいたんですけれども、観光推進

協議会というものをつくられていたと、つまり

観光協会では力が不足するので、市長がリー

ダーシップを取って、先頭になって観光を立て

直すんだということの理由で設立されたものだ

ったかというふうに考えています。 

 これは、私は観光推進協議会がその後どのよ

うな方向に進むべきか、この目標を見失ってい

るというふうに判断をしたので、それと、実際

にアクションを起こすための行動、これが見え

ないというふうな思いから、これを解散させて

いただきました。 

 そして、実際に、観光に携わる方々が集まっ

て、本当に意見を出し合って何をするかという

ことを提案して、それを実現していく、このた

めにＤＭＯ、要するに、観光マネジメントボー

ド遠野、これを設立したということです。 

 観光というのは、特に、単なるリーダーシッ

プだけでは引っ張っていけないものです。市内

には、あらゆる要素があって、それらに携わる

方々、たくさんいらっしゃいます。郷土芸能も

あるし、例えば、施設を運営している方もあり

ます。ですから、皆さんの意見を集約して、何

をしなければいけないかということを具体的に

まとめ、これを実行していく、そういう集団で

なければ遠野の観光は変えられないから、そう

いうふうにいたしました。 

 これについては、最初に観光協会さんのほう

にも相談をさせていただきました。この事務局

を観光協会で牽引できるかと、これはノーでし

た。現在の業務も確かにあります。人員も少な

く、多忙であるというところもあります。であ

れば、しっかりとワーキンググループをつくっ

て、若い力をもっと活用して、引っ張っていけ

るようにしなければいけない。そして、観光に

携わる人たちが皆さん意見を言い合って、より

よい方向を見いだしていかなければいけないと

いう意図で、これらをつくらせていただきまし

た。 

 その結果、観光マネジメントボード、これは

現在９者で構成されています。その中には、当

然、遠野市、遠野市観光協会、商工会、関係機

関・団体が入るわけであります。その後、宿泊

事業者組合、交通事業者さんに入っていただい

たものです。 

 観光マネジメントボード遠野は、令和５年３

月に策定した遠野市観光推進基本計画の中にあ

る、「新たな官民連携観光推進体制」というと

ころに位置づけさせていただいております。

マーケティングなど、観光戦略をしっかり立て

ていくという意思の表れと理解してください。 

 そして、肝心なことはプランニング、メニ

ュー、これを具体的に立てて実行していく各分

野のリーダーが必要だということであって、そ

のリーダーさんたちをバックアップしていくた

めにも観光全体を牽引するリーダー、これが必

要だというところでありますから、この若い人

たちの中で、ますます活発化しておりますから、

遠野の観光を牽引していけるように、私はとて

も期待しているところであります。 

 それから、令和３年の12月の議会の中で、

佐々木敦緒議員から、初動に遅れがあったんで

はないかというお話がありました。これは非常

にいい着目点だなというふうに私は感じており

まして、つまり、初動とは何かということです。

初動というのは、これまでの整理とか、これか

らの段取りとか、その切り替え、これらの準備

がとても重要にあるということです。これの後

に実行、これに結びつけていくし、新たな体制

に取り組んでいくということになります。そこ

の初動の部分、準備段階というのは目に見えな

いかもしれません、市民には。ただ関係者内部

ではしっかり議論をしておりますので、この点、

初動というものをさらに考えると、ようやく初

動が終わって、準備ができてスタートをしたと

いうふうに御理解いただければと思います。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 
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○９番（佐々木敦緒君）  ただいまの御答弁を

伺い、非常に実効性が期待できる考え方と受け

止めました。市長の思い、観光分野の企画・立

案をする組織の不在という課題を的確に捉え、

これに即応する手腕、アフターコロナを見据え

ての展望に対し、率直に敬意を表します。ぜひ、

観光関係機関・団体と連携しつつ、これを着実

に進めていただきたい。 

 ２つ目の質問、遠野の観光戦略について伺い

ます。 

 観光振興は経済への波及効果はもちろんのこ

と、まちのイメージアップなど、市民生活を豊

かにする効果もあると思います。近年、ライフ

スタイルの変化により、人々は心の豊かさやゆ

とりを重視するようになっている。観光もこう

した価値観の変化と相まって、体験や交流など、

時間をかけてじっくり味わうスローツーリズム

思考に進んでいると見ています。 

 そこで、遠野のまちの魅力アップ、まち歩き

の推進を提案したい。 

 観光客が自転車や自家用車、レンタカー、観

光バスなどで時間をかけ、多くの場所をめぐる

まち歩きは、交流と同時に経済効果も期待でき

ると考えます。 

 これまで、市の観光振興策は、遠野物語、そ

して民話の世界を基本的な考え方、企画を骨組

みとした、ハード事業中心の観光施設整備によ

る派生効果に頼ってきたきらいがある。こうし

た既存振興の見直しに目を開き、自然や歴史・

遺跡などの資源を掘り起こし、これまでの、人

が来るのを待っている遠野の観光から、人を呼

ぶ遠野の観光にシフトが必要と考える。 

 そもそも、市は時代に即した観光ニーズを企

画し、売り込む攻めの姿勢、情熱が不足してい

ると感じる。私は、このことが懸案事項、その

ように思っています。 

 一例を挙げれば、インバウンド等、受入れ環

境を整備促進し、海外からの観光客誘致も視野

にと言いながら、市内の公衆トイレは洋式化さ

れていないところがある。私の地元、達曽部の

さわやかトイレもいまだ和式、使用者から、現

代にこれはありえない、使えないと評判が悪い。 

 私たち産業建設常任委員会委員５名は、11月

13日から２泊３日の日程で、鳥取県境港市の観

光振興、そして肉質日本一、今、市長も答弁さ

れましたが、鳥取県からこのような優秀な牛が

導入になる、遠野の牛がすばらしい牛になると

いうふうに思っていますが、肉質日本一、和牛

王国とっとり、鳥取県畜産試験場を行政視察し、

いろんなことを学び取りました。 

 境港市の観光戦略には感銘を受けました。観

光関係職員に時代、物、人の流れを読み取る鋭

い感性が感じられました。 

 延長約800メートルのシャッター街化した町

並みの賑わい創出のため、職員のアイデアで

「ゲゲゲの鬼太郎」、水木しげるロードを整備

した。数年後、このロードを観光客誘致のため

の核にシフトして、イベント情報を報道機関等

マスコミに徹底して流すなど、経費のかからな

い特異な宣伝方法を導入しています。 

 その結果、平成22年に見事372万人の観光客

が訪れるようになり、その結果、民間会社が、

12階建てだったと思いますが、温泉つきホテル

を建築した。早速当局は商店や飲食店、このホ

テルにも料理など、おもてなしの徹底を指導し、

リピーターの確保に努めたところ、その効果は

絶大で、口コミによると思うのですが、観光客

が増えているとのこと、資料にもそのようにな

っていました。 

 町に活気が戻り経済が活性化した例、私たち

が行政視察をお願いした際にも、お受けするが、

ぜひ、本市に宿泊して、水木しげるロードの夜

景、ライトアップを見ていただきたいと、観光

振興課担当者からの申入れがありました。 

 当日は雨、月曜日にもかかわらず、私たちは

ツインルームを含めてしか予約が取れなかった

ほど、ホテルは満室状態。これで、宿泊費と飲

食代、お土産等、相当のお金が境港市の各施設

に流れる。まさに、攻めの観光戦略なのであり

ます。 

 遠野の観光振興の急務は新しい魅力の発信。

市当局は以前、体験観光等新規の魅力の創出が
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課題と分析しておられますが、その分析を基に、

望ましい方向にかじ取りがなされているのでし

ょうか。そのことについてお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  まず、境港。私も行っ

てまいりました。市長になる前ですけれども、

自転車を借りて、境港市場から何からぐるぐる

走り回って見てきました。その中で感じたこと、

飲食店に入って話をしたり、その御苦労、感じ

取りました。そして、市長になってから、境港

の水木しげる記念館の館長さんにも、遠野に実

は来ていただいております。その中で、いろい

ろお話も伺ったりしていて、私が遠野も境港の

ようにしたいという発言をさせていただきまし

たところ、遠野と境港は違うんだみたいな御意

見も、これも貴重な御意見だと思って頂戴しま

した。ただ、ほかの、一般の方からですね、そ

ういうこともありました。そういう思いもある

んだなということも思いつつ、ああいう努力と

いうのが必要だというふうに思います。 

 つまり、積極的になっていかなければいけな

い。これだと予算がかかるとか、そこにまず行

くんですね。で、遠野はよ過ぎるんですよ。私

からするともう最高な、皆さんからしてもです

けど、最高で、何でもいいので、何でもいいと

いうのはすばらしいものがいっぱいあるので、

何を核にしていいかとか、迷うというのが多分

現実的にあるんだと思います。でも、その中で

今やってきたことは、その中でもどういうこと

が観光客の気を引いているか、興味を持っても

らっているか、何を目的に遠野に来ていただい

ているか、これらをしっかり分析しましょう。

キーワードというものはどういうものなのか、

かっぱとか妖怪とかいろいろあります。郷土芸

能とかですね。こういったものをしっかりと把

握をした上で、その戦略を立てていかなければ

いけないというところで、今立てているのが、

実行しているのがその流れであります。 

 マーケティングというのは、その中で本当に

大事なわけです。これまでもいろんな調査をし

てきたと思うんです。でも、そうじゃなくて、

もっともっと具体的な調査をしなければいけな

い、現実的な調査をしなければいけないという

ところから始まっております。その結果、ブラ

ンディング、どこをブランディングの柱にして

いくかということになるんです。そこで人に来

てもらって、そうすると来てもらった後は、い

ろんなコンテンツが遠野にはありますよ、ほら、

こんなにすごいじゃないですかということを言

えていくだろうという順番になっていくわけで

す。 

 例えば、また、たかむろ水光園とか、ふるさ

と村に関しても同じように進めていかなければ

なりません。例えば、ソフト事業を充実させて

いくという以前に、もう一回見直す、コンセプ

トから見直していくということも必要でありま

すし、地域の中で、どういう存在であるか、地

域とどういうふうな関わり合いを持てるかとい

うことをさらに追求していかなければ、ほかの

人たちには到底通用しないというふうに考えて

もいます。 

 当時は、水公園というのは、水と光のそれこ

そハーモニーということで、すばらしい企画で

数十年前にスタートしたものですけれども、今、

水公園、本当に大変だ大変だということばっか

りが出てくるんですけど、今、水公園って言葉

から考えると、水と光ですよね。ある意味、再

生エネルギーとかカーボンニュートラルとか言

われる時代に、これはもう一度チャレンジしな

ければいけないものではないかなというふうに

感じております。 

 先日は、水公園で水力発電の照明、ライトア

ップするという企画を、リコーさんという会社

と一緒にさせて頂いたり、取組は始まっており

ます。また、ＴＲＣ、これ、まち歩き、いろい

ろ御提案いただいた中にもあると思うんですけ

れども、ＴＲＣによって空き家対策、これも進

みつつあります。遊休公共施設の利活用などに

もさらに威力が発揮されていくんじゃないかと

いうふうな期待もできるわけです。 

 スローツーリズムとか、様々な言葉あります
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けれども、遠野流の癒やしを与えられる観光と

いうことを準備して、それと高清水公園、高清

水の展望台はじめ、今まであまり整備をしてこ

なかったような部分、これらにも手を入れてい

こうということを踏まえながら、観光戦略をつ

くっているところであります。現在のところは、

このスタートとしては望ましい方向に行ってい

ると私は理解しています。 

 ただ、さきにも申し上げたとおり、一人の

リーダーが引っ張るものじゃないですから、こ

れはもうチームワーク、それとみんなの情熱が

必要ですから、それをうまく盛り上げていきな

がら、観光を進めていきたいというふうに思っ

ています。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  なるほど、全体の基

となる基本的な考え方、コンセプト設計、他市

との違いを目指すブランディング、顧客や消費

者にとって価値あるブランド構築に係る基本的

な考え方は理解しました。全く同感であります。 

 また、必要があれば施設に対し投資もすると

いう答弁もあったと思いますが、私は戦略なき

施設整備はするべきではないという考え方であ

ります。しかし、市長がおっしゃったように、

確たるソフトの十分な裏づけの下、明らかに投

資効果が期待できる施設整備は、境港市の例も

あり、理解するものであります。今後、そうし

た市長のかじ取りにも期待したいと思います。 

 次に、観光振興における最後の質問、遠野市

の一体的な観光振興について伺います。 

 令和３年６月の一般質問で、前市長に提案し

たものですが、多田市長に改めて申し上げたい。

各地域に眠る観光・地域資源に光を当てていた

だきたいのであります。観光の多様化、地域振

興に資すればとの思いから、具体策を述べさせ

ていただきます。 

 それは、遠野物語発祥の地から「銀河鉄道の

夜」のモチーフ、めがね橋までの観光ルート化

であります。路線名でいうと、土淵町を起点と

する県道土淵達曽部線、附馬牛の馬越峠を越え

達曽部、そして宮守町下宮守までの延長約35キ

ロメートルの区間。このルートには、かっぱ淵、

伝承園、馬の里、ふるさと村、脇に入れば荒川

高原、早池峰神社など、農業関連では、ホップ

畑や東北一のワサビ田、歴史関連では、張山遺

跡や金取遺跡、宿場町の名残、土淵町の本宿、

附牛馬町の宿、達曽部の宿があります。 

 私が何を言いたいか。それは、点在する地域

資源を掘り起こし、観光ルート化してポスター

やパンフレットを作り、全国の観光協会などに

お願いして、駅や掲示板等にポスターを貼り出

す、あるいはホテル等にパンフレットを置いて

いただければ、観光・交流人口拡大の可能性が

あるということです。 

 また、観光ルート開発と併せ、食による発信、

観光資源化も重要なこと。牛肉や豚肉、馬肉、

ジンギスカン、どぶろく、ビール、ワインなど、

飲食業の振興であります。 

 飲食の資源といえば、稲荷穴名水もあります。

平成元年７月28日、当時の盛岡生活学園短期大

学の佐藤彰教授と学生との研究で、うまさの条

件、ミネラルがいっぱい、安全性などの総合評

価から、宮守村達曽部の稲荷穴名水が県内で最

もおいしい水、ナンバーワンのお墨つきと地元

紙が報じました。 

 早速、村は「稲荷穴の水」の製造販売の検討

に着手。仙台市内の大手商社の東北支社に話を

持ちかけたところ、販売は同商社で、低アル

コール飲料及びミネラルウォーターの製造は、

系列のウイスキー会社が分工場を達曽部地内に

建設をと前向きな回答があり、新たな産業と観

光地化に思いをはせたのですが、村の都合で断

念した経緯があります。 

 なぜ、今、古い話を持ち出したかといいます

と、これまでの遠野は魅力的な固有の食資源・

食文化を前面に押し出し、誘客する発想と発信

が非常に弱い。これを改め、独自のブランドを

確立し、他との違いをつくり出し発信すること

で、経済も観光も農業も等しく繁栄すると考え

るからであります。 

 念のため申し上げますが、私が今回挙げた
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ルートは、例としての一案、これへの答弁を求

めるものではありません。 

 そこで質問します。遠野市の地域資源・食文

化に着目し、農業振興・物産振興・観光振興を

一体的に進めるべきという、私の考えに対する

市長の御見解をお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  内容がたくさんあって、

何からお答えしようかなというところは非常に

迷うところで、時々落としたりもしてしまいま

すが、先ほどトイレの話ありましたね。観光と

トイレは非常に密接で大事だと思います。遠野

に行ってからトイレに行こうと、こういうふう

に言ってもらえるようにしたいなと私は思って

います。 

 先日、遠野市内の建設業界の女性の方々が、

遠野市の観光施設を女性目線で見ていただいて、

いろいろ御提案いただきました。その中には、

やっぱり女性ならではの目線があって、トイレ

の話ございました。早速、私はその声をいろい

ろ参考にさせていただきながら、観光に女性目

線を入れていくようにしたいなと思ったところ

です。 

 その中で、これ、米田のさわやかトイレの話

ですよね、先ほどの話は。これは早々に洋式化

を実施する予定でおります。これ大事なところ

なので、ちょっと忘れるとまずいなと思いまし

た。 

 それから、観光の入り込み客数でよく表現す

るんですけれども、観光消費額、大体１人の観

光客が幾ら使ってくれているんだろうかという

あたりをしっかり把握していかなければいけな

いし、これを上げていくということが非常に重

要だというふうに思います。それがいろんな底

上げにもつながっていくだろうと。 

 それから、農業振興や物産振興、観光振興に

なる、これになり得る経営体として、経営母体

の可能性を持ったＤＭＯというのが、ふるさと

商社の中にありますので、これをしっかりとふ

るさと公社を解散させて、ふるさと商社に一本

化なったと。この辺の経営改革、さらなる経営

改革を進めるという上でも、非常に重要なとこ

ろだなというふうに思います。 

 それから、遠野市内の観光ルート、これは既

にもう素案は、私、持っております。釜石線を

活用した観光ルート、それと各地域の観光ルー

ト、これらの地図とその中身についても提案し

ていきたいなというふうに思っているところで

す。 

 いずれにしても、一体となった振興というこ

とが重要なので、先ほど女性目線で建設業に携

わる女性の方々から提案をいただいたというと

ころの話をさせていただきました。 

○議長（多田勉君）  ９番佐々木敦緒議員。 

   〔９番佐々木敦緒君登壇〕 

○９番（佐々木敦緒君）  今般の質問で、観光

推進基本構想及び基本計画の考え方が理解でき

ました。特に、計画を策定して終わりというこ

とではなく、しっかりと実現させるための推進

母体となる観光マネジメントボード遠野の役割

は、非常に重要と認識した次第であります。こ

の施策に賛同するとともに、官民一体となった

今後の観光振興に大いに期待したい。 

 私の質問に対し、鹿の駆除計画、取組の姿勢、

市長から真摯に御答弁をいただきました。議論

がかみ合う答弁を今後も臨みたいと思うのであ

ります。 

 以上で、私の一般質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  ここで10分間休憩いたし

ます。 

   午前11時03分 休憩   

────────────────── 

   午前11時13分 開議   

○議長（多田勉君）  休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 次に進みます。１番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  議席番号１番、千田

由美子です。やる気、本気、勇気で、市民の皆

様からの負託を受け、この壇上に立たせていた

だいてから早くも１年がたちました。日々、反
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省の１年ではありましたが、これからも市民の

皆様の声を上げるべく、精進してまいりたいと

思います。 

 それでは、事前通告に従い、一問一答方式に

より、市長と教育長に、大項目２点について質

問させていただきます。 

 大項目１点目、子育てするなら遠野の取組状

況について、市長にお伺いいたします。 

 我が遠野市は、「子育てするなら遠野」とい

う旗を掲げ、子育て環境において様々取り組ん

でおります。子育て世代は、遠野市にとって大

切な未来への宝です。次世代を担う子どもたち

を育て、次の社会のリーダーとなっていく重要

な世代でもあります。しかしながら、非正規雇

用問題、物価高騰など、子育て世代にも厳しい

時代となっているのが現状です。子育て世代か

らの厳しい現状への声も私に届いております。

本来、子育ては楽しいものであるべきと私は考

えます。遠野市においての子育て環境は十分な

のでしょうか。 

 昨年の12月定例会において、一般質問で「子

育てするなら遠野」への課題と今後ということ

を質問させていただきました。その際、市長は、

「子育てするなら遠野」は、これからのスター

トであるとおっしゃられたのを記憶しておりま

す。あれから早くも１年たちました。「子育て

するなら遠野」の進捗状況を、ここで改めて確

認すべく質問をするものです。 

 早速ですが、質問に入らせていただきます。 

 現在における出生率、産後ケアなどの令和２

年から６年度までの第２次遠野わらすっこプラ

ンの現在の状況と課題、また新たに取り組んで

いることをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  千田議員からは、令和

４年12月、質問を頂いております。本当に「子

育てするなら遠野」、子育て、これ遠野にとっ

て本当に大事なことだと思います。 

 時々思います。女性の目線で考えていて、こ

れまでの遠野、今までの総合的な感覚からする

と、保健師さん、それから助産師さん、保健担

当、頑張っている、救急担当も頑張っていると、

それ以外に、「子育てするなら遠野」という言

葉を支えるものがどれだけあるんだろうかと、

これらを相対的にやっていかないと、「子育て

するなら遠野」にはならないなというのが私の

考えです。 

 ですから、総合的に力をつけていかなければ

いけないというところで、女性議員として、こ

の辺はどういうふうに思っているのかなという

のを思いながら答弁を考えておりました。でき

れば、そういうところ、こういうところも更に

やっていってはどうだろうかという目線で、御

提案なりいただければさらにいいかなというふ

うに考えていたんですけれども。 

 現在の第２次遠野わらすっこプランは、「子

育てをみんなで応援し わらすっこの笑顔があ

ふれるまちづくり～子育てするなら遠野～」、

これを基本理念に３つの目指すべき姿を掲げ、

令和２年から令和６年までの計画として、本市

の子ども・子育て支援の推進を行っているとい

うものであります。 

 ３つの目指すべき姿というのは、１つは、子

どもが健やかに育っていける環境づくり、２つ

目が、安心して子どもを産み育てられる環境づ

くり、３つ目が、家庭や子育てをみんなで支え

る環境づくりです。重要なのは、これを具体的

にどういうふうにしていくかということだと思

います。その施策がまだまだ足りないかなと思

っているのが本心であります。 

 このプランにおいて、本市の合計特殊出生率

の最終目標を1.8とさせていただいております

が、令和２年度1.58でした。令和３年度は1.63

とやや持ち直しているものの、目標は下回って

おります。 

 岩手県では、県内の14市の平均と比較すると、

本市の合計特殊出生率は平均を上回っている状

態ではあります。 

 出生数では、令和２年度が111人、令和３年

度が117人、しかし、令和４年度は100人と下が

っております。少子化には歯止めがかかってい
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ないというのが本当のところであります。 

 子育て施策としては、これまでも助産院ねっ

と・ゆりかご、これは本当にすばらしい形のも

のだと思います。３歳児以上の幼児教育・保育

無償化に合わせた副食費の無償化、県内14市で

の唯一児童館・児童クラブの利用料無償化など、

取組を着実に実施してきておりますし、これか

らも実施をしていきたい。 

 それから、子どもに関する施策について。市

長等に提言できる遠野市わらすっこ支援委員会

からの意見を踏まえ、産後ケアの事業の拡充な

ど、新たな取組も行っております。 

 議員が述べられている産後ケア事業は、出産

後の母親の身体的回復と精神的安定が図られる

よう、市の助産師が、授乳指導や乳房のケア、

子の状況に応じた育児指導等を行う事業であり

ます。 

 従来のアウトリーチ、居宅訪問型、これに助

産院への通所型デイサービスに加えて、令和４

年度から市内宿泊施設を利用したデイサービス、

これを実施、開始しております。より利用者に

配慮した包括的なケアにしたいという思いから

です。 

 産後ケア事業全体の利用実績は、令和２年度

が30人、延べ40件、令和３年度が24人で延べ42

件、令和４年度は62人で延べ102件、令和５年

度は10月末現在で33人、延べ46件でありますか

ら、昨年を上回るものかなというふうな感じが

しております。 

 このうち、宿泊施設でデイサービスの利用実

績は、令和４年度が33人で延べ53件、令和５年

度が10月現在で17人で26件となっております。 

 利用された方のアンケートでは、ゆっくり休

めたとか、ちょっとしたリフレッシュになった

とか、育児に関する相談ができたとか、家庭ば

かりに目を向けがちな状況であるけれども、こ

れは本当にありがたいサービスなど、いうよう

な声を頂いておりました。 

 課題としては、宿泊施設のデイサービスが好

評を得ているわけですけども、施設の空き状況

に左右されるという部分があります。これらを

もう少し対応していきたいなというふうに考え

ております。 

 それから、スタッフが本当によくやってくれ

るという声も頂いております。手厚いサポート、

これを努めるためにスタッフの強化、人数的な

強化も必要ですけれども、体制、これもさらに

進化させなければいけないと思います。 

 また、産後ケアの事業のほかに、妊産婦が安

心して妊娠・出産できるための取組として、妊

婦健診や受診に係る交通費、出産前に宿泊施設

を利用した場合の宿泊費について、全ての妊産

婦を対象に助成をしております。 

 ハイリスクの妊婦の方には、消防本部と事前

に情報共有を図りながら、緊急事態にも備えて

いるという状況です。助産院監督医や助産師の

指導の下に、消防職員が新生児救急蘇生法を受

講するとともに、万が一の事態には助産師が救

急車に同乗して医療機関へ向かうという体制も

整備しております。本当に、どういうふうな体

制で電話を受けたり発動したりしているかとい

うところを改めて聞くと、本当に頭が下がる思

いがします。 

 国は、４月に「こども基本法」これを制定し、

こども家庭庁の発足、子どもに関する取組や政

策を我が国の真ん中に据えて強力に進める、こ

れを急務とするというふうにしておりますが、

実際にはスタートしたら予算不足とか、いろん

なこともありました。 

 遠野市の目標、特殊出生率あるいは出生数の

上昇を目指すために、遠野市は出産、それと産

後にかかることだけではなくて、その後、暮ら

しやすい遠野というものをつくっていかなけれ

ばいけないというふうに、肝に銘じているとこ

ろであります。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。様々

いろいろな形で、出産前、妊婦のときから産後

ケアまで、そして、幼児のところまで様々ケア

をいただいていると理解をいたしました。実際

に、私も助産師さんの訪問とかで大変お世話に
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なった記憶がございます。どうしても、出産す

る母親というのは不安にかられるものです。そ

れを孤独にさせない、そして安心させる、そう

いった取組がますます重要となってくるものと

思われます。 

 それでは、続きまして、その子育て環境の一

つとして、子どもの医療給付の現状と課題につ

いて伺います。 

 子どもの医療給付の現状はどうなっているの

でしょうか。また、現在、それに係る市の負担

はどれくらいなのでしょうか、お伺いいたしま

す。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本事業は、乳幼児・小

学生・中学生及び高校生の心身の健康を保持す

るとともに、生活の安定を図り、福祉の増進に

資することを目的として、県の単独事業に対し、

市が上乗せをして、医療費の一部負担を給付し

ている事業であります。 

 本年10月末現在の子どもの医療費給付事業の

全体の給付世帯は1,128世帯、受給者は2,061人

となっています。給付世帯及び受給者の内訳は、

乳幼児が522世帯、713人、小学生が504世帯、6

65人、中学生が302世帯、336人、高校生が312

世帯、347人となっております。所得制限によ

り受給対象外となっているのは645人でありま

す。 

 子どもの医療費給付事業における医療費の一

部負担金、いわゆる自己負担分に対する市の負

担額は、受給者が３歳児未満の場合は全額を市

が負担しております。 

 就学前の子どもの場合、一部負担金のうち、

入院外は月額750円、入院は月額2,500円を除い

た額の負担をしております。また、小学生から

高校生の場合は、一部負担金の２分の１の額を

市の負担としております。 

 現在、本年10月末までの医療費給付額の実績

は1,758万円で、令和５年度の給付見込額は3,0

14万円と試算しております。 

 なお、県の補助金等は935万円を差し引くと、

市の負担額は2,079万円と試算しております。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。現在、

遠野市は、乳幼児医療給付、子どもの医療給付

に所得制限を設けているわけですが、県内の他

市町村と比べると、所得制限なしにしている市

町村が見受けられます。私が調べたところ、14

市で所得制限なしは８市、自己負担なしは７市

が既に取り組んでいるようです。どちらも取り

組んでいるのは６市という状況でございました。

遠野市も、「子育てするなら遠野」を掲げるの

であれば、この子ども医療給付の所得制限なし、

自己負担なしに取り組むべきではないのでしょ

うか。 

 また、平成31年のニーズ調査ではありますが、

そのアンケート結果で、既に子ども医療給付の

拡充を望む声が多くありました。このことを踏

まえ、もう一度、市長にお伺いいたします。子

ども医療給付の見直しを図るおつもりはありま

せんか。市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これ、今、ちょっと質

問の確認をさせていただきます。 

○議長（多田勉君）  はい、許します。 

○市長（多田一彦君）  無償化のということで

すか、単なる見直しのことをお答えすればいい

のか。じゃないですよね、その一歩先のことで

すよね。子どもの医療給付事業は、「子育てす

るなら遠野」を標榜する意味でも、子育て支援

の主要施策として、所得制限の撤廃と一部負担

金の無償化を令和６年８月、これから実施して

いきたいと現在検討を進めております。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。取り

組む、検討をなさるということで安心しました

が、もっと早くに取り組むべきだったのではな

いでしょうか。インターネットで、「移住」、

「岩手県」、「子育て」、「充実」とか検索し
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ますと、そういった情報がすぐに出てきます。

遠野市ではどのぐらいの補助とか、そういった

ものがあるかとか、他市と比べられるような状

況になっています。早急に取り組んでいただき

たいと思っております。 

 以上で、市長への質問は終わらせていただき

ます。 

 では、ここから教育長に質問をさせていただ

きます。 

 現在、少子高齢化により高校再編が県内にお

いて進められているわけですが、遠野市では、

２校存続のため、高校魅力化への取組を行って

おります。しかしながら、志望する生徒は年々

減少傾向にあり、市外へ通う生徒も多くなりま

した。そこで、高校魅力化への取組についてお

伺いいたします。現在の入学者数の推移、また

魅力化への取組状況と現在の課題、今後の展開

についてお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  それでは、千田議

員の質問にお答えをしたいと思います。 

 入学者数の推移、それと今までの取組、それ

と課題、そして今後の方向性という４つの柱で

お話をさせていただきます。 

 まず、入学者数の推移ですが、令和５年度の

市内高校への入学者数ですが、遠野高校におい

ては120名の定員に対して83名、遠野緑峰高校

においては生産技術科40人の定員に対して36名、

情報処理科40名の定員に対して８名ということ

で、遠野緑峰高校は両科合わせて44名の入学者

ということになります。 

 一方で、５年前の平成30年度の入学者数は、

遠野高校においては定員160名に対して140名、

遠野緑峰高校においては生産技術科40名の定員

に対して35名、情報処理科40名の定員に対して

22名であり、両科合わせて57名の入学者でした。 

 ５年前に比べますと、遠野高校においては57

名の減少、遠野緑峰高校においては13名の減少

ということになっております。 

 直近の５年間の入学者数を比べてみますと、

年度によって増減はございますが、全体的に減

少傾向であり、両校とも募集定員数に対して充

足していない状況がずっと続いております。 

 それで、取組について、今までに大きく４つ

の取組をしてございます。 

 まず、平成29年２月に、高校魅力化アクショ

ンプランを策定し、遠野高校及び遠野緑峰高校

への支援を取り組んでまいりました。 

 令和４年８月には、遠野市と遠野高校、遠野

緑峰高校の三者で、人材育成に向けた連携協定

を締結しました。また、令和４年度から市全体

の魅力化を推進するため、地域共創コーディ

ネーターとして、外部人材を登用して、高校生

の海外派遣等、グローバルな視野を持つ人材育

成について取組を推進してきているところでご

ざいます。 

 さらに、本年10月には、市外生徒受入パワー

アッププランとして、下宿を利用している生徒

の保護者に対する経済的な負担を軽減する補助

金及び下宿等を運営している団体に対する受入

れ促進に係る補助金を創設しました。 

 また、市内にある下宿等の情報について、市

のホームページで情報発信をするなど、市外か

らの生徒受入れに向けた取組も拡充しておりま

す。 

 このような状況ではございますが、市内の小

中学校の児童生徒が減少している傾向から、両

校の募集定員に対する充足率を高めるためには、

市外からの一定数の入学者を確保する必要があ

ると認識しております。県全体でも少子化の傾

向にあり、県立高校全体の入学者が減少してき

ています。このことは、県全体の課題でもあり

ます。 

 岩手県に対して、県知事への統一要望で、高

校少人数学級の導入、教員定数の確保を通じ、

高校教育の岩手モデルの実現に向けた要望を継

続して要求をしているところでございます。 

 このような状況の中で、本年度、市の教育委

員会の中に未来づくりサポート室を設置して、

両校が実施する魅力化に向けた取組に対してサ

ポート体制の拡充を図っております。 
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 来年度からは、小学校、中学校への公営塾の

実施に合わせて、遠野高校、遠野緑峰高校にお

いても、公営塾を実施する予定であります。進

学や就職に対する支援を厚くして、市内の中学

生に市内の高校を選んでもらえるような、両校

の魅力化について、さらに推進をしてまいりた

いと思っております。 

 このほかにも、両校との意見交換、コーディ

ネーターや関係機関との連携を通して、両校へ

の新たな魅力への取組等の提案を重ねながら、

継続して入学者の確保に取り組んでまいりたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。様々

取り組んでいただいているということを認識い

たしましたけれども、本当の高校の魅力化とい

うのは何なんでしょうか。交通費や下宿代のサ

ポートも大事ではありますが、もっと行きたく

なるような取組が必要と思われます。 

 遠野は、地域に根差した高校であってしかり

だと思います。ふるさと教育の新たな遠野物語

プロジェクトなど、遠野高校、そして緑峰高校

も様々な開発に取り組んでいただき、高校生た

ちは本当に頑張っていると、このように考えま

す。そうすると、少子化とはいえ、将来を描け

る高校を目指すには、やはり地域に根づいた地

域の産業や雇用、そしてまた、進学で、例えば

１回県外に出て行ってもまた戻ってくるような、

そういった取組、そういった将来像が見えない

と、なかなか高校を選ぶ保護者たちも二の足を

踏んでしまうのかなということを感じます。 

 そして、下宿についてですが、地域みらい留

学で住めるところまできちんとアピールすべき

だと思います。先日、広聴広報委員会で緑峰の

生徒たちと懇談する機会がございました。その

際に、先生たちからも、下宿先の住めるところ、

そこをきちんと確保してほしいと、でなければ

説明できないというような声がありました。そ

のあたりの環境整備も必要なのではないでしょ

うか。もっともっと遠野市として取り組むべき

ことがあると思うのですが、そのあたりについ

て教育長の御見解をお伺いしたいと思います。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  下宿先の確保につ

いてですが、現在、市外から、遠野高校は25名、

緑峰高校は３名の市外からの通学がございます。

下宿先については、なかなか高年齢化している

ために、下宿先の受入れが難しいというような

声も聞こえておりますので、その辺もこれから

十分に検討をして整備をしていかなければなら

ないことかなというふうに思っているところで

す。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。ぜひ、

早急に進めていただきたいものと思います。他

課との連携、それも必要だと思いますので、ぜ

ひ高校生の確保に向けて前向きに取り組んでい

ただきたいと思っております。 

 次に、新たに未来づくりサポート室が創設さ

れましたが、現在どのような取組がなされてい

るのでしょうか。また、今後の展開と最終の目

標について、どのように考えていらっしゃるの

かをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  令和５年度に設定

したばかりなので、これから頑張っていくとい

うことになりますが、目標は、夢や希望を持ち、

遠野の子どもたちを育成するために未来づくり

サポート室を新設いたしました。 

 大きな柱として、児童生徒の学力向上、不登

校対策、グローバル人材の育成、そして、高校

の魅力化等の諸課題についての解決に取り組ん

でいくということで、未来づくりサポート室を

新設いたしました。 

 学力向上対策については、学校を支援して学

習内容の確実な定着を図るために、小学校の放
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課後学習と公営塾にこれから取り組んでいくと

ころであります。 

 放課後学習については、各小学校の教室を利

用して地域のボランティア、現在48名の方にボ

ランティアをしていただいており、その協力を

得ながら、週に１回程度、子どもたちの個別学

習支援を行っております。11月現在、小学校11

校中８校で実施をしております。12月からは、

さらに１校増えますので、９校実施ということ

になります。 

 公営塾については、今年度はトライアルとし

て、公共施設を会場として、冬休み期間中に、

中学３年生を対象に高校受験対策講座を行う予

定です。春休みには、小学校５年生を対象とし

て春期弱点補強講座、小学校６年生を対象とし

て春期中学準備講座等を行う予定としておりま

す。 

 不登校対策については、ここ数年、全国も、

県も、当市においても、不登校の児童生徒が増

加しております。不登校の児童生徒の状況に応

じて、学校生活への適応等に向けた相談や支援

を行うことを目的として、ジョイントスクール

を設置いたしました。 

 支援員５名を委嘱して、現在６人体制で行っ

ております。６月から各中学校区にジョイント

スクールを開設して、市内３か所で支援を行っ

ているところです。ジョイントスクールの利用

者は増加しております。設置に効果があったも

のと認識はしております。 

 ジョイントとは、つなぐという意味ですので、

支援員とつながることによって、学校と家庭が

つながり、一人でも多くの児童生徒が学校復帰

できるように、継続的に支援を行ってまいりま

す。 

 グローバル人材育成については、時代の変化

に対応できる人材を幼児期から育成することが

必要であると考えております。子どもたちに、

英語に対する興味・関心を引き出すような体験

活動の機会を増やす取組として、イングリッシ

ュキャラバンを展開しております。 

 この活動は、地域の方や外国人講師の協力を

得ながら、週に１回程度、児童館・児童クラブ

を巡回して、４月から10月まで延べ28回、705

人が参加しております。今後は、12月から３月

まで17回取り組む予定としております。 

 また、障がいのある児童に対しては、児童が

利用する日中一時支援施設において、子どもの

居場所づくり事業を展開しております。６月か

ら週に１回程度、絵画や陶芸づくりを開催して、

創作活動を通しての成長や社会参画につながる

ことを目的に実施をしております。これも本年

度は試行錯誤ということですが、今後の展開と

いたしましては、事業の検証を行いながら充実

を図ってまいりたいと思っております。 

 最終目的としては、子どもが健やかに育って

いける環境づくり、地域で子育てを支える環境

づくりを推進して、行政と学校と地域が連携を

して、子どもたちが夢や希望を持って未来を生

き抜く、生きる力を育成したいと考えておりま

す。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。まだ

まだこれからということなんですが、そのジョ

イントスクール、特にも効果があるという声は

市民の方からもお声を頂いているところであり

ます。ぜひ、継続していただきたいと思います

が、不登校対策というところもあるので、そう

いった親御さんの声を聞くことがありました。

予約をしなければいけないと、子どもの体調を

見ながら予約をしなければいけない、予約した

途端にやっぱり行きたくないということも多々

あるようで、そのあたり親御さんの心身の疲労

がとても重くのしかかるといったところが、そ

ういった声も聞こえてきますので、そのあたり

の課題をこれから解消していただきたいなと思

っております。 

 続きまして、大項目１点目の最後、学力向上

についてお伺いいたします。 

 遠野市において、学力向上は以前より課題と

して挙げられておりますが、その課題解決に向

けて現在どのような取組をしているのでしょう
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か。特定教科支援員配置の効果と課題、学力向

上の課題についてお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  学力向上について

は、以前からずっと課題ですので、何とかしな

ければならないなと思っております。 

 本市の学力向上対策は、市の教育研究所が中

心となって推進をしております。３つの中学校

区ごとに学力向上部会を設置して、小中学校が

同じ視点で義務教育９年間を踏まえた系統的な

指導の充実を目的として取り組んで、今年で11

年目を迎え、各小中学校における授業改善のほ

うは、着実に進んでいるというふうに実感をし

ております。 

 実態でございますけども、諸調査の結果から、

学習に臨む姿勢が全国と比較しても、遠野市の

子どもたちは良好です。また、平日１時間以上

家庭学習に取り組む児童生徒の割合も、これも

全国よりも高いというような状況で、子どもた

ちの学習意欲を引き出すことに、今までの小中

連携の取組がつながっているものと考えており

ます。しかしながら、標準学力検査の偏差値を

指標とした遠野市総合計画まちづくり指標です

が、こちらは平成30年度より年々下降気味とい

うことになっております。昨年度も、小中学校

ともに指標を下回る結果となりました。 

 また、今年度の全国学力・学習状況調査では、

一部の領域において、これも全国正答率を下回

っております。原因としては、授業で身につけ

た力をテスト等で発揮することができない状況

にあるのではないかというふうに思っておりま

す。 

 このような現状と課題を踏まえまして、令和

４年度から授業改善に加えて、家庭学習の質の

向上に係る取組を進めてきました。１人１台端

末のドリルソフトを活用した個別学習等にも取

り組んでおります。授業で身につけた力を確実

に定着させるように現在も努めているところで

す。 

 また、平成28年度から特定教科学習支援員を

中学校に配置しております。今年度は、市内中

学校に２名の数学の特定教科支援員を配置して、

学習支援を行ったり、家庭学習用のプリントを

作成したり、授業と連動した家庭学習が継続的

な取組となるような支援を行っております。 

 特定教科支援員の配置によりまして、生徒一

人ひとりの学習状況を的確に把握して、子に応

じた支援を適切に行うことが可能となり、つま

ずきに応じた指導の充実にもつながっておりま

す。 

 配置したことによっての課題等はございませ

んが、もう少し人数を増やしたいということも

あるので、そういう人材がなかなかいないとい

うのが実態でございます。教科の免許がないと

できませんので、そのあたりが課題かなという

ふうに思っております。 

 さらに、児童生徒の学力向上の実現のために、

やはり教員の指導力の向上が必須だと捉えてお

ります。市内の小中学校全教職員を対象とした

全体研修会は毎年行っております。これに加え

て、昨年度から、採用から10年以内の若手教員

等を対象とした自主的な学習会も実施しており

ます。 

 また、複式指導とか、あとは授業づくりなど、

テーマ別にした学習会を実施するなど、教員の

ニーズに応じた研修支援に取り組んで、人材育

成をしているところでもあります。 

 市内の小学校においては、先ほど述べたよう

な放課後学習支援を行っております。今後も、

これらの取組を推進して、全ての子どもたちの

可能性を引き出す指導の充実を図りながら、児

童生徒の学力向上に努めてまいります。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。学力

向上については、まだまだ課題が残るといった

ことを改めて認識させられましたけれども、ぜ

ひ、どうしても家庭学習時間ということに、近

年、重きを置くようになりました。けれども、

共働き世帯ですと、子どもの勉強も見れない、

また学年が上がるにつれて、やはり自分で解決
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しなければならないといったようなことが出て

くると思います。より分かりやすい授業、そし

て、より勉強したくなるような取組が、ますま

すもって必要なのではないかと感じるところで

す。そして、学力向上には、体験的な学習など

により、より学びたい、より知りたいと、知的

好奇心が必要なのではないでしょうか。もっと

もっとそういったところにも力を入れていただ

けるように、ぜひ取り組んでいただきたいと思

います。 

 続きまして、大項目２点目の図書館の利用状

況と今後の在り方について、教育長にお伺いい

たします。 

 我が遠野市においては、市立図書館がありま

すが、博物館と併設され、博物館で見て気にな

るものを図書館ですぐ調べられるようなすばら

しい環境にはありますが、市民にとって使いや

すい図書館になっているでしょうか。また、学

校や各地区センターにおいても、市民が使いや

すい状況になっているのでしょうか。 

 そこでお伺いいたします。図書館の利用状況

と現状における課題、学校や地区センターなど

との連携はどうなっているのでしょうか、お伺

いいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  まず、現状につい

てお話をいたします。 

 遠野市総合計画後期基本計画まちづくり指標

がございますが、これの図書館の利用登録率40.

6％の目標に対して実績が39.7％、市民１人当

たりの平均貸出冊数2.9冊の目標に対して2.4冊、

学校図書館・児童館への児童生徒１人当たりの

平均貸出冊数13.4冊に対して13.5冊ということ

で、おおむねまちづくり指標の目標は達成して

いるものというふうに認識しております。 

 一方で、図書館への１日当たりの入館者数で

すが、コロナ感染拡大によって、平成30年度の

181人と比較して、令和２年度は129人、令和３

年度は110人、令和４年度は113人となっており

ます。入館者数がコロナ禍において減少傾向に

あり、その後、伸び悩んでいるということが課

題の一つでもあります。 

 また、図書館までの交通手段のない利用者が

増えてきていることも、その一因ではないかと

いうふうに考えております。そのために、学校

や児童館、地区センター等と連携をして、定期

的な施設への貸出しを行っております。併せて、

交通手段のない利用者の要望に応じて、巡回地

点を増やしながら、移動図書館車の効率的な運

行をして、図書のリクエストに応える貸出しを

行っているところです。 

 また、貸出しや移動図書館の運行については、

住民への周知がまだ不足しているものというふ

うに捉えており、市の広報や遠野テレビ等を活

用し、積極的な周知を行うことで、さらなる利

用促進をしてまいります。 

 さらに、図書館の入館者数を増やすために、

本の企画展示とかイベント等を実施して、積極

的な情報発信も行いたいと思っております。利

用者が求める情報や資料の提供等のサービスの

向上に努めて、読書に親しみやすい図書館とし

ての環境づくりを進めてまいります。 

 遠野市立図書館では、今後も第２次遠野市総

合基本計画及び子どもの読書活動推進計画に基

づいて、様々なニーズに対応したサービスの提

供に努め、生涯学習の振興と文化の発展に寄与

してまいります。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長に１点確認

をいたします。 

 ただいまの答弁の中で、１日当たりの図書館

の入館者数、これの年度、「平成30年」と言い

ましたが、間違いないですか。 

○教育長（佐々木一人君）  31年です。 

○議長（多田勉君）  じゃあ、そこ、訂正をお

願いします。佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  大変失礼をいたし

ました。先ほど「平成30年度」と答弁しました

が、「平成31年度」の誤りでございます。申し

訳ございませんでした。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 



－ 25 － 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。図書

館は、市民にとって知識・教養を高める場の重

要な施設であると考えます。私は、他市とか県

外とかに行ったときには、必ずと言っていいほ

どそこの市の図書館に行きますが、今や市民が

使いやすいように工夫されているところがたく

さんあります。例えば、運営を民間に委託し、

10時から20時までの運営を行っている図書館が

ありました。夜は、仕事帰りの人や親子で本を

借りに来る様子も見受けられましたし、観光で

訪れた人は何よりも図書館でそこの地域を知る

ことができます。こども本の森もあります。市

民だけでなく、観光客へのアプローチも考えて

はいかがでしょうか。ますます情報発信等々に

努めていただきたいと考えますが、そのあたり

の教育長の御見解をお示し願います。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  通告の中にはござ

いませんでしたが、私の私見としてお答えをし

たいというふうに思います。 

 民間への運営については、現在のところはな

かなか難しいかなというふうに思っているとこ

ろです。千田議員の言うように、子育て世代と

か、遠野にたくさん観光客が訪れることを考え

ると、遅い時間まで開館しているというのは、

大変、遠野にとっては魅力的なことかなという

ふうに思っているところです。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  ぜひ、工夫しながら、

ますます市民が使いやすいような図書館にして

いただきたいと考えます。 

 続きまして、最後になります。 

 市民に愛される図書館として、どのような図

書館を目指していくのでしょうか。今後の図書

館の在り方についてお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  まず、図書館の定

義でございますが、図書館法や日本図書館協会

発行の図書館の自由に関する宣言によりますと、

図書、記録その他の資料を整理し保存する施設

で、国民がいつでも必要とする資料を手にし、

利用する権利があることがうたわれており、利

用者が利用者自身の知識を深めていくことがで

きる場所だというふうに定義されております。 

 そこで、遠野市立図書館では、一般的な資料

に加えまして、市にゆかりのある方の貴重書を

保存して、市民が閲覧できるように整理してい

るほか、利用者が調べたいこと、探している資

料などの質問について、必要な資料・情報を案

内するレファレンスサービスを行っております。 

 市内の小学校に対しては、図書館教室を実施

して、具体的な図書館の活用の仕方を子どもの

頃から教えていくことで、図書館の利用促進を

図っているところです。 

 このように、図書館への理解を深める機会を

増やして、より一層、知的好奇心を高める場と

して、市民から愛される図書館を目指し、誰で

も気軽に足を運べる図書館であり続けられるよ

う、関係機関との連携を図ってまいります。 

○議長（多田勉君）  １番千田由美子議員。 

   〔１番千田由美子君登壇〕 

○１番（千田由美子君）  分かりました。ぜひ、

前向きに取り組んでいただきたいと思います。

時代はデジタル社会に移行しつつあります。あ

えて本を読む楽しさを見いだすのが図書館の役

目でもあると考えます。 

 さきの質問の学力向上ともつながりますが、

今の子どもは読解力がないと言われます。それ

を補うには読書しかないと私は思います。遠野

の子どもたちを育てるのは学校だけではありま

せん。また、子どもから大人まで見聞を広げ、

知識・教養を高めるための重要な役割も図書館

にはあると思っております。いま一度、課題を

しっかり補い、市民が使いやすい、通いやすい、

愛される図書館にしていただきたいと思います。 

 以上をもちまして、私の質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  午後１時まで休憩いたし

ます。 
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   午後０時08分 休憩   

────────────────── 

   午後１時00分 開議   

○議長（多田勉君）  午前に引き続き会議を再

開いたします。 

 次に進みます。３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  菊地忠信でございます。

通告に従いまして、一般質問をいたします。 

 その前に、先月11月６日に開催をされました、

遠野ホップ栽培60年を祝う記念行事、そして今

年の、一番絞りとれたてホップ生ビール初飲み

会、さらに広報11月号での遠野ホップ栽培60周

年の記念特集号と、市民全体に周知された60年

という歩みは決して平坦ではないことは御存じ

のとおりでありますし、これまで幾多の試練を

乗り越え、遠野ホップ栽培の歴史をつないでき

た生産者、関係者のたゆまぬ努力の輝かしい成

果であり、改めて感動、感銘を受けている市民

の一人として、ビールの消費者として大変うれ

しく、そして誇らしくも感じます。 

 また、このことは、農業をなりわいとする本

市農業生産者の生産意欲を鼓舞するにふさわし

い節目となり、賞賛に値するものであります。 

 本市は、このホップ栽培もしかり、土を使っ

て長年チャレンジをしてきた耕種農業と、昔か

ら生活に密着した畜産との関わりをうまく融合

してきた歴史があります。その一つが、遠野に

息づく馬との関わり、馬文化であります。この

遠野の馬文化について調べましたが、かつては、

藩政時代より東北の軍馬生産の拠点として名を

はせ、本市の農地の開墾・開拓の先駆として君

臨し、人々の暮らしと環境を支えてきました。 

 農耕、林業における馬搬はもちろん、内陸と

沿岸の交易流通の馬方としても活躍され、一日

の仕事を終えれば、人馬一体、一つ屋根の下で

家族として共に生活をしてきた。この馬との関

わりが、今日の遠野の１次産業を発展させてき

た原点であります。 

 明治維新後には、国策として増殖・改良が進

み、当時、遠野には9,000頭もの馬が飼われ、

セリ市においては８日間も開催されたと。全国

からは、この南部駒の買い付け者が殺到し、経

済・流通の一大拠点であったことを幼少の頃か

ら聞かされてきました。 

 戦後は、軍馬生産の役目を終え、昭和の中頃

まで農耕の労力として活躍され、やがて近代の

機械化に変わり、以降、馬の生産は農用馬、乗

用馬の繁殖生産へと変遷してきましたが、現在

は、馬生産のみならず、教育、福祉、観光交流

を含めた本市の馬事振興として大きな役割を担

っています。 

 これまで本市が進めてきた馬事文化、その中

の乗用馬生産に係る現状と、今後の振興策につ

いて、一問一答方式で質問をいたします。 

 それでは、最初の質問に入ります。 

 去る10月17日に、第50回目を迎えた遠野市乗

用馬市場が遠野馬の里で開催をされました。今

では国内有数の乗用馬市場として、長き半世紀

にわたる歴史と伝統のある市場であります。 

 遠野で生まれ、遠野の環境・風土でたくまし

く育ち、１年半以上もの手塩にかけて育て上げ

た１歳馬です。その生産者とそれを支えてきた

家族、さらには馬を愛する関係者の思いが大き

く詰まった、それが大きな晴れ舞台、これが遠

野市乗用馬市場であります。 

 この50回目の節目を迎えた遠野市乗用馬市場

に、市長は市場前日の乗用１歳馬管理共励会か

ら出席されておりましたが、歴史ある50回開催

地の首長として、どう感じておられたか、率直

な感想とその思いをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  過日、乗用馬市場が開

催されたときには、忠信議員も引き手として参

加されて、お手伝いしていただいておりました。

いい姿だなと思って見ておりました。そして、

開催に当たり、様々な協力をいただいた皆様に

も本当に感謝したいと思います。議員の方々、

市会議員の方々にも環境整備にお手伝いをいた

だいておりました。 

 それから、去年ですか、去年はボランティア
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で環境整備をしようということで、みんなで集

まって草刈りなどをやって、私はちょっと遅れ

て行きまして、あんまりたくさん働けなかった

んですけども、そういう風潮が出てきているこ

とに、私はいいなというふうにまず率直に思い

ます。 

 それから乗用馬市場、よかったですね、とっ

ても。馬を見るのも、走るのを見るのも本当に

好きなので、よかったなと思います。準備をし

てくださった方々に心から感謝したいと思いま

す。 

 一方で、私は素人なので、市長の率直な気持

ちということだったんで、もうちょっと多くて

もいいんじゃないかと思います、市場に出す馬

が。もうちょっと増えていいんじゃないかと。

専門的な見地からはちょうどいいくらいだとい

う話も聞いたりするんですけども、昔は何日に

もわたってセリをやったとかということもあり

ますから、もうちょっと多くてもよかったかな

というのが感想です。ただ、全体にはよかった

ですね。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  まさに、今、市長が答

弁されたように、これまでも50回という大きな

歴史がありますけれども、本当にこれは乗用馬

の生産組合、その組合員の手づくりの市場でも

あります。これは、遠野市全体がそうやって馬

市場を支えてきたというすばらしい歴史ではな

いかというふうに、改めて私も感じておるとこ

ろです。 

 これまで、遠野から生産された乗用馬は、御

存じかもしれませんけれども、国体あるいはオ

リンピック候補の競技馬として、国内大会で大

きな実績、そして成績があります。また、中央

に行けばＪＲＡ、日本中央競馬会に所属する馬

事公苑であるとか、障害の競技馬、飛越ですね。

それから、県内、岩手県競馬組合においては馬

場の競技馬。それから、岩手競馬のレースの先

導を走る誘導馬として、遠野マークの着いた馬

がこれまでも歴史的に使われております。 

 さらには、遠野の馬は関東のほうに多く買わ

れています。神奈川県においては、遠野産馬の

みの大会も開催されておりますし、過去には、

遠野産馬が外国の大使館の大使が日本に赴任に

する場合、皇居に挨拶に行くわけですけども、

その場合、必ずと言っていいほど馬車とか使い

ます。その際の馬車のセレモニーの先導馬であ

ると、これも遠野産馬、使われました。 

 さらには、その周りを護衛する、宮内庁所属

の皇宮警察の騎馬隊、この方々が乗る馬も歴史

的に遠野産馬も使われていたと。今は残ってい

るかどうかは分かりませんが、そういう輝かし

い歴史もあります。 

 この半世紀にわたる乗用馬生産は、生産組合

の努力とそれを支援する関係者との絆や、馬を

愛する市民をはじめ、全国のその遠野産馬のフ

ァンの支えによってつくられてきたことは、今、

申し上げてきたことですけれども、しかしなが

ら、今は生産者の高齢化、後継者不足、そして

何よりも飼料・資材等の高騰、この飼養管理費

等の高騰によって、なりわいとして生計するに

は大きな負担となっていることも事実でありま

す。 

 また、市場に上場しても、全ての馬が競り落

とされて、全てに買い手がつくということでは

ありません。主取りしても、その後の労働力、

乗用馬としての技術的な管理は自宅ではできな

いと。ですから、馬の里に補助馬としてさらに

１年間預ける、それでも毎月の一定程度の金額

がかかります、当然のことですけれども。これ

らの経済的な理由も重なり、やむを得ず生産を

断念しなければならないと。これらの要因で

年々組合員数が減少し、同時に馬の頭数も減少

している状況にあります。 

 半世紀の歴史のある乗用馬生産、50年前、昭

和46年、当時の上閉伊畜産農協から大きく変え

まして、市内組合員数は、その当時の生産組合

員数70名余りでスタートしております。その25

年後の平成10年に、今の遠野馬の里が開業され、

その時点での組合員数は残念ながら半減以下で

す。29名まで減っています。理由は、やはり繁
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殖牛等に力を入れると。そういう部分での両立

てというのはなかなか厳しいものがあったのか

なというふうに思いますが、ただし、先ほど申

し上げました、ＪＲＡあるいは競馬関係の支援

していただいているここ10年間については、日

本馬事協会とか関連団体の支援によりまして、

フランス、それからドイツ系の優秀な種馬を導

入したことによりまして、全国的にもブランド

化され、少しずつ上振りしてきたという歴史も

あります。 

 この時点で、平成21年では、37名まで組合員

が増加してきたという、ただし、ここがピーク

でありました。令和５年現在は19名まで減少し

ております。うち、実際に繁殖生産している組

合員は９名しかおりません。 

 今年の乗用馬市場は、３歳、２歳、１歳合わ

せて22頭が上場されましたが、そのうち１歳馬

は11頭でありました。来年の市場予定の１歳馬

も12頭の予定であります。しかし、この12頭は

生産者６名での上場であり、実際の生産者は、

そのピーク時から、残念ながら４分の１まで減

少してしまいました。 

 このままでの状況が続くとなれば、国内有数

の歴史ある市場開催の継続に、ひいては乗用馬

生産の重要な産地としての存続に大きな危機感

を感じますが、この現状について、市長はどの

ように考えておられるのか伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今、議員がおっしゃっ

たとおりだと思います。私もこの状態というの

は危機的な状態であると。しかも、この状態が

何年も何年も続いているというのが現状だとい

うふうに認識しております。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  今、市長が答弁された、

これが今の乗用馬生産組合の現状であります。

このまま、これまでの遠野産乗用馬の全国で活

躍した実績あるいは栄光、これがなくなってし

まうようなことを、私は見過ごすわけにはいか

ないと思っています。 

 遠野市内生産者あるいは関係者による乗用馬

生産拡大に向けた起死回生の妙案はすぐには出

てこないにしても、この現状になるまでの間、

果たして本市はどのような対策を講じてきたの

でしょうか。改めてお聞きします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  馬事振興、馬の里に関

しては、ハード面の維持やソフト面の運営方法、

これらについて様々な施策、支援をしてきたと

認識しております。この具体的なこれまでの支

援、対策については、産業部長のほうから御説

明をします。 

○議長（多田勉君）  阿部産業部長。 

   〔産業部長阿部順郎君登壇〕 

○産業部長（阿部順郎君）  命により答弁いた

します。 

 馬事振興に係る支援事業の実績については、

平成25年度から令和４年度までの過去10年間の

事業費で見ると、市が実施した乗用馬生産支援

や馬事文化振興などの事業費が累計で約6,500

万、さらに遠野の馬の里の運営補助金が累計で

約４億9,400万円で、合計すると約５億5,900万

円となります。 

 具体的には、新たに生産を始めようとする場

合、繁殖雌馬導入支援事業として、市から新規

参入者に対して30万円を支援しています。生産

組合加入者であれば、日本馬事協会から年間１

万円で優良雌馬を借り受けることができる制度

もあり、比較的優遇されています。 

 飼養管理の支援としては、市場で主取りとな

ったり、２歳馬、３歳馬など、ある程度育てた

馬を市場に出すことを目的に、遠野馬の里に預

託した場合の支援として、市から年間最大24万

円、遠野馬の里から年間最大36万円を補助して

います。 

 また、人材育成支援として、市内の馬事団体

が実施する研修活動や馬具等の備品購入などの

経費を対象に、予算の範囲内で幅広く支援も行

っております。 
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 なお、乗用馬生産組合に、今年度新たに30代

の男性２名が加入したと伺っております。 

 馬に携わる仕事を求めて遠野に来る方もいら

っしゃることから、気軽に受入れができるよう

な環境の構築や、外部への情報発信も強化する

ことが必要であると考えております。 

 以上で答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  これまで遠野市の支援、

それから運営補助金、合わせて５億6,000万と、

今、産業部長のほうから御答弁をいただきまし

たが、相当の支援も頂いていることは、それは

十々承知であります。ただ、これは馬文化、馬

事振興として、これ以上のというふうには言い

ませんけれども、当然あってしかるべき、これ

は遠野の文化でありますから、あってしかるべ

きかなと私は判断いたします。 

 今の状況を見ますと、遠野馬の里開業以来、

生産組合と並んで、今、産業部長も話されまし

たが、遠野馬の里で余生を送らせたいというこ

とで預託されている方がいらっしゃいますし、

あるいは組合員に匹敵するぐらいの、賛助会員

という方もいらっしゃると聞いております。こ

ういう方々が、遠野の乗用馬生産活動、運営に

対して、力強いとは言わなくても、少しでも後

ろ盾がいることも大きな強みではないかなと私

は思っています。 

 ですから、この方々からの声かけとか、例え

ば、県内外の乗馬クラブのオーナー、利用者あ

るいは馬主になってみたいという馬愛好家、そ

の方々が繁殖牝馬を、この遠野馬の里に預けて、

遠野で種つけをして遠野の風土で生まれ、その

産駒を遠野で調教して乗馬として活用するとか、

当然、市場にも上場すると、その遠野馬の里の

活用も含めて、全国に改めて発信するなど、今

の状況を打開するような、思い切った事業の方

向転換も合わせてするべきではなかったのかな

というふうに私は思います。 

 調べましたら、今、国内で、全国乗馬倶楽部

振興協会に加入している乗馬クラブの団体、個

人、法人は、全国で約270団体あると言われて

います。全国の乗馬人口、愛好家は約250万人

ということでありますし、この乗馬愛好家の中

には、相当の潜在的可能性が私はまだまだある

なというふうに思うからであります。 

 そこで、このネットワーク、その情報を広く

ＳＮＳ等で発信したい。または、馬の里に関係

する、これまでお世話になってきた日本馬事協

会であるとか、全乗振であるとか、乗馬クラブ

に直接、改めて出向いて、遠野での生産をＰＲ

するべきと考えますが、市長の見解を伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  全く同感でありまして、

私のほうから市長になりたて、すぐにこの案を

提案して、営業その他、回るべきだというふう

な提案をさせていただいております。また、遠

野全体に言えることでありますが、ＳＮＳ等を

使って発信する、このことの重要性をもっと見

直して準備していくべきだと思います。観光し

かり、馬しかり。特に馬のほうでは、今まであ

まり営業活動をしていないんですね。これ、や

っぱり回らなきゃいけないです。そして、いろ

んなシステム、例えば、中央市場のほうにもい

ろんなシステムもあったりしますから、そうい

う情報を仕入れて歩く、これも重要なことだと

思います。 

 いずれにしても、この点、今、議員から、質

問というよりは提案だと思うんですけども、さ

れた件は力を入れるべきだと考えています。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  今、答弁いただいた、

当然、営業活動、これは大事であると思います

し、やっぱり営業の中でのニーズ喚起、ニーズ

調査、これが非常に大きなきっかけになるだろ

うなというふうに私は考えております。 

 これまで半世紀にわたる乗用馬生産の歴史と、

遠野だからこそできる馬事振興を絶やすわけに

はいかないと、そういう一心で私は今質問して

おりますが、このことは本市の第３次農林水産
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振興ビジョン、この中の馬事振興ビジョンにあ

る馬の活用推進、体制強化、そして生産振興、

この３つが柱となった基本方針と定められてお

り、全て遠野馬の里が大きく関与する、そうい

う計画であると明記されております。 

 では、この３つの基本方針をこれまでどのよ

うに進捗管理してきたのでしょうか。これまで

の管理状況をお聞きします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  第３次馬事振興ビジョ

ン、そもそもこれらの計画が立てられている状

況というのは、議員これまでおっしゃったよう

に、下降を続けた中での計画なんですね。です

から、そのレベルでの指標になるので、そうす

ると、例えば、全国やぶさめ競技、こども流鏑

馬、こども流鏑馬は本当に人気になってきまし

た。そういう努力もありますが、例えば、生産

に関しての目標であるとか、全体的に見て評価

すればもっともっとということだと思うんです。

ですから、こういう質問になっていると思うん

ですけども、その振興ビジョンから判断する指

標というのは、おおむねできているということ

になります。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  今、市長が答弁された

ように、私も馬関係人口の指標値とか、目標値

というのは、その当時からの下降をたどってい

る状況での計画であったというふうに私も同感

であります。しかし、これはただの数字ではな

くて、根拠があるはずです。その根拠があるか

らこそ、当然、目標管理が伴う、その指標、目

標値を上回るような結果を出すべきではなかっ

たかなと、そういう取組が必要ではなかったか

なというふうに思うからであります。 

 それでは、その馬の里を運営する畜産振興公

社の経営に若干触れますが、現状は事業収入の

柱である競走馬の施設賃貸料、これにつきまし

ては、市政調査会でも伺いましたが、先行きは

決して上振りではありません。まだまだ不透明

と感じております。 

 さらには、先ほど産業部長が答弁いただいた

運営補助金、それから長寿命化補助金に頼らざ

るを得ない状況、なればこそ、私は、自主事業

の大きな収入源となる乗用馬部門の預託料、種

つけ料を決められていますけれども、この農用

馬、乗用馬は全体の種つけ料、それから何より

も関連するホースパーク部門としての収益確保、

この戦略、この戦略化したことが最も重要なこ

とではなかったのかなと思います。 

 特にも畜産振興公社経営全体で見れば、放牧

部門への約7,200万の指定管理料の支援、これ

を少しでも別部門での収益で穴埋めできるよう

な事業としたいと、そういう思いがあるからで

あります。畜産振興公社は、遠野の畜産振興の

中枢であるということを牛の繁殖事業あるいは

キャトル事業の振興の上でも、これまで私は何

度も申し上げてまいりました。 

 今回の質問では、遠野イコール馬文化でもあ

ります。まして、曲がり屋の由来であり、語り

継がれるオシラサマの信仰、物語の原点でもあ

ります。馬事振興あっての遠野、その畜産振興

公社経営上の指定管理者としての立場でもある、

市長の今後の振興策を改めて伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは非常に重要なこ

とだと思います。まず、今回、畜産振興公社と

いう、言葉でありましたが、今までの議論が馬

事、馬の里、これらに関することだったので、

畜産公社の中での馬に関してお話をさせていた

だきたいと思いますが、よろしいでしょうか。 

 馬文化といいますと、私、今回の議会の中で

馬事文化、馬の里に関する質問が、これから続

いてあると思います。なぜ、そうかなというふ

うなことを考えたりしました。それから、文化

というものを考えました。これ、文化というの

はどういうふうにしてできたんでしょうか。こ

れがあった、昔あっただと、これ、歴史なんで

すよね。文化というのは、やっぱり人々が一緒

になって創ってきたということだと思うんです。
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みんなが一緒になって創るのをやめたら、これ、

ただの歴史です。つまり歴史になりつつあるん

ですよ。じゃあ、文化というのはどういうふう

にしてできるんでしょうか。これは、市が補助

をすればいいとか、何かをすればいいというこ

とだけではできないと思います。生産者の情熱、

それから施設を運営する人の情熱、行政の情熱、

これら三位一体となって創っていく。そして、

そこを理解して外から集まる人たち、ファンで

すね、この人たちのニーズ、これが非常に重要

だと思います。 

 なぜ、どんどん下がっていったんでしょうか。

運営の方法についてもいろいろありますね。試

行錯誤してきた過去も見えます。でも、今、

ホースパーク事業であるとか、いろんなことを、

また同じように、どうするんだ、どうするんだ

ということを言われているわけですよ。これ、

なぜ今その議論なんだろうかというのが私も非

常に疑問です。 

 これ、みんなで創ってきて文化になるんです

よ。だったらどうすればいい、こうすればいい

というのはいろいろ聞きますけれど、具体的に

何をどうするというところに行き着かない。そ

こで提案していったのが、まずみんなで環境整

備しようと、みんなで思いを入れていこうよと

いうことですよね。もしかすると、ああすれば

いい、こうすればいい、あれが駄目だ、これが

駄目だのほかに建設的な考え方が提案されてい

ないんですよ。これ、行政もです、もちろん。

その三者からされていない。私はこれが大きな

原因だと思います。 

 情熱はあるのか、思いはあるのか、施策はあ

るのかです。これ、みんながしっかり持って話

をしなければいけない。あれが悪い、これが悪

い、誰が悪いなんて話をしていたら絶対に良く

ならないです。今はそういう状況だと私は思い

ます。これをそうじゃなくしようというのが新

たな試みで、それゆえに市議の皆さんにも環境

整備、本当にお力を借りたということです。 

 例えば、ホースパーク事業であるとか、こど

ものやぶさめはいいですよね。歴史も文化も感

じるし、可能性も感じます。遠野に乗れる馬が

どれだけあるか、ないですよ、あんまり。それ

で、私は提案したのは乗れる馬をつくりましょ

うと。やぶさめを遠野の馬だけでやりたいとい

うのが思いでした。で、馬を買いました。これ

の調教はどうなっているんだろうかって、非常

に気になるところです。みんなで寄ってたかっ

て創んなくちゃいけないもんです、文化。これ

が足りないです、明らかに。行政がどういう支

援をすればいいかというような、そういう範囲

を超えていると思います。 

 ですから、まず、関係者集まって、腹を割っ

て、何回かやっているんですよ。もっと突っ込

んだ議論をしなければいけないと思います。こ

れ、やります、私も入って。そうすると、思い

はいっぱいありますから、全員が。これを、や

っぱりもうちょっと協調性を持たせて、同じ方

向に向かっていくような形に力を使わなければ

いけないと思います。 

 施設の老朽化とかいろいろあります。馬事文

化とホースパーク事業と、それと競走馬。競走

馬のほうは、ここに入っている事業体が撤退し

たというのが大きくあります。その結果、賃料

を値下げしました。その中身は、目標となる預

託の頭数を五、六十頭のところに持っていけば、

採算取れて、なおかつこれまでどおりの条件に

なれると。それまで会社がもたないということ

でしたから、であれば、これはもうそこを一回

応援しましょうということで、皆さん意見出し

合って、そういう形にしました。その結果、結

構、効果が出ていて、預託頭数が増えていると

いうことです。これを何とか頑張ってもらって、

目標値まで上げてもらいます。 

 ただ、細かい議論が必要です。つまり、１頭

預託幾らであるから、何頭あればこうという裏

づけをもっともっとしっかり細かくしていって、

その中で収支考えて、例えば、どこまで賃料を

戻すとか、そういうことをやっていかなければ

いけないという、経営ですから、これらをやる

準備をしなければいけないですね。 

 それから、その預託、これは、要するに、ア
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パート方式として賃貸で運営していこうという

ふうに踏み切ったのが平成21年、そのアパート

方式の形が崩れてきた。それと、これを立て直

すために賃料を下げて応援した。今度は老朽化

です。当然、老朽化しますよね。これを再現な

くやっていっていいものかどうかということが、

もう一つ考えなければいけないことです。どう

いう事業を、どういうふうな力の入れ方でやっ

ていくかということを、もう一回、さっき言っ

た、みんなの集まりの中で、ざっくばらんに話

をしなければいけないです。どこまでもやれる

ものじゃないです。 

 このようなこと、プラスこの厳しい中で従業

員も頑張っているわけです。そうすると、畜産

に関して言えば、集団化とか法人化という話も

あります。馬の場合、これも生産者が高齢化し

て少なくなってきているとすれば、このこと考

えなければいけないです。だとすれば、馬の里

があるじゃないかって考えていいはずです。 

 では、馬の里の中でどういうふうな方向にそ

れをしていくかということになるわけですよ。

これ、具体的に話をしないと、この先に行けな

いです。そして、もう一回、みんなが情熱ある

か、やるのか、それを考えなければいけない。 

 私は、我々の世代は見極める世代だと思って

います。将来、例えば、上下水道の話もありま

す。様々なことを見極めて、50年続いてきたと

言います。50年先、100年続く遠野の社会をつ

くらなければいけない。そのためには、将来の

憂いを整理してあげる、負の遺産をできるだけ

整理するということがあります。これだけ大変

な思いをしていれば、その対象になるでしょう、

恐らく。ただ単純に撤退、縮小、生産の方向に

行くのではなくて、まだやってみていないこと、

もっとやれることがあると思うから、今、私は

声を大きくして馬のこと、言っているんですよ

ね。だから、それをまずやります。これ、みん

なと話ししてやります。その結果、やっても駄

目だったら、この状態を放置することはないと

思います。 

 文化はみんなが創るもので、役所が少しずつ

お金を出しながら、何とか文化のキープだとい

うものではないと私は思っているので、そこの

ところを最後に挑戦したいという気持ちがあり

ます。 

 それと、その先を考えていけば、畜産公社の、

私が市長になって収支、それぞれの収支はどう

なっているのかということを調べ始めたという

のは、覚えていらっしゃるかどうか分かりませ

ん。これがちゃんとしていなかったということ

が、私はもう疑問です。全部の収支を一回しっ

かり見て、今、見て、分析して、大体分かりま

した。畜産公社も、第三セクターの見直しの中

で考えていく対象に私は考えています。畜産公

社、法人化していく、公社じゃなくて、やっぱ

り会社化ということはあります。そのときに、

遠野のいろんな畜産に関わること、粗飼料のこ

とから何からしていかなければいけないという

ところに一つ入っているわけですけど、馬の里

と畜産公社、これ、分けて考えなければいけな

いじゃないかということもあるんです。この辺

も含めて、いろいろ皆さんに相談していきたい

なと。 

 今後の展望となるかどうか。私は、まずそこ

から入りたいと思っています。諦め切れていな

いということですよ。諦める前に思いっ切りや

りたいということです。これ、皆さんにも分か

っていただきたい。だから、生産者の皆さん、

今、働いている皆さん、思いを一つにして、一

度しっかり挑戦しなければいけないということ

をお話ししたいと思います。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  非常に同感するところ

もありますし、当然、文化は今も、これからも

創っていくと。私も、歴史であってはもう終わ

りだと思います。そういうことがあったずもな

では駄目なんです。この乗馬生産もしかり。や

れること、チャレンジすること、これから私も

２点ぐらい提案したいなと思っておりましたの

で、お話をさせていただきますが、少し視点を

変えます。 
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 これまで何度も関連して出てきました、遠野

馬の里についてでありますけども、もう一度、

原点に戻りますけども、全国の関連団体の支援

を受けて、整備事業費45億円かけて平成10年に

供用開始をしております。それから25年経過い

たしました。開始当時は私も30代でしたから、

遠野市の馬関連の一大事業として広大な施設が

できたなと、併せて全国の競馬関係者による競

走馬の育成・調教、また乗用馬の育成と生産、

そして何よりも市民が楽しく、馬に自由に触れ

合うことのできるホースパーク、この切れ目な

いイベント、これらが開催されることで、全国

から馬関係者や観光客が常に訪れて、雇用の面

でも期待できる施設と思っておりました。 

 しかし、現在はこのとおりです。競走馬育成

施設は相当の馬房が空になっておりますし、乗

用馬施設も１棟しか使用されておらず、ほかの

施設も老朽化に伴い、あの開業当時の一世風靡

した馬の里の大きな建物類、クラブハウスの、

私もすごいなと思ったのは宿泊棟でありますが、

今は解体されてありません。ほかにもまだまだ

未修繕の施設があり、不安材料が今後も増え続

け、経営的に大きな負担になっていることは、

これは私も承知であります。 

 コロナ禍も明けて、この施設管理と併せて観

光資源、放牧地としての、これは全国的にもす

ばらしい荒川高原牧場、ここを大きく言いたい

と思いますが、この荒川牧場と合わせた乗馬ト

レッキングコース、このコースを施設内あるい

は郊外に整備するなど、この馬の里を乗馬の里

として、もっと気軽な憩いの場として利用・活

用され、これまで以上に馬と触れ合える施設と

して、市民をはじめ、県内外に改めて強く発信

するべきと思います。 

 夏場に、荒川高原に、たまに放牧地、見に行

きますと、県外ナンバーがかなりいます。尋ね

ますと、神奈川県であるとか、東京から来まし

たと。なぜ、ここに来られたんですかと聞きま

すと、何にもないからいいと。何にもないとこ

ろで風の音、草木のそよぐ様子、馬、牛、何に

もなくて３時間以上もいれるというのは、こん

な贅沢はないというふうに言われます。そうい

う方々に対して、しっかりと発信することで、

観光を含めてやっていかれることが大事かなと

思いますので、この荒川牧場と併せた放牧地の

再構築、そして馬の里を乗馬の里として私は考

えますが、市長の考えを伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  私から提案しているこ

とが、議員と同じものがあります。ホーストレ

ッキング、これはもう非常に遠野は最適です。

何泊もしながら高原歩けるくらいありますよね。

これはもう最高だと思います。それから、乗馬

クラブ的な部分、これがあっていいんじゃない

かと。遠野市民がもっと馬と触れ合うというこ

とを考えると、そういう部分がなければ触れ合

えない。それから、オーナー制やりましょうと、

オーナー制増やして、持ち馬を増やして、乗れ

る馬を増やして、それを活用して運営に充てて

いきましょうと、これらのことは私も提案をし

ております。 

 今、それをやれる体制かどうかというと、

ノーなんです。人手がなくてとか、いろいろあ

ります。予算、これをやるとなったら考えれば

いいじゃないですか。予算要求もしたら、これ

だけ議員の皆様から、もっと馬の里、ホース事

業やれと、ホースパーク事業やれという声を頂

いているんですから、予算提案してってつかな

いとは思えないですよね、よっぽどでなければ。

要は、やる気と積極性、これをもう一回持って

いかなければいけないと思っています。私も何

回も提案してきました。何とかチャレンジして

いきたいと思います。その気になっていただき

たい、一緒にやっていきたい、そういうふうに

思います。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  今、乗馬トレッキング

コース、私はもう、ずっと前から思っていまし

たし、例えば、景品といいますか、ふるさと納

税の返礼品といいますか、 景品の中に乗馬の
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券というのも中にあります。商品ばっかりでは

ありません。これは、例えば、関東圏のクレイ

ンという乗馬クラブが運営している、そういう

ものもありますので、もし可能であれば、ふる

さと納税の返礼品としての活用も可能ではない

かなというふうに今思ったところであります。 

 今回の市場においては、50回目の節目開催と

いうことで、市場開催前にダートリレーマラソ

ンとか、あるいは馬車運行、そして市民と触れ

合えるいろんなイベントを打ち出しました。こ

の広大な施設は競走馬育成のみならず、乗用馬

競技としての施設であると、馬の里は私は承知

しております。 

 もう一つ提案ですけれども、例えば、国内で

開催されている障害飛越競技や馬場馬術競技を、

この馬の里で開催することも可能ではないかな

と、私は思うんですけれども、ただ、開催基準

というのが当然あると思いますので、詳しいこ

と、詳細は分かりませんが、これらを誘致する

という、そういう気概があってもいいだろうと

思います。誘致することで、もしこれに興味を

示していただければ、乗馬クラブ関係者や関連

団体が下見に来ます。それから、同時に、普段

間に合っていない施設周辺の環境整備も準備段

階でできます、しなければなりません。 

 さらに、大会開催までの練習をする競技馬に

あっては、空いている厩舎を使うことになりま

すし、大会関係者もある意味観光を兼ねて多く

滞在することにもなります。また、これを契機

に、乗馬クラブに所属する選手や乗馬クラブの

オーナーが大会以降に、この馬の里に預託する

ことも可能になるかもしれません。 

 最後の質問になりますが、これまで若干提案

してまいりましたが、この市長答弁と併せてお

聞きした中で、今できるアクションを起こした

いというものを私も感じました。このやらなけ

ればならないアクション、やることで次のやる

べきこと、打ち手が見えてこないということだ

と思いますので、これはやっぱり馬事振興あっ

ての遠野市です。これまでの遠野の馬の里、遠

野馬の里から新たな遠野馬の里づくりをしなけ

ればならないと改めて思いますが、このことに

ついて市長のお考えを伺います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今の議員の一般質問、

伺っていて、非常に馬の里、馬事に対する思い、

これらがあるなということ、強く感じました。

そして、まず、関係者集まって、井戸端会議と

いう言葉、ずっと使ってきていましたので、や

りましょう、また。そして、今の提案、これら

も提案していきましょう。皆さんの提案も聞き

ましょう。そして、それについて、どういうふ

うな準備をして動くかということを決めましょ

う。それで、必要であれば、私も出て行って、

出張して、営業しますし、担当者が行けるとこ

ろは行ってもらいます。まず、そこから始めま

しょう。取りあえず、第一歩として。できるだ

け、今年度中というよりは、今年中にこの議会

の話題をもってして、皆さんで集まれるように

したいと思います。 

○議長（多田勉君）  ３番菊池忠信議員。 

   〔３番菊池忠信君登壇〕 

○３番（菊池忠信君）  ぜひ、今の御答弁のと

おり、行動に移していただきたいというふうに

思います。それが新たな遠野馬の里を発信する

ことになると思いますし、これから改めて乗用

馬生産における魅力のある、そして弾みをつけ

ることにつながると思うからであります。 

 遠野の馬文化は、遠野人のロマンであるから

です。これを脈々と歴史を刻んできたのが、遠

野の馬事振興でもあるからです。 

 以上で私の一般質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  10分間休憩いたします。 

   午後１時52分 休憩   

────────────────── 

   午後２時02分 開議   

○議長（多田勉君）  休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 次に進みます。10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  公明党の小林立栄でご
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ざいます。通告に従いまして、一問一答で質問

してまいります。 

 はじめに、物価高騰対策について質問をいた

します。 

 市長及び市当局職員の皆様におかれましては、

新型コロナウイルス感染症対策に引き続き、エ

ネルギー価格・物価高騰といった多くの課題か

ら、市民の暮らしを守る取組に尽力をいただい

ておりますことに、改めて感謝を申し上げます。 

 我々議会、議員としても、提言や要望、議会

質問等を通して、各課題に立ち向かってまいり

ました。これからも、市民の暮らしを守るため、

議会と市当局が歯車を合わせて取組を進めてま

いりましょう。 

 さて、日本経済は、長かったコロナ禍を乗り

越え、本格的な経済再生に向けた歩みを始めよ

うとしています。その一方で、長期に及ぶ物価

高騰が家計や事業活動に深刻な負担を与え続け

ております。 

 政府は、税収増など成長の成果を適切に還元

し、国民生活を下支えするとともに、持続的な

賃上げの取組を加速させ、経済の好循環をつく

り上げていこうと、デフレ完全脱却のための総

合経済対策を決定いたしました。 

 本市におきましても、国と連携しながら、物

価高騰から市民生活を守り、市内経済の着実な

回復を図るための支援に、引き続き取り組んで

いく必要があります。 

 住民税非課税世帯など経済的にお困りの世帯

への支援の年内の実施、高齢者・障がい者・子

育て世帯の負担軽減、事業者支援として、商工

団体等が行う消費回復に向けた事業や観光振興、

燃料・飼料・肥料・資材価格高騰の影響を大き

く受けている酪農を含めた農林畜産業への支援、

交通事業者や運送業、介護・福祉事業者への支

援など、これまでも取り組んできていただいた

支援を継続し、さらに充実を図っていただきた

いと考えます。 

 物価高騰に苦しんでいる方が少しでも安心し

て年末年始を迎え、この冬を乗り越え、これか

らに希望を抱けるように、スピード感のある物

価高騰対策が重要でありますが、市長のお考え

をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いつも小林議員からは

市民生活に、根差したといいますか、寄り添っ

た質問、御提案を頂いておりますので、当然、

今の時期はこういうことかなと考えておりまし

た。 

 一方で、私たちも国の施策によるところが非

常に大きい部分がありますので、今か今かとい

うところ、その判断を待っているというような

状態であります。 

 これまで、新型コロナウイルス感染症対策の

地方創生臨時交付金を活用しながら、低所得世

帯、子育て世帯、事業者への支援を実施してき

ました。しかし、円安や燃料等の原油価格の高

騰、物価高騰、この状況が続いており、市民生

活、企業の活動が非常、これに影響されるとい

うような状況が続いております。さらなる物価

高騰対策、これが必要なときであります。その

一つは、やっぱり事業を起こして経済を循環さ

せていくということ、もう一つは支援です。速

攻性のある支援が必要だろうということだと思

います。 

 国からは、新たに物価高騰対応重点支援地方

創生臨時交付金、ちょっと長い名前ですけれど

も、制度要綱案が示されたところであります。

本交付金を活用して、低所得世帯への７万円給

付をはじめとする各種の物価高騰対策を速やか

に予算化して、物価高騰対策事業を実施してい

きたいと思います。 

 今年度、事業者支援として既に実施している

商工、農林畜産、介護、福祉、これらへの各事

業所への支援については、継続してできるとこ

ろは取り組んでいきたいと思います。 

 先日、市長会で国会のほうに陳情したときに、

これはもう早期にやるので、できるだけ早く市

町村は対応できる準備をしてくれということを、

鈴木財務大臣から直接伺って、ああ、よかった

というと同時に、準備をしなければというふう
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な思いで、これは内部でもそういうふうな共通

理解をしているところでありますから、スピー

ド感ある対策ができるかと思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  今、御答弁にもありま

したが、国からの重点支援地方創生臨時交付金、

遠野市は8,400万円ほど、低所得者支援枠を除

いた分が、国から示されていると思います。本

当に、このコロナ禍・物価高騰、完全に乗り越

えて、脱炭素とか生産性の向上、持続的な賃上

げとか、次の新たな成長に向けて挑戦していく

ためにも、私は今、踏ん張りどころだと思って

おります。市内経済はじめ、市民生活をしっか

り下支えをして、この冬を乗り越えていくこと

が重要でありますので、ぜひスピード感のある、

そして切れ目のない対策を期待をしております。 

 それでは、大項目２点目、持続可能な馬事振

興について質問してまいります。 

 先ほど忠信議員との一般質問のやり取りの中

で、市長からは、文化とはみんなで創っていく

ものなんだと、そして関係者に本当にやる気が

あるのか、そこがすごい大事なんだと、そして

市長ももう一度チャレンジしたいんだという、

そういう強い思いも伺うことができました。本

当にそのとおりです。私もチャレンジしていく

べきだと考えておりますし、やる気のある方も

いっぱいいらっしゃいます。で、私もやる気あ

りありですので、改めてもう一回質問しますの

で、ぜひ御答弁よろしくお願いをいたします。 

 今回は、これまでも一般質問、予算委員会等

でも議会質問してまいりましたが、まず１点目

は、競走馬施設の管理の展望について、テーマ

を絞ってお伺いをいたします。 

 競走馬施設、これにつきましては、この競走

馬施設の利活用の継続、あと経営リスクの回避、

これを目的に競走馬部門は民営化をされました。

民営化から12年が経過をしましたが、施設の貸

出先である法人の一部撤退、賃借料金の減額、

施設の老朽化の進行など、やはり状況も大きく

変化をしております。先ほどの御答弁の中にも

ございました。 

 競走馬施設の管理について、やはりいま一度

仕切り直し、立て直しを図っていく時期を迎え

ているのではないでしょうか。民営化からこれ

までの取組の評価について、まず現状認識と併

せ、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  評価するのが一番難し

いです。なぜかというと、歴史的、過去を振り

返ってどれだけがいい期間で、どれだけが大変

な期間だったか、これはもう一目瞭然だと思い

ます。そこ、何をどう評価すればいいかという

のは非常に微妙なところです。ですから、ちょ

っと、少し評価については消極的になります。

民営化、競走馬部門の民営化、そして賃料を頂

くということで収益の柱をつくると、当分の間、

これは柱として機能したと思います。 

 現在、御存じのとおり、１社撤退したことに

よって、その後継となる企業が頑張っています。

これに対して、支援策として賃料を猶予すると

いうような策を取っております。これで約50頭

前後のところに行ったときに、預託馬がですね、

恐らく以前のような状態に戻るのではないかと

いうふうに思っています。今、時々40頭前後に

増えたり、前後しているようです。何とか頑張

っていただきたいと。対話も当然必要だと思い

ます。その中で、利益をどのくらい見込めれば

修繕がどのぐらいできるとか、その辺のところ

も、もう一度見直していかなければいけないと

ころです。それがまず一つ。 

 それから、管理手法として考えると、これま

でいろいろチャレンジしたんです、実は。岩手

県には競馬があります。岩手県の競馬組合のほ

うにも実はアプローチしました。かなり積極的

に、プランもつくって持ち込んだりしておりま

す。答えは芳しくなく、岩手県知事、そして遠

野出身の副知事さんもいらっしゃいますので、

副知事さんにもいろいろお願いのお話をさせて

いただいたりしました。 

 そのときは、岩手県は新たな、その類いの出
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資、これはしないという方向だということでし

た。ただ、戦略的に考えた場合は、岩手県も遠

野市の施設を有効利用したほうが得ではないか

というようなことがあるので、どこかで変わる

可能性もあると考えて、諦めないでその点は頑

張っていきたいと思います。 

 それと、ホースパーク部門と乗用場部門と一

口で言うわけですけど、果たしてそれってどう

いうふうに遠野市民に浸透して、市民と馬、市

民と馬の里というように結びついているんだろ

うか。多分、宿泊施設が老朽化して解体された

ことも、多くの市民は知らなかったんじゃない

ですかね。最近はダートマラソンとかいろんな

ことをやっていただいていて、より興味を持っ

ていただけるようになってくればいいなと。ま

た、こうやって議会で、今回はそれこそ本当に

馬の里、馬事に関する件はちょっと、量はとも

かくとして、４人の議員さんから関連した質問

をいただくということで、馬の里、畜産に興味

を持っていただけるということは非常にありが

たいなというふうに感じております。 

 管理手法の見直しについては、当然、必要だ

と思いますので、その見直しの案を、先ほど申

し上げたとおり、井戸端会議開いて、皆さんか

ら意見聞いて、新たな方向性というものをもう

一回確認もしくは見つけ出していくということ

が必要だと思っています。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  今、持続的な取組に向

けて総体的に御答弁をいただきました。それを

踏まえて、もう少し詳細に確認をしたいことが

ございますので、質問を続けさせていただきま

す。 

 そうなんです。競走馬施設に入っていただい

ている民間の方も本当にやる気ありまして、そ

ういった方々との対話も必要だと、市長の先ほ

ど御答弁の中にもございました。貸出先の民間

事業者の経営の安定と活性化というのが、要は、

利用頭数を増やしていくこととか、あと、新規

に参入をしていただくということが、この競走

馬施設の安定的な、持続的な有効活用、ひいて

は馬の里全体、畜産公社全体の経営の安定にも

不可欠なものであると、全部つながっているも

のだと考えております。 

 競走馬施設の有効活用と今後の展望について、

将来像についても、改めて市と公社と民間事業

者、今まではどちらかというと公社、馬の里と

民間事業者でのやり取りが中心だったと思いま

す。やはりいま一度立て直していくという視点

で質問もしておりますので、しっかり市の方に

もそこに加わっていただいて、三者で協議の場

を設けて、情報共有をしながら、将来像どうし

ていくのかというビジョンと、協力体制づくり、

そういったものにも取り組んでいく必要がある

と思いますが、何か具体的にお考えがありまし

たらお示しください。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  その点は必要だと思い

ます。そして、今日に至るまでの間に市のほう

も入って話をさせていただいております。それ

でまとまったというところもあります。 

 やっぱり馬の里の職員も大変だと思いますよ、

正直言うと。こうやって議会の中でも赤字であ

るとか大変だとか、これができていないとかと

いう話、耳に入るわけですね。もちろん、やる

気もあるけれども、やっぱり萎えるところもあ

ると思います。何とか勇気、元気、千田議員じ

ゃないですけど、持っていただいて、本当に仕

事やっていけるように我々応援しなければいけ

ないと思います。 

 同時に、やっぱり厳しくもなければいけない

んですよね。できるところはできる、できない

ところはできない、ビジネスライクに考えると

ころもある。私は、もう背水の陣を引いてやる

べきだと思っているので、言いにくいこと、そ

んなこともしっかりみんなで話をして解決して

いくべきだと思っています。 

 私が理事長、今までは市長さんが理事長、本

田市長さんがやっていたわけですけど、私は理

事長を辞めました。理事になっています。で、
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理事会も出て、理事として意見を、いろいろ言

ってます。 

 やっぱり皆さん、市長が理事長だから、これ、

全然大丈夫なんだと。理事会で決まれば市で決

まったのと一緒なんだという感覚でおられまし

た。それ、ちょっと違いますよと。これ、今、

勝負かけて立て直すんだからって。そして、い

ろんな課題があることをみんなで共有しましょ

うと。そして、みんなで相談しましょうという

ことで理事会が変わってきたと。その中で、理

事の方からも、理事会でこんなに意見がいろい

ろ出るとは、今まではなかったというような話

もされていますので、理事の皆さんも少しずつ、

この活性化したし、やる気、もちろんもともと

やる気あるんですけれども、さらに出てきたん

じゃないかというふうに思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  既に民間の事業者の方

とも、市も公社も含めて対話が始まっていると

いうこと、お伺いいたしました。そういった話

も伺っておりましたので、それをしっかり継続

をして、中身をしっかり精査をしながら、前に

進めていくことが大事だと考えております。 

 今、市長の御答弁の中にもございました、応

援するところと、やっぱり厳しく見なきゃいけ

ない面があると、まさにそのとおりだと思いま

す。その中で、お互い意見を言い合う中で、言

いにくいところもあるだろうということで、市

長の御答弁にもありました。そういったところ

もしっかり言っていこうという御認識で、御答

弁いただいたんだなと感じております。 

 もう少し具体的にちょっと質問させてもらい

ますが、その言いにくいところの一つに老朽化

対策。これがやはり大きな課題となっておりま

す。それが急ぎの対応が求められる状況だと捉

えております。この施設老朽化、経年劣化を含

めて、この施設の老朽化というのは、馬たち、

人たちの安全面もそうですし、景観面でも大き

なマイナスであって、経営にも影響を及ぼして

まいります。 

 現在の施設の老朽化の状況は、使用すること

で消耗していくものと、あと、どうしても年月

の経過による老朽化、経年劣化をしたもの、こ

れが混在している状態でもございます。施設の

維持管理というものに、いろいろ影響が出てい

るというのが現状のようでございます。 

 そこで、競走馬施設を見てまいりましたので、

ちょっと画像で写真を見ていただけたらと思い

ます。これですね。これは競走馬施設にある厩

舎、馬のアパートというか、馬たちが生活して

いるところです。これは入ってすぐ、厩舎が馬

の里は８個あるのですが、そのうちの一つなん

です。これ、入ってすぐのところにある厩舎な

んですよ。もう馬関係者、預けたいと思ってい

る人が真っ先に目に入るところの状況がこの状

況になっていると。ちょっと分かりにくいです

けど、一つ一つが馬の部屋になっていて、その

裏の扉を開けると庭に出られるというか、そこ

で放牧ができるという、大変、使うと便利な施

設なんですけど、なかなか老朽感もあって、錆

もあって、それぞれ仕切っている板なんかもも

う腐ってぼろぼろになっていると。これがまず

一つ現状です。本当に馬１頭１頭、何百万、何

千万、何億する馬も扱っている分野の競走馬の

仕事でございますし、私がもし馬主とか調教師

であれば、やはり大切な馬、預けようというと

きに、あの様子を見たらちょっと考えてしまう

かなというのが率直な気持ちでございました。 

 次なんですが、これはロンギ場といいまして、

大きな丸い円形の馬場なんですが、外からの様

子が見えないように、すごい壁が高い、壁で全

部覆われている馬場なんです。まだ人に慣れて

いない馬に初めて鞍を乗せたりとか、初めて人

がまたがったり、そういう、馴致で使ったりす

るところなんですけど、もうここも壁の老朽化

が進んでほぼ崩れかけてしまっていて、実際も

う使えないということで、かといって、じゃあ、

それを今直せるかというと、なかなかそれも厳

しい状況になっているというものです。 

 次が、これも今はちょっと危険なので使用し

ていないというお話でした。これは馬の歩く道
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なんですけど、表面が雨で流れて剥がれたりと

かしています。よくよく見ると、もう路盤のほ

うも固くなっていて、割れていたり削れていた

り、実際、そういったところがいろいろ施設の

あちらこちらにあるというのが現状でございま

す。 

 それで、民間の方も、ウオーキングマシーン

という、馬が自然に運動できるようなものとか、

改修に何千万もかけて施設の維持管理とかやら

れているということで、馬の里も民間の方もや

れることはやっている。その中でも、なかなか

老朽化とか経年劣化、消耗品への対応がうまく

進んでいないという現状があります。そこがや

はり言いにくいところの一つだと思います。 

 消耗したものと経年劣化したものの線引き、

あと経年劣化による修繕をする際の使用者負担

の割合とか、やっぱり一定のルールをしっかり

明確化をして、お互いが協力しながら施設の修

繕、長寿命化に取り組む必要があると考えます。

併せて、馬事振興施設支援、これは乗用馬の部

分であったり、ホースパークの方には使わせて

いただいている支援なんですが、これも競走馬

施設にも拡充をしていくなど、実効性のある施

設の修繕にも取り組むことが重要であると考え

ます。その点については、市長はどのようにお

考えでしょうか。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今のお話を考えると、

何通りかのことを考えなければいけないですね。

例えば、馬の里全体のこと、それからお貸しし

ている施設のこと、貸していない施設、例えば、

土が掘れているとかというのは、これ、また別

のものですよ、貸していて老朽化しているもの

は、これ、また別のものですよというふうに分

けて考えなければいけないと思います。 

 その中で、お貸ししているものは、例えば、

今ですとお金を頂いていないでお貸ししている

わけですね。そこで直すということになると、

出費だけということになるんですけど、そもそ

も賃貸契約を結んで施設を貸す場合、修繕に対

する契約、その考え方というのはしっかりでき

ていなければいけないものです。 

 それから、何で修繕する、例えば、保証金を

頂くというのはよくあることです。これはもう

行政がお貸ししても、当然こういう半商業施設

の場合はあるべきことです。でも、保証金を頂

いているわけではないと思います。それをどう

いうふうにするかというと、保証金を預かるか

ら、何年で預かるから何年で償却しますよ。だ

から、この程度の改善、改修、補修は市のほう

でしますよと。施設、これ、馬の里でしますよ

というようなものです。その保証金がなくて賃

貸料だけで、じゃあ、修繕も、これは市のほう

ですよとなると、そもそもちょっと、おかしい

んじゃないかということになります。じゃあ、

その分を賃貸料に上乗せしましょうという場合

は、これは、それもあるわけです。その代わり

何年契約ですよと、20年契約ですよと、その中

でやっていけますよと。だから20年間収入があ

ります。そういうものです。この基本的なこと

がされていなかったということですよ。だから、

今、その辺がどうするんだということになるわ

けで、ちょっと順番が違うなというところです。

それらをお互いに善意で、使用者も貸すほうも

善意で話合いをして、妥協点を見いだしていく

べきだと思います。 

 それから、通路ですか、馬場ですか、ちょっ

と、馬場ですね、いうところは、あの辺の土の

補修とか、できると思います、私、やれば。そ

れから、柵、柵のペンキであるとか、鉄のペン

キであるとか、ちょっと草が絡まっているとか、

これはもうやればできると思います。これ、や

れないという、人手が足りなくてやれないとい

うことで、皆さんにもお力をお借りしたりした

わけです。これら、遠野全体にちょっと考え方

変えると、観光施設もそうじゃないですか、意

外と。公営住宅もそうです。私は、今、障がい

をお持ちの方をどうやって、市内でもっともっ

と社会に協力して活躍していただけるような環

境をつくろうかというのを一生懸命考えていま

す。そうすると、公営住宅の周りのちょっとし
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たペンキ塗るとか、公園のベンチ、座りたくな

いような公園のベンチがあるじゃないですか、

これをペンキ塗ったり絵描いたり、座りたくな

るような楽しいベンチにするとか、いろんなこ

とできるんですよね。そういうことを御協力を

いただきながら、なおかつ楽しんでいただきな

がら、同じ社会活動というか、そういうものを

できるように遠野市全体がならないかなって思

っています。 

 その一環として、今、見せていただいたとこ

ろなんか、やっぱり常にペンキ塗ったり、そう

いうこと、できたらいいですよね。これ、積極

的にそういうことを考えていくべきだと思いま

す。ですから、賃貸借契約の外のことに関して

は、やらなければいけないところはやらなけれ

ばいけない。だけど、今言ったように、軽度の

管理行為については、いろいろお手伝いいただ

く方法もある。市がやるべき、本来やるべきと

ころで、大きな修繕、多額の費用を伴うもの、

これはやっぱり採算性とか、今、将来とか、そ

ういうのを見据えて判断するべきだと思ってい

ます。そこら辺をしっかりやっていきたいなと

思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  そうなんです。今、御

答弁いただいたところが、これまで、紳士協定

ではありませんが、お互い協力し合うという中

で、明確なルールがない中でやってきた現状も

あったようでございます。ですから、しっかり

お互い話し合って、ルールを明確化して、その

中で民間がやること、公社がやること、市でや

ることというものも整理をしながら、そういっ

たこともありますので、先ほど質問しました、

しっかり三者で話合いをしてくださいという質

問でございました。 

 ぜひ、話合いという場も始まっているようで

ございますので、ぜひ継続をしていただいて、

よりよい競走馬施設を含めた施設の管理も含め

て取組を進めていただきたいと思います。 

 また、引き続き、馬について次のテーマに移

ります。 

 馬関係人口の拡大による活性化について質問

をいたします。 

 先ほど忠信議員とのやり取りでも、これもご

ざいましたので、また視点を変えながら質問し

てまいります。 

 市民にとっての馬事振興とは何かと考えてみ

ると、やはりそれは市民の皆様や観光客などが

馬と触れ合えること、そして触れ合えることで

得られる憩いや潤い、心身の健康、楽しい時間

とか思い入れ、そういった、馬を通じたサービ

ス環境を整えて提供していくことだと認識をし

ております。 

 ホースパーク事業を中心とした馬関係人口の

拡大による活性化の取組というのが、市民にと

っては重要でございます。現状は、残念ながら、

観光推進基本計画からも、馬の活用というのは

本当に小さな扱いの形になっておりまして、そ

れが、残念ですが、現状であると感じておりま

す。 

 馬の里の職員不足などの要因もあって、実際

は様々ニーズはあっても満たせていないと、先

ほど市長も御答弁ありましたが、私もそういう

共通の認識でございます。ぜひ、この馬という

素材を生かしていく必要があると考えておりま

す。 

 その中で、馬事振興ビジョンで示されており

ます馬関係人口の拡大による活性化、既存の、

ふれあい事業の見直しとか、馬産地を実感でき

るまちづくり、また機関連携によるメニューの

構築とか、具体的に書かれております。私、こ

れ、大変すばらしいというか、このとおりの取

組だなと評価しておりますので、これを確実に、

着実に、しっかり推進をしていただきたいと思

っております。 

 この馬関係人口の拡大による活性化について、

改めて、本市の現状と併せて、市長のお考えを

もう一度お伺いしたいと思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それこそホースセラ
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ピーってありますよね。東日本大震災が発災し

た後に、被災地でもかなり馬とか犬とか、ペッ

トに触れ合う機会というのをつくろうとしてき

た思いがあります。その中で、小林議員にも大

槌町に来ていただいて、あれはポニーだったで

すかね、子どもらに乗ってもらったりして喜ん

でもらったのは思い出でありますね。 

 ですから、人々のメンタル的なところ、癒や

しとかそういうところに非常に有効になるもの

だなと。だとするとやっぱり触れ合わなきゃい

けないってことですよね。安全に触れ合うって

ことが重要なので、じゃあ、安全に触れ合える

体制ができているかどうかってことを考えてい

かなければいけなくて、例えば、子どもやぶさ

めとか、いろんなものがありますけども、そこ

にやっぱり遠野の馬を活用できるようにしなけ

ればいけないと、最低でも。だって、馬の里っ

て言って、馬事文化って言っているところです

から、この努力をしなければいけないと思いま

す。 

 それらもやった上で、ホースパーク事業をど

ういうふうに進めていくかということを順番に

やっていかなきゃいけない。その基本的なとこ

ろなしにはその先に行かないだろうと、ずうっ

とどっかから借りて事業やっていては、馬の里

にはなれないです。文化できないです。このと

ころをやっぱりしっかりしなければいけない。 

 それと、遠野市内では、今、様々なイベント

に馬も来ていただいて、子ども達、役所の前の

駐車場なんかも使って触れ合う機会をつくって

もらっているので、そういう機会を事あるごと

につくっていく。できれば、これ、私の勝手な

話です。早瀬川の周り、これは馬で歩くのに最

高にいいと思うんです。あそこでショートトレ

ッキングなり、馬に触れ合うというようなこと

ができるように、それにはやっぱり安全に乗れ

る馬がいないといけない。結構、馬の食事もで

きるんじゃないですかね、草も結構あって。そ

ういうところも少し有効だろうと思うので、観

光客の人も、子どもも喜ぶんじゃないかと思う

ので、何かやりたいですね。これも実は提案し

たりしています。そういうところを一つずつ実

現できるんだよということが、今まで何か提案

しても、駄目、予算がない、駄目ということで

なってしまうと、希望を持たなくなるので提案

もできなくなる。この症状じゃないかと思いま

す。だから、もう勇気を持って提案してもらっ

て、ごめん、できないというのもあるけれども、

そうやらなきゃいけないと思います。 

 それから、ちょっと失念しました。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  そうなんです。市民の

皆様に馬と触れ合っていただくには、やっぱり

安全というのが一番基本でございます。あと、

馬と人と場所をしっかり提供していくというこ

とになります。 

 やっぱり安全に向けて人づくり、馬の里の職

員だけではなくて、民間の方、外部の、馬の里

以外の方でも馬を扱える方もいますけれども、

そういった方々が安全に市民の皆様に馬のサー

ビスを提供できるような取組というのもすごい

大事で、この馬関係人口の拡大による活性化の

具体的な市の事業というのが、そういったとこ

ろを全て含まれておりますので、実直にこの事

業を継続して、しっかり進めていただきたいと

思います。 

 また、同じく馬関係についてです。関係人口

の拡大についてもう少し質問いたしますが、今、

私、言ったこととちょっと矛盾して聞こえるか

もしれませんが、そこは勘違いないようにして

いただきたいのですが、いずれ馬は、遠野にと

っては大きな強みでございます。ただ、やっぱ

り本音を述べると、馬との触れ合いだけなら遠

野以外でも、他の地域でもやれるんです、取り

組めます。人と馬と場所さえそろえれば。ただ、

遠野でやるから、やっぱり大きな意味があるわ

けでございまして、馬産地としてやはり生活に

溶け込んだ馬事文化、文化はみんなで創ってい

くものと、そういった馬事文化が残っていると

いうことが、遠野の大きな強みでございます。 
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 その象徴的な場所が、馬の放牧に活用してい

る国の重要文化的景観である荒川高原牧場であ

り、乗馬関係者への遠野産馬のＰＲにも効果が

大きい場所でございます。先ほど忠信信議員も

御指摘をしておりました。関係人口の拡大や観

光資源としての可能性も高い場所であると考え

ております。荒川高原牧場を有効活用していく

べきではないでしょうか。 

 馬関係者を含め現状としても多くの方々が利

用しており、ただ自然環境を守っていくという

視点、観点も大事だと思います。そういった意

味では、トイレを含めた受入れ環境の整備、検

討というものが必要になってくると思いますが、

そこも含めて荒川高原の活用について、市長の

お考えをもう一度お伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  その前に、先ほど言お

うとして言わなかったことを補足させていただ

いてよろしいでしょうか。 

 契約、第三者でお話しするということです。

これ、市があって、畜産公社があって、民間の

方がいた。甲、乙というのが必ず契約の中には

あります。これ、甲、乙でちゃんと話をすべき

です、まずは。今回、市は、甲、乙でなくてそ

の後ろにいるわけですけれど、そこに入ってい

って、当事者の、この両契約者の間に入って市

が発言するとどうなるかといいますと、民間の

方は市のほうを向いて話をするようになるし、

公社のほうは、市が言ったらそれで終わりとい

う形になるんです。ですから、これはしっかり

甲、乙の関係、契約の関係の形とルールを守っ

た上での公社と市の相談であるべきだと思いま

すので、それでどうにもならなかったときに市

が若干意見を言うという形に私はしたいと思い

ますので、その点は御了承いただきたいと思い

ます。今回もそういうふうな形でやりました。 

 それから、荒川高原のトイレ。私は、昔、太

陽学園というのがありまして、それで子どもた

ちを太陽学園のキャンプに連れていく、その担

当をしておりました。当時はここにいらっしゃ

る議員さんの中にも太陽学園に参加した議員さ

んもいらっしゃると思います。トイレを造って、

こうやったりしたんですけども、そういう割に

遠野はこの大自然をあまり武器に考えて、武器

というか、いろいろ使えるように考えていなか

ったというのは、これは本当に贅沢な悩みから

来るものだと思いますが、高清水のほうを駐車

場を整備したい、そういうふうな形とか、いろ

いろやりたいということで、農振除外の申請を

させていただき、キャンプ場まで視野に入れた

ものを考えております。 

 当然、そういう流れからいくと、荒川高原も

非常に有効な自然資産なので、そういうことは

必要じゃないかなというところだと思います。

ただ、自然保護ということからいくと、コンポ

ストであるとか、そういったところをしっかり

考えていけば、できることだろうというふうに

思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  先ほどの御答弁の続き

もいただきました。そうなんですよ、本当は公

社と民間がやるというのが、これがもう基本と

いうか、鉄則なんですが、ただ、市長もおっし

ゃっていましたが、やはりどうにもならないよ

うな状況になってくるというところで、この老

朽化への対応というのは、そういう状況になり

つつありますので、ただ単にそれを修繕してど

うのこうのだけじゃなくて、これからどうして

いきたいんだという展望を公社と民間と話し合

えるように、ちゃんと市のほうで、緩衝材とい

いますか、どうしても甲、乙だと利害関係があ

るところは言いにくくなってしまいますので、

そこを、しっかりやってほしいという思いでの

質問でございますので、引き続きよい方向に進

めていただきたいなと思います。 

 今、荒川高原の中でも高清水の話も出てまい

りましたので、ちょっと順番変えて質問したい

なと思います。 

 大項目３点目、より魅力的な観光を目指して、

取組について質問してまいります。 
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 今言ったとおり、ちょっと順番変えまして、

オーバーツーリズム、観光公害の防止策につい

てお伺いをいたします。（２）になります。高

清水含め関連するところですので、そのまま順

番変えます。 

 国内外問わず、より多くの観光客に来訪いた

だきたいところではございますが、交通渋滞や

ごみのポイ捨て、トイレ、騒音などのマナー違

反といったオーバーツーリズム、観光公害の未

然防止に取り組むことがやはり重要でございま

す。国としても、観光公害防止に向けた窓口を

設置し、自治体と連携して持続可能な観光に向

けた取組を進めております。 

 本市におきましても、観光施設の看板の多言

語化など、連携して取り組まれていると承知し

ておりますが、特にも自然を生かした観光を考

えた場合、自然環境を守る観点からもバイオト

イレ等の整備というものも必要だと考えます。 

 また、観光協会のほうで取り組まれていた雲

海タクシーツアーのようなソフトな取組も大変

大切な取組だなと感じております。観光公害の

防止について、本市の実情と併せ、市長のお考

えをお伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いろんな声、聞きます

よね。各観光地でも、世界遺産なんかのところ

でも聞きます。そこには人の常識とかモラルと

いうものが非常に大事だなと。例えば、写真撮

影を一つするにしても、迷惑にならないように

写真撮影をするとかいうことが基本にあると思

います。失礼しました。私、高清水にちょっと

触れてしまったわけですね、さっき。これ、ま

たちょっと別のものとして考えていただいて。 

 やっぱり、安全に観光していただくというこ

とは、私たちの願いですよね。環境を乱さず、

安全に、みんなが気分よく観光していただくよ

うにしなければいけないし、そういう雰囲気を

つくっていかなければいけない。そういう共通

理解を、ＳＮＳであるとか様々な方法で発信し

て、遠野の観光というものはこういう感じです

よ、ごみはこうですよとか、交通は、お年寄り

も多いし、こういうふうに考えていきましょう

とか、譲り合いの精神とか、遠野に来たときは

なぜかそういうものが常識になるような、そう

いう呼びかけとか働きをしていって、なおかつ

観光というものを持続的にやっていかなければ

いけないというふうに思っています。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  それでは、引き続き、

観光についてお伺いをしてまいります。 

 そこで、最初に、今現在の観光についても、

やはり物価高騰の影響、またこれまでの新型コ

ロナウイルス感染症による人流の影響というの

はやはり今も、私は、引き続き厳しい状況なの

かなということで、ちょっと１点、確認の質問

をさせていただきます。 

 この新型コロナウイルス感染症対策観光振興

補助金についての成果と今後の取組についてお

伺いをいたします。 

 宿泊・回遊クーポン事業など、新型コロナウ

イルス感染症経済対策として取り組まれている

観光振興補助金については、コロナ禍で人流が

抑制される中、宿泊業や飲食業を中心に観光の

大きな支えになってきたと評価をしております。

とはいえ、観光施設や宿泊施設への入り込み数

は回復傾向の現状にはありますが、コロナ禍前

の水準には戻っておらず、そこに物価高騰によ

るダメージも重くのしかかっております。 

 そして、遠野の観光にとっては閑散期である

この冬を迎えます。また、今後、観光業全般に

ついても、他の産業と同様に、生産性の向上と

か賃上げに向けた取組、これも加速をしていか

なければなりません。観光業のさらなる回復に

向けたもう一押しの支援が必要ではないでしょ

うか。 

 これまでの支援策をしっかりと継続をして、

この冬を乗り越え、春のゴールデンウィークに

しっかりつなげていく、そういった切れ目ない

支援に取り組む必要があると考えますが、市長

はそのあたりについてどのようにお考えなのか、
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お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市は、これまで地方

創生臨時交付金活用して、新型コロナウイルス

感染症の影響による観光客の減少に対応すべき

市内の宿泊施設や飲食店等に支援を図るために、

市観光協会が実施する新型コロナウイルス感染

症対策観光振興事業に補助金交付してきました。 

 今年度の宿泊・回遊クーポン事業においては、

宿泊クーポンについて、本年５月８日から10月

31日までの期間中に3,540枚が使用されており

ます。市内宿泊事業者に６か月間で2,500万円

を超える売上げがありました。一方で、回遊

クーポンについては、本年５月８日から11月１

日までの期間中に8,559枚が使用されました。

市内の飲食店等事業者に６か月間で1,500万円

の売上げがあったということでございます。 

 先日開催されました、岩手県旅館ホテル生活

衛生同業組合遠野支部主催の情報交換会議にお

いては、クーポン事業の今後のことについて話

題にもなりました。市としても、令和２年から

実施してきたクーポン事業の取組に対して、よ

り効果的な成果が得られるよう、観光マネジメ

ントボード遠野などからの意見も参考にしなが

ら、今後の在り方について検討していきたいと

考えているんですけれども、その中で留意しな

ければいけないこと、同じような形でクーポン

を発行してやっていくと、ある程度の動きが生

じてくるので、観光客の皆様が来てくれると、

それに対していろんなアクティビティであると

か様々な観光メニュー、新たな先を見据えた戦

略に対する支援とか、そういったものも考えて

いかなければ、今、コロナの時期から人が来れ

ているという時期になってくると、じゃあ、な

おかつ楽しんでもらう、さらに、それ以上に進

化していかせなければいけないというところを

観点とした支援策というものが、私はこれから

必要になるのではないかというふうに考えてい

ますので、その点も混ぜながら、関係者と協議

をしていきたいと思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  この事業を、ぜひ中身

も精査をしていただきながら、さらに守る部分

と、しっかり、今度の、次の新たな観光メニ

ュー、そういったもの、新たな戦略ですね、そ

こに向けた支援策、それもバランスを取ってや

っていただきたいと、思います。御答弁のとお

りだと思います。 

 今回のこの宿泊・回遊クーポン事業について

も、ぜひこれは、観光業を下支えする大切な事

業だと思いますので、引き続き検討しつつ、よ

りよい形で実施に向けて取組を進めていただき

たいと思うのですが、今年度は、残念ながら、

ゴールデンウィークにこの事業、間に合わなか

ったんですね。多分、予算化の関係もあったと

思うんですが、やはり切れ目ない取組というの

が、本当に大事で、特に冬の時期というのは閑

散期迎えますので、そこを少しでも下支えする

という意味では有効だと思います。そのままの

流れでしっかり春のゴールデンウィークに時期

を逸しないでつないでいくという考え方も大切

だと思いますので、ぜひ御検討いただきたいと

思います。 

 そこで新たな戦略、これから先に向かって進

んでいくってすごい大事だと思うんです。その

ための様々な支援策であったり戦略を考えて、

そしてそれを実行していくというのが本当に大

切なことだと思います。 

 そういった意味で、先々を見据えて２点ほど

質問してまいります。宿泊施設の起業とか誘致

について、市長のお考えをお伺いいたします。 

 観光推進基本計画、この中に現状と課題の整

理ということで記載がございます。観光による

地域消費額を伸ばしていくことが重要だと、ず

ばり述べられております。 

 基本計画の中には、地域消費額が低い最大の

要因は宿泊比率が低い。あと観光入り込み数の

うち宿泊していただいているのは約４％台、震

災前からこれは変わっていないと。今後、高齢

化が進み、施設が減少する可能性がある。宿泊
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スタイルのバリエーションの幅が小さいなど、

課題として記載もされております。 

 そういった観点から、宿泊に的を絞って質問

をさせていただきますが、市内の宿泊施設につ

いて、今まで以上に多様で質の高い環境を整え

ていく取組がこれから求められるのではないで

しょうか。情報発信の強化を含め、既存の宿泊

施設の魅力を向上させる。併せて事業継承を支

援するなど、既存の施設をまずフル活用してい

く。そして、遠野の自然や食、郷土芸能、農業

体験など、遠野の魅力を生かした宿泊施設を開

業したいんだと、遠野でやりたい、そういった

事業者、そういった方々への相談対応、場合に

よっては必要な補助制度を設けるなど、起業へ

の支援。そして、そういった事業者の誘致にも

積極的に取り組んでいくべきではないでしょう

か。 

 富裕層向けの施設、キャンプやグランピング

施設など、多様な環境の創出も考えていく必要

があると考えます。市全体としての魅力アップ

にもつながっていくと思いますが、市長のお考

えをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これ、大事な視点だと

思います。これまで遠野市は、宿泊に関しては

やや消極的であったのではないかと私は思って

います。現在は31事業者の方が宿泊業を営んで

おります。客室数が257室、収容人数が751人。

 年間最大受入数、これは257室に２人が350日

泊まられたとして18万人なわけですね。この数

字、大きいと思うか小さいと思うかということ

だと思うんですが、これは、私、小さいと思い

ます。 

 結局、泊まっていただかないと、夜も、飲食

店にもお客がなかなか増えないし、何かのファ

ンになって来てくれるということもあります。 

実際。それこそ、ビールの収穫祭、どべっ

こ祭りとか、ふるさと遠野まつり、これらのこ

とというのは、やっぱり宿泊して何ぼですよね。

 遠野のよさに浸ってもらうということが必要

です。これらを最近、ようやくいろんな方々が

積極的に考えるようになっていただきました。

 山里ネットさんが農家民泊を進めているとい

うのもあります。それと、ちょっと難しい名前

なんですけど、アルベルゴ・ディフーゾってあ

るんです。この辺、民泊の集まりなんです。空

いている家を利用して宿泊施設を造るとか、そ

ういうふうな形であるとかですね。それから、

宿泊業をやりたい方、起業したい方がいたらぜ

ひ御相談ください。一般財団法人ＴＲＣのほう

でも御相談に乗れますし、あらゆる角度から相

談に乗れると思います。 

 それから、大きな宿泊施設等に関しては、積

極的にというよりも、機会があれば、チャンス

があれば誘致したいと思います。ただ、これ、

なかなか難しいです。過去にＪＲでやられてい

るフォルクローロとか、大きな施設をお断りし

た前例があるんですね。そのときにこういうふ

うな議論をしっかりしていれば、また変わった

んでしょうけど、チャンスロスをしたという思

いが私はあります。その状況を考えれば、遠野

の全体的なキャパシティーアップをしなければ

いけないということは、もう分かることなので、

機会があれば、そういうチャンスを狙っていき

たいというふうに思いますので、お考えの方は

御相談をしてください。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  市内で起業したいと考

えている方とか、そういった声もいろいろ聞こ

えてきますので、そういった方々が、遠野でや

れるかもと思えるような情報発信とか、あるい

は相談があったときは、ぜひ積極的に相談に乗

っていただきたいなと思っております。 

 それでは、最後の質問に移ります。 

 インバウンド、台湾へのアプローチの推進に

ついてお伺いをいたします。 

 以前も、インバウンドについても、市長と一

般質問で議論させていただきました。インバウ

ンドも大事だけど、アウトバウンドも大事なん

だよということを市長もおっしゃっておりまし
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た。そういったことを踏まえて、もう少し、詳

細に質問を進めたいなと思います。 

 来年、2024年は平泉の中尊寺金色堂建立から

900年の節目を迎えます。再来年は、大阪万博

の開催、遠野に関係するものでは、伊能嘉矩先

生の没後100年の節目を迎えます。花巻空港だ

けでなく、道路網の充実で仙台空港からの移動

時間も大きく短縮されており、インバウンドの

追い風を迎えていると感じています。今回は、

その中でも、台湾に注目をして市長のお考えを

１点お伺いしたいと思います。 

 台湾の方々は、日本の食文化や歴史、自然景

観などに深い関心を寄せており、一年中温暖な

気候である台湾とは違う、四季の変化が楽しめ

る日本の自然や景観に大きな魅力を感じている

そうでございます。 

 また、台湾からの観光は、年配の方は、まだ

団体旅行を好まれる方が多いよというお話も聞

いたことあるんですが、基本的には、最近はも

う個人や家族とか、友人同士での観光が主流と

なっております。遠野の民泊など、日常生活を

体験しながら、家族的なアットホームな観光を

楽しみたいそうです。 

 遠野の冬の厳しくも美しい景観、冬ならでは

の体験、雪かきであったり雪だるま作ったり、

何気ないことではあるのですが、そういった体

験、そういった民泊など、家族的な雰囲気の中

で遠野を観光したいという、そういったニーズ

というのは、あるようでございます。台湾の

方々の心に響くものを、遠野は持っていると感

じております。 

 台湾からの観光先として、遠野にはほかの地

域に負けない素材があり、遠野を選んでいただ

ける可能性は高いと考えます。また、台湾から

の高校生、大学生インターンや教育旅行の受入

れなど、相互交流を深める交流型の観光も重要

であると考えます。 

 台湾人観光客の誘致に力を入れるべきと考え

ますが、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  同感です。2025年は伊

能嘉矩さんが没後100年ということもあります。

そして、遠野からは、子どもたち、高校生もイ

ンターンシップで裕毛屋さんに行ったりしてお

ります。 

 台湾、私も行かせていただきました。ああや

って見ると、台湾の歴史に大きく貢献している

のが遠野人、伊能嘉矩さんだということがよく

分かります。もう台南、国立博物館もそうです

し、台南の博物館も伊能嘉矩さんのコーナーっ

てしっかりあって、また別に、民俗資料館では

伊能嘉矩さんの持っていたいろんなものが展示

されていて、物すごいです。あれ、遠野に持っ

てくるよりも、遠野から行って見たほうが本当

に安く済むし、いいなと思ったぐらいです。で

すから、台湾には積極的にアウトバウンドもし

て、インバウンドも図るということが重要だと

思います。 

 また、近年は台湾のみならず、タイは注目だ

と思います。なぜならば、ＡＳＥＡＮの国を歩

くときはタイを中心に動くと非常に便利です。

 私も、アジアを歩くときはタイに拠点を置い

て、それからミャンマーとかベトナムとかネ

パールとかって移動しながら歩いた記憶があり

ますけれども、本当に便利です。 

 そういう意味で、タイもいいんですが、タイ

の友人が来たときは、まず、ちょっとした雪を

見ただけでもう喜ぶんです。えっ、こんなの汚

い土混じった雪だよって言っても、きれいだっ

ていうくらいですね。そんな感じなので、もっ

ともっと雪とか吹雪とか嵐とか、そういうのも

コマーシャルすべきだなというふうに感じまし

た。同時に、大阪万博であるとか、平泉、中尊

寺の流れでインバウンド呼べるかなというのも

あります。 

 それと、議員おっしゃったように、仙台空港、

これ、重要だと思います。便数が違いますので、

仙台空港をもっと有効に使ってコマーシャルを

しなければいけないというふうに思います。 

 これから、いずれにしても、物価高騰という

のがありますけど、これ、あれですよね、世界
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の国々と個人のＧＤＰがどんどん追いつかれて、

日本が世界から見ると物価安なんです。物価安

であったりして、給料も周りが高くなっている、

ということは逆に外から呼ぶチャンスでもある

ので、これをやっぱり、そのタイミングとか、

そういうものを失しないようにしていかなけれ

ばいけないと思います。 

○議長（多田勉君）  10番小林立栄議員。 

   〔10番小林立栄君登壇〕 

○10番（小林立栄君）  今回は駆け足に質問し

てまいりました。 

 詳細につきましては、これからも議会質問と

して取り上げてまいりたいと思います。 

 以上で一般質問終わります。 

○議長（多田勉君）  10分間休憩いたします。 

   午後３時06分 休憩   

────────────────── 

   午後３時16分 開議   

○議長（多田勉君）  休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 次に進みます。６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  小松正真でございます。

通告に従いまして、市長に対し、大項目１点、

障がい者の自立についてというテーマで一般質

問を行います。 

 前段ちょっとお話をいたしますが、私は障が

い者就労支援センターを運営する団体の代表を

務めています。先週金曜日、障がい者就労支援

施設は釜石に置いてあるんですけど、先週金曜

日にパソコンとエアコンが壊れたと、すごく悩

ましい問題で釜石に行ってまいりました。時間

があったんで、所長といろいろお話をしてきま

した。その話の中で、今度、遠野の方を１週間

の研修、受け入れるというふうにお伺いをいた

しました。どうして釜石市のうちの施設で遠野

の方を受け入れるんだろう、所長いわく、遠野

市内の施設に残念ながらお断りをされてしまっ

たということで、遠野は今何か大変らしいです

ね、しようがないですよね、釜石まで聞こえて

いますということでございました。 

 今の遠野市の障がい者を取り巻く環境は、他

市町村、釜石だけではなく花巻にまで聞こえて

いっている、これは市長の耳にも届いているは

ずです。そんな危機的で待ったなしの状態に、

この障がい者の問題があるということを、本日、

市民の皆様にも御理解をいただきたい、そのよ

うな一般質問でございます。 

 最初の質問でございます。 

 一般的に障がい者という呼称で呼ばれる皆さ

んの定義、障がい者の定義、どのようなものな

のでしょうか、お伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  小松議員には、私たち

がつくった施設を引き継いでもらって、ちょう

ど10年たつといろんなところが壊れていくとい

うこともあるし、どんどん制度が厳しくなって

いって、何か知らないけど、お金、貧乏すると

いうような状況になっていく、大変なところを

やっていただいていると感謝しております。 

 質問にお答えします。 

 いわゆる三障がいと呼ばれる、身体、知的及

び精神が、それぞれ障害者基本法の中、そのほ

かそれぞれの障がいについて、個別法において

定義づけられております。身体障がい、知的障

がいまたは精神障がい、発達障がいを含みます、

これらがあるため、継続的に日常生活または社

会生活に相当な制限を受けるものとされており

ます。 

 個人の機能障がいのみではなく、社会的障壁、

制度や環境によって日常生活や社会生活に制限

を受ける障がいがある者のことも含まれており

ます。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  知的、身体、精神、一

般的にいう三障がいですね、そのお話もありま

した。 

 次の質問でございます。厚生労働省の資料を

拝見すると、国民の7.6％の方が障がい者とい
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うことでございます。当市の障がい者数をお伺

いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  いわゆる障害者手帳を

所持している方の数は、令和５年10月末現在、

身体障がい者の方が1,144人、知的障がい者の

方が255人、精神障がい者の方は205人であり、

合計1,604人となっております。 

 なお、遠野市の人口が２万4,637人という、

ちょっと今動いていますけれども、全体の6.

5％の比率というふうになっております。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  1,600人ぐらいで6.5％、

若干、国のときよりは少ないパーセンテージな

のかなというふうに理解をいたします。 

 本日の一般質問は、15歳から64歳までのいわ

ゆる生産年齢人口の障がい者を主な対象として

質問していこうと思っています。 

 本来であれば、15歳から18歳までは、例えば、

支援学校等の学生であってほしいなという思い

から、18歳から64歳というくくりにしたいなと

いうふうに思っておりましたが、もろもろの都

合上、15歳から64歳までの生産年齢人口の年代

で話をお伺いしてまいります。 

 再質問でございます。当市の生産年齢人口に

当たる障がい者数をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  本市の生産年齢人口15

歳から64歳に当たる障がい者の方は570人、こ

のうち身体障がい者の方が222人、知的障がい

者の方が197人、精神障がい者の方は160人であ

ります。複数の障がいをお持ちの方は、これ、

ダブっております。 

 うち15歳から18歳までの障がい者数は26人で、

身体障がい者の方が４人、知的障がい者の方は

18人、精神障がい者の方は６人です。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  570人ということでご

ざいました。当市には、後から詳細を触れます

けれども、障がい者プランという、障がい者の

ための計画が存在します。障がい者プランの中

には、障がい者本人及び関係者から聴取したア

ンケート結果が掲載をされています。この中で、

生産年齢人口に該当すると思われる皆さんから

の声を幾つか御紹介いただけませんでしょうか、

お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  令和５年９月市内に住

所を有する、障害者手帳をお持ちの方の一部、

300人の方を対象にして、障がい者プラン2024

の策定に向けてニーズを把握するためのアン

ケート調査を実施しました。 

 詳細な内容は、個人の特定につながることか

ら申し上げにくい部分もありますが、その中に

は、日常的な生活に対する支援、バリアフリー

に対する要望のほか、就労に係る支援等につい

て意見を頂いております。 

 生産年齢人口に該当する障がいのある方の声

とのことですが、それぞれの年齢ごとの分けた、

その集計がされていないので、障がいのある方、

そしてその家族の方と推察される方の御意見を

紹介したいと思います。 

 「私が亡き後に本人の人生について非常に心

配です。私がいなくなったら本人は独りきりで、

支えてくれる家族もいなくなります。本人が独

りになったときに施設に入ったり、ホームに入

ったり、他人の手を借りながら本当に生きてい

けるのか心配です」など、障がいのある方の御

家族、残された子どもの将来に対する不安の声

が多く寄せられていたというふうに説明させて

いただきます。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  今、市長の御答弁、20

24の次期計画を策定するためのアンケートだと

いうふうにお話がありました。 
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 2021現計画にもアンケート結果、掲載をされ

ています。先ほど市長からもあったとおりなん

ですけれども、私が一番この中で、問題だよね

って思うのも、やっぱり自分が、親がいなくな

ったとき、子どもやお孫さん、そして親戚の障

がいをお持ちの方の生活が心配だ、これは障が

い者に関係する全ての皆さんが共通の悩みとし

て持っていることと理解をいたします。 

 そんな障がい者の皆さんを支援するために、

遠野市内にはどのような施設があるのでしょう

か、お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  障がいのある方が安心

して生活を送ることができるよう、在宅、施設

において、それぞれサービスが提供されており

ますが、３つの社会福祉法人、１つの医療法人

財団、そのほか５つの団体による32のサービス

事業所が運営されております。 

 近年では、障がいのある方の高齢化に伴う重

度化、保護者等の親亡き後の居住支援施設とし

て、令和３年４月に地域生活支援拠点施設が社

会福祉法人睦会により開所されております。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  障がい者を支援するた

めの施設、様々あります。今、御紹介いただい

た、例えば、グループホーム施設であるだとか、

私どもが運営している就労支援施設、就労支援

施設にもＡ型とＢ型というのがあるので、結構

いっぱいの種類があります。 

 先ほど申し上げたとおり、私もそのＢ型の就

労支援センター、運営する団体の代表者でござ

います。普段、元気で、夢を持って仕事をして

いる障がい者の皆様が、毎日、元気に仕事をし

ています。また、利用者の皆さんが社会に出る

ためにどのような支援を行えばいいのか、スタ

ッフは日々頭を悩ませているのをよく理解して

おります。 

 その中で、先ほど若干触れた、遠野市障がい

者プラン2021という計画があります。この計画

は障がい者に関係する人たちが集まり、国の

オーダーに従って作成された計画で、現在の計

画期間は2021年から2023年度まで、本年度まで

でございます。 

 先ほど市長からも2024というお話がありまし

たけれども、来年度からは新しい計画により支

援活動を行わなくてはいけないという時期でご

ざいます。ついては、現在の計画をしっかりと

検証した上で、現状に沿って計画をつくり直す

必要が生じていると思われます。 

 検証の作業をきっちり行わなくては、次の計

画に進むことができないのは、この障がい者プ

ランだけではなく、どんな計画でも常識的で当

たり前の作業になります。 

 現在、障がい者プラン2021、どのような検証

が行われているのか、プランの中身を簡単に御

紹介いただくとともに、検証の進捗状況をお伺

いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これ、非常に、検証、

含めて大事なことで、今、遠野市では健康福祉

部長が中心になってこれらを進めております。 

 計画というのは、その都度その都度ではなく

て、それを生かしながら次の計画にしていかな

ければいけないというところで進めております

ので、その詳細は健康福祉部長のほうから説明

をさせていただきます。 

○議長（多田勉君）  菊池健康福祉部長。 

   〔健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地 

    域包括支援センター所長菊池寿君登壇〕 

○健康福祉部長兼健康福祉の里所長兼地域包括

支援センター所長（菊池寿君）  命により答弁

いたします。 

 議員、御指摘のとおり、遠野市障がい者プラ

ン2021は今年度を最終年度として、プランにつ

いてＰＤＣＡサイクル、いわゆる検証型プロセ

スにより見直しを進めております。 

 国の基本指針における成果目標と実績を照ら

し合わせるとともに、先ほど紹介した障がい者
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アンケートによりニーズ把握を行い、改善策と

して次期プランに反映していきたいと考えます。 

 なお、国の基本指針における成果目標は、次

の７項目を設定されておりますので御紹介しま

す。 

 成果目標１は、福祉施設の入所者の地域生活

への移行、成果目標２は、精神障がい者にも対

応した地域包括ケアシステムの構築、成果目標

３は、地域生活支援拠点等が有する機能の充実、

成果目標４は、福祉施設から一般就労への移行

等、成果目標５は、障がい児支援の提供体制の

整備等、成果目標６は、相談支援体制の充実・

強化等、成果目標７は、障がい福祉サービス等

の質を向上をさせるための取組に係る体制の構

築となります。 

 このうち、成果目標４を例として成果を紹介

しますと、目標には、就労継続支援事業を通じ

ての一般就労を掲げ、その詳細は、令和５年度

末における一般就労移行者数は１人、一般就労

者の就労定着支援事業の利用割合80％と目標値

を設定しておりました。これに対し、現在、一

般就労移行者の実績は１人であり、目標を達成

しております。 

 また、一般就労の就労定着支援事業の利用割

合につきましては、以前から利用している方が

１名おり、令和５年度中に修了予定であること

から、利用割合を達成する見込みであります。 

 一般就労への移行と定着には、一般就労がで

きる対象者の見極めと支援者や御家族及び利用

者本人との継続したコミュニケーションを図り、

必要に応じて就労定着支援の利用といったアフ

ターフォローが必要であると考えています。 

 本市には、このサービスを行う事業者がない

ため、就労継続支援利用者が一般就労へ移行し

にくい状況であることから、各関係者と連携に

より対応していくことを改善策として、次期プ

ランに反映してまいります。 

 以上、答弁といたします。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  今日、一般質問しよう

としたことを何か全部答弁されてしまったよう

な、そんな気持ちで今いるんですが、すみませ

ん、また一般就労のことを、また後からちょっ

とお伺いしますので、ということでございます。 

 この障がい者プランの問題点、私なりの問題

点、ちょっと指摘をさせていただくと、国から

のオーダーが来ているので、子どもから生産年

齢人口、そして高齢者まで、これ一括になった

プランなんです。やっぱり年代ごとに問題が違

っていくというふうに思うんですよね。その年

代ごと問題が違うということは、それごとの詳

細な計画を、国からのオーダーが来ている、こ

れはこれで道一本通す、生まれてからこれにな

るまでの一本道通すという意味で、もう、これ

は必要な計画だというふうには思いますけれど

も、やっぱりその年代ごとの問題に合わせた詳

細な計画が必要になるんじゃないかなというふ

うに私は考えています。 

 次の質問なんですけれども、特にも、今日、

生産年齢人口のお話をしていますので、生産年

齢人口の障がい者に対する詳細計画を個別につ

くらなくてはいけないと、私、認識しておりま

すけれども、市長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  障がい者の方を支援す

る施設としては、当然、その個別の考え方とい

うのは必要だと思います。そして、我々も個人

別にカルテという形で個人別の支援をしてきた

と思います。 

 一方で、遠野市内の事業者さんも、ある程度

の個別の情報はしっかりまとめていると思いま

すが、その支援の出口というものが非常に重要

になってくるので、そこを、介護もそうですけ

ど、福祉の場合は事業の出口、その支援の出口、

どこにつないでいくかというところが非常に苦

しいところでありまして、その個別のものをそ

れぞれの施設が管理をしながら、何かあればそ

れを使ってつないでいくというような体制であ

ると思います。市全体で共通してそういうふう

な準備というものはないです。 
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○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  この話は最後まで、多

分、話を引っ張っていくことになると思います

ので、今日は私の考えをちょっと話させていた

だきたいなというふうに思っていますので、ど

うぞよろしくお願いいたします。 

 次の質問に入りますけれども、日本の平均的

な年収、これ、国税庁のホームページを見ると

458万円だそうでございます。遠野市の障がい

者支援に関わる人たちの平均年収、どのぐらい

でしょうか、お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  今回、調査に御協力を

いただいた市内７か所の障がい者サービス事業

所で、10月の平均総支給額は最高額が27万1,54

8円、最低が15万円、平均は18万、関わる人の

給料ですよね。でいいですよね。はい。平均は

18万6,233円、年収に換算すると約216万円と推

察されます。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  もしかして、ちょっと

手取りと支給額と、ここの違いがもしかしてあ

るかもしれないんですが、それを差っ引いても、

多分、残念ながら賃金が低い状態ではないかな

というふうに思っております。 

 賃金が低い状態の中で、人材の確保は大変困

難を極めていると認識しているところでござい

ます。そして、これまで遠野市内の人材の育成

が果たしてうまくいっていたのか、大変に疑問

が残るところでございます。 

 市内では、看護師やヘルパー等、様々な分野

で有資格者の確保がうまくいっていないという

お話をお伺いいたします。 

 障がい者支援施設にとっても、有資格者の確

保は喫緊の大大大課題と言っても過言ではあり

ません。特にも、障がい者支援施設にとって欠

かせない資格に、サービス管理責任者という資

格があります。個別の計画を立てたりする資格

者で、例えば、高齢者への支援サービスでケア

マネとか、そういった業務を行う方とお話しす

れば、市民の皆さんも御理解いただきやすいと

思います。 

 このサービス管理者という有資格者の確保は、

困難を極めているのが現状でございます。 

 サービス管理責任者の資格条件を簡単に御説

明すると、看護師等の有資格者であれば期間が

短縮されますが、最長で８年、最短でも３年の

実務経験が必要な資格でございます。低い賃金

環境の中、夢を持って障がい者に関わる仕事に

就いても、経済的な理由またはその他の理由で

離職してしまって、資格要件に合致しない場合

もあると認識をしております。 

 市内にもサービス管理責任者の有資格者はい

らっしゃいますが、今後の各施設の持続的な運

営のことを考えると、まだまだ資格者が足りな

いのではと認識をしております。 

 例として、ちょっと御紹介をいたしますけれ

ども、先日、ハローワークにお邪魔をして県内

状況を確認してまいりました。県内でサービス

管理責任者の資格を持っていて、サービス管理

責任者の仕事を希望されている方の人数、たっ

たの５名です、県内で。このぐらい有資格者が

少ない状況です。 

 有資格者の確保対策、本来であれば、事業者

がおのおの解決していかなくてはいけない問題

かもしれませんが、市として確保対策を図る必

要があるのではないでしょうか。有資格者の確

保対策、どのようにお考えでいらっしゃいます

か、お伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは、本当に重要な

課題だと思います。また昨今の国の動き、これ

にやっぱり大きく左右されていると私は感じて

います。なぜならば、サビ管って言いますね、

サービス管理者をサビ管って言うんですけれど

も、その資格を取るためのハードルがどんどん

上がっていくんですね。大変だ大変だ、人がい

ないと言いながら、なるべき要件、これのハー
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ドルがどんどん上がっていって、それにプラス

して、受けなければいけない研修であるとか講

習、これも増えております。 

 一方で、国から給与等に関する、待遇に関す

ることはあまり触れられていない、これが現状

です。このサビ管、この人材育成のために、例

えば、研修費であるとか、様々補助をしていく

ということは方法としてあると思います。 

 ただ、もう一つ、市内の事業者さんから寄せ

られた中には、サービス管理者を取ったら、辞

めて盛岡に行ってしまったとか、そういうこと

もありますので、その辺のことを考えなければ、

流出させるためにサービス管理者を取らせると

いうような動きになってしまっては、これ、本

末転倒なので考えなければいけない。 

 いずれにしても、その７団体、遠野市社会福

祉法人連絡会幹事会を通じて構成する７つの法

人に対して、様々なその辺の検討、呼びかけて、

市としても一緒になって対応していかなければ

いけないと思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  人材が流出しては元も

子もない、もっともだというふうに思います。

ただ、やっぱり、今、現場が恐らくパニックに

なりかけている状況でございますので、何とか

していきたいなというふうに思っております。 

 先日、某国会議員の方にお会いする機会があ

りまして、この件、お話をしておきました。や

っぱり早急に国、県と連携を取って解決してい

かなければならない問題なのかなと思っており

ますので、まずはどうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 次に、遠野市障がい者プランには各種数字が

並んでおります。先ほど若干御紹介をいただき

ましたけれども、検証には計画と実績の数字の

比較が絶対に必要でございます。なので、あえ

てお伺いをいたします。 

 過去３年間、先ほどは令和５年の実績という

ことで御紹介をいただきましたけれども、過去

３年間で一般就労、いわゆる就職をした人数を

お伺いいたします。計画値は先ほど令和５年で

１名という数字でございました。 

 ちなみに、令和元年度は実績０名という記載

がございます。お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  遠野市障がい者プラン

における数値目標の一つとして、福祉施設から

一般就労への移行を設定しております。この計

画値の下、過去３年間の実績については、令和

４年度が１名、就労継続支援Ｂ型から一般就労

となった実績があります。 

 なお、今年度は就労移行支援事業を利用して

いた１名が一般就労となっています。加えて、

その他の就労実績についても紹介をさせていた

だきます。 

 遠野市地域自立支援協議会就労支援部会と連

携しまして、障がい者就労支援に取り組む岩手

中部障がい者就業・生活支援センターしごとネ

ットさくらでは、就労支援を希望する方の令和

５年度10月末の現在で登録者数が60名、うち一

般就労した方は４名という実績になっています。 

 なお、３年間の就労実績は12件です。 

 また、ハローワークの求職申込件数は28件で、

就職件数は就労継続支援Ａ型が４件、一般就労

が24件です。過去３年間の就職実績は就労継続

支援Ａ型が122件、一般就労は21件です。 

 このほか、令和５年度遠野市障がい者就職相

談会には、11の企業と22名の求職者が参加しま

した。 

 なお、昨年度の一般就労実績は３件です。 

 以上であります。 

○議長（多田勉君）  質問の途中でありますけ

れども、本日の会議時間は、議事の都合により、

あらかじめこれを延長いたします。 

 それでは、質問を続けます。６番小松正真議

員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  ３年間で12件ですかね、

多分、さっきの話の中でいくと。ヒアリングで

お伺いしたのが３年間で１件というふうに聞い
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ていたので、少し安心をしているところですが、

この後の原稿をどうやってつなげようかなと、

今考えているところでございます。 

 計画値は、先ほど言ったとおり、１名という

ことで記載がありまして、いろんな事情を勘案

されての数字だというふうに理解をいたします

けれども、私の就労支援センターＢ型は、最終

的な目的は一般就労、就職をしていただくこと

というふうに定義づけをしてあります。昨年度

実績３名でございましたので、事前のヒアリン

グで聞いていたのは１名だったので、うちの施

設に負けるとは何事やと思っていたんですけど、

12名というので少し安心をいたしました。 

 でも、先日、就職説明会、私もお邪魔しまし

た。22名の方がいらっしゃっているということ

でお話、お伺いしたんですけれども、まだまだ

もっと少ないのかなというふうに、これをどう

やって一般就労を多くしていったらいいのかと

いうふうなことを、どうやったらいいのかとい

うことを真剣に考えました。私の出した結論は、

遠野市障がい者プランには自立という言葉が多

く見受けられます。数えたんですけど、実に10

2回、自立という言葉が出てきています。 

 では、障がい者における自立の意味とか定義

とか、そういうものは何だろうと考えました。

 障がい者プランの基となる法律、障害者自立

支援法の概要を見ても、自立の定義は残念なが

ら書いてありません。もちろん、遠野市障がい

者プランにも書いてありません。 

 例えば、高齢者の支援にも自立という言葉が

使われると認識しております。高齢者の場合に

関しては、一人で食事ができることとか、一人

でトイレができることとか、自立という言葉が

広い意味で使われているようでございます。残

念ながら、私は文系の人間ではなく理系の人間

でございます。一つの単語に複数の意味を持つ、

ちょっと私としては受け入れられない状態であ

るなというふうに思います。現在の問題点は、

この自立という言葉の定義が広過ぎることが問

題であるのではと考えました。 

 私が考える障がい者の自立とは何か。先ほど

アンケートの内容も御紹介いただきましたが、

多くの関係者が望んでいるのは、保護者がいな

くなった後に平和で幸せに暮らしてほしいだと

認識しております。そこから、導かれる答えは、

障がい者の自立とは、自分の稼いだお金で生活

をする、これに尽きると思います。自分が稼い

だお金で生活をするということは、恐らくＢ型

の就労支援では足りません。最低でも最低賃金

をもらえるＡ型の就労支援もしくは一般就労、

就職ですね、を目的にすることが必要になると

考えます。 

 市長にお伺いをいたします。次期障がい者プ

ランを作成するためにも、この自立という言葉

の定義、遠野市独自で構いません。しっかりと

した一つの定義に導いていただけませんか。市

長の御見解をお伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  この自立という言葉は、

私は嫌いです。私見です。まず、東日本大震災、

仮設住宅を造って、そこに入ったら「自立とみ

なして支援はやめる」ということが新聞にあり

ました。慌てて、そういう市町村に飛んでいっ

て、何事だと、仕事も何もないのにどうやって

自立するんだと、仮設住宅に入っただけで自立

なのかという抗議をした覚えがあります。 

 私が不自然ながらもこの言葉を受け入れてい

るのは、制度の中にそういう自立支援制度とか

事業とか、そういう言葉としてあるからです。

そういう言葉で表されているところに自立が多

いので、これはそういう名前として私は受け取

るようにしています。 

 私が思う自立というのは、衣食住、これがあ

るから何とか生活できる。でも、業、仕事がな

ければ成り立たないですよね。今、議員おっし

ゃったとおり、給料の話です。衣食住プラス業、

これがあって、これは社会的環境です。整って、

働く環境があって初めて自立心というのが、自

立できるかなという本人の気持ちが芽生えると

いうふうに思います。それがあって初めて自立

が成り立つというふうに、私は自立の定義とし
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て考えています。 

 そして、それが整ったからすぐに自立かとい

うとそうではなくて、不安定な状況に陥る方は

あります。Ａ型の方は特に一般就労するのでそ

ういうことになる場合が多い。だから、何とい

うんですか、我慢しないで戻ってこいよという

ことを伝えて一般就労に行かせないと不安でし

ようがないというような感覚でした。 

 そして、地域でも福祉ということを叫ばれて

います。ですから、家族、本人、地域、会社、

みんなで負担を軽くし合う、協力して軽くし合

う、できるだけみんなで協力して負担を軽くし

合うというのが私は自立だなというふうに解釈

しています。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  通じるものがあるとは、

もちろん思っています。今日、まだこの自立と

いう話、まだ、もうちょっと出てくるので、ち

ょっと覚えておいてほしいなというふうに思う

んですが。 

 次に、障がい者プランの中には、地域自立支

援協議会という団体名称が見受けられます。簡

単にで結構でございます。自立支援協議会の役

割と機能について御紹介いただけませんでしょ

うか。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  障がい者の日常生活及

び社会生活を総合的に支援するための法律、通

称「総合支援法」の規定に基づいて、遠野市に

おいても、遠野市地域自立支援協議会設置要綱

が定められておりまして、それによって設置を

されています。 

 遠野市地域自立支援協議会は障がいのある方

や、その家族、福祉、医療、教育、雇用に関連

する関係者で構成されており、情報共有や相談

事業の検証などを行う機能があります。 

 障がい者の方が医療機関や福祉施設から地域

での生活へと移行できるように、障がい者の方

の日常生活を取り巻く環境を充実させるために、

福祉ネットワークの強化や包括的施策の推進な

どの役割を担う組織が遠野市地域自立支援協議

会、こういうふうに解釈しております。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  自立支援協議会につい

て御紹介をいただきました。 

 結論から言います。残念ながら、私が今、得

ている情報を総合すると、今、全くと言ってい

いほどこの自立支援協議会が、残念ながら機能

していない状況でございます。ほかの市町村、

特に、私、釜石市の状況分かっていますので、

釜石市の状況と比較しても、残念ながら、遠野

が遅れているのか、機能不全に陥っているのか、

ちょっとまだ、私は分からないところもありま

すからあれですけど、そういう状況に陥ってい

るのではないかなというふうに思っています。 

 この自立支援協議会、本来、事務分掌には、

先ほど市長から話があったかもしれないですけ

ど、いろんな業務をやりますよというふうに記

載があります。この事務分掌に書かれているこ

とって、今、本当にやれているんでしょうか。

そして、やれていたとして現在の状況で足りて

いるんでしょうか。現状に対する市長の評価を

お伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  自立支援協議会、県内

外でいろいろなされている、トライアルしてい

るところとか、いい例もあります。社会福祉法

人、社会福祉協議会さん等ありますが、遠野市

として、質問なので、議員御指摘のとおり、十

分か十分でないかということをお話しするとす

れば、十分ではないと認識しています。担当し

ている方々は本当に頑張っているところです。

これは認めていただきたいと思うんですけれど

も、これをバックアップする機能やさらに強化

する部分について、やはり足りないのかなとい

うふうに思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 
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○６番（小松正真君）  夜、福祉の里のところ

を通ると、明かりがついているんですよね。話

聞くと、やっぱりすごく大変な思いをして職員

の皆さん、やられているというのも聞いていま

す。仕組みが足りないものなのか、労力が足り

ないものなのか、そこいら辺もちょっと私は分

からないところですので、そこいら辺もしっか

り検証していただいて、今後も進めていただき

たいなというふうに思います。 

 自立支援協議会が本来持たなくてはいけない

のは、包括的に障がい者の支援を行う体制をつ

くることであるのではないかなと思っています。 

 具体的に話をすると、例えば、自立という定

義が、先ほど私がお話しした、一般就労、すな

わち就職をして、自分の稼いだお金で生活をす

ることだと仮定した場合ですよ、自立できた状

態は100％だとします。障がいの程度によって

は80％、60％、中には20％の方もいらっしゃる

と思いますけれども、人によって違うというふ

うに思います。自立に向けた個々の計画がもち

ろん必要になります。 

 これまでの遠野市の障がい者支援を見ると、

各施設に支援計画をお任せしているように私は

見える、各施設によって自立の定義が様々で統

一されていない、だから一般就労というゴール

にたどり着かないんではないかなというふうに

思っています。 

 今、遠野市に必要とされているのは、その人

の現在の状況に合わせて、例えば、施設を移動

できるようになるとか、本当の意味で一人ひと

りの状態に合わせた最適な支援ができる環境を

整えること、そして、その環境をつくるために

も、お一人お一人の管理を施設に委ねるだけで

はなく、包括的にコントロールすることが必要

だと認識をしています。 

 障がい者包括支援という考え方について、市

長はどのようにお考えになっていますでしょう

か。お伺いします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  包括支援というくくり

でいくと、いろんな考え方が出てくると思いま

す。なすべきことも多岐にわたるかなというふ

うに思います。 

 障がい者の方を取り巻く環境、これは包括的

な支援体制を取らなければなかなか難しい、こ

れを担うのが遠野健康福祉の里です。本当に皆

さん頑張っています。そのつながりというのは、

各地区センターでもまるごと相談員の方にも通

じていくし、これも包括の体制の中の一つであ

って、本当にいい活動をされていると思います。

この取組を充実させていくためには、福祉事業

者、この参加が重要だと思います、包括の中に

ですね。そして行政と意見を、情報共有しなが

らやっていくと、もうおっしゃるとおりです。 

 ただし、個々のスキルに合わせた個々の対応

というものが非常に重要なので、これはさきに

も議員のほうからもお話ありました。それをど

ういうふうな一定基準で見るかというと、非常

に見る側も難しいところがあります。ですから、

個別、個々にしっかり見て、評価といいますか、

その特徴を理解した上で、何かあるときにはそ

の特徴を情報共有していくと、そしてただ、仮

に、先ほどの話の中で変わる場合、施設が変わ

ったりする場合というの、ありました。変わる

ときには、やっぱりそのものを丸のみするので

はなくて、いろいろ精査して、しっかり見てい

かなければ、環境も変わるわけですから、大変

だと思います。その辺のところをしっかりして

いくということが大事であって、評価の基準と

いうことではないかなと思います。 

 これは、もちろん目安としてはあってもいい

と思います。ただ、個々の部分、その特徴、施

設によっても仕事によっても違いますので、画

一的な仕事をしているところもありますし、

個々に合わせた仕事をしているところもあると

いうことからすると、そういうふうな対応をし

ていただきたいなというふうに思います。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  地域自立支援協議会は、

先ほどお話しした、障がい者プランにひもづい
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ている組織でございます。子どもから高齢者ま

での一括した機関であり、生産年齢人口に特化

して支援を行う機関ではありません。自立を目

指し、保護者がいなくなっても、自分たちの力

で生活ができることを目的にするためにも、こ

れは計画と同様でございますが、生産年齢人口

の障がい者に特化した組織が必要であると考え

ます。 

 しかも、理想であれば、この組織は民間の力

で、先ほど福祉事業所の話もありましたけれど

も、民間の力で立ち上げ、民間の出資によって

設立する必要があると私は認識をしております。 

 既に、この考えに賛同していただいた施設が

複数ございます。この一般質問前に回らせてい

ただきました、何社か。その中でも賛同いただ

いたところがあるという御紹介でございます。

 もちろん、市の支援も必要になることとは思

いますが、民間の力を結集して、市の政策に物

申すようになることが必要だと思っています。

もう具体的にこういう支援をしてくれと、そう

いう話をしていくということですね。 

 民間でつくると言っておきながら、市長に聞

くのも変でございますが、生産年齢人口の障が

い者に特化した組織が必要ではないか、市長に

お伺いをいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  生産年齢人口に対応し

た考え方とか組織とか、これ、必要だと思いま

す。やっぱりそこを手厚くしていかないと、一

般就労にもつながらないし、社会参加にならな

いですよね。ですから、そこはもう必要である

し、そこに対して市もバックアップしていきな

がら、取り組むべきだと思っています。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  何とか民間の力を結集

して、形にしていければなと思います。 

 最後の質問になってまいりました。今、各就

労支援センターでは、うちもそうなんですけど、

半年に１回、利用者を評価することになってお

ります。これ、数値化するということですね。

通信簿みたいなのをつけるんですけど、障がい

者に点数をつけるとは何事だと御立腹の方も中

にはいらっしゃるのかなと思われますけれども、

私は必ず必要なことだというふうに思っていま

す。あくまで、先ほど市長おっしゃられた、目

安の数値でございます。客観的に現在の状況を

数値化し、例えば、80％の人は残り20％を支援

すればいいよね、60％の人は40％をどう支援す

るのか、この目安になっていくからだと私は思

っています。しかし、この評価の基準、点数に

ついては、国にも明確な基準はなく、各施設で

独自に定めていることがほとんどでございます。 

 例を挙げると、私の、代表を務めている就労

支援センターでは、昨年度までの評価は135点

満点でした。これ、市長、よく御存じだと思う

んですけど、一般的に135点満点って変じゃな

いです、100点満点とか、何かそんな感じのも

のにしたいって、去年それを100点満点に改め

ました。新たに組織をつくって、障がい者の皆

さん、包括的に支援するとしても、その各施設

の基準、これをやっぱり統一をしていかないと、

恐らくその包括支援の形に今度なっていかない

わけです。 

 例えば、ちょっと例を挙げてお話しすると、

100点満点中20点の方は、例えば、まだ病院だ

よとか居場所だよとかいうところに、半年間様

子を見て、半年後に40点になりました。じゃあ、

今度Ｂ型の就労支援行きましょうね、こういう

ふうな目安になるから、こういう点数が欲しい

なというお話です。 

 ３年後に60点とか80点になったら、今度は一

般就労を目指して頑張りましょうよと、また施

設変わって目指していく、そういうことが必要

になってくるんではないかなというふうに思い

ます。半年ごとにやっぱりそういう見直しを行

って、もう施設を変わってもらう、このような

ことも本当に考えなくてはいけない状況でござ

います。 

 市内の施設の方にお話を聞きました。障がい

者の状態を数値化することに対して、就労支援
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施設は抵抗がなさそうです。実際、現にやって

いますので抵抗はなさそうです。ただ、グルー

プホームの方、これは現在評価を行っておりま

せんので、若干抵抗がやっぱりあるというお話

でございました。でも、結構時間かけてきちん

と説明してきたんですけど、きちんと説明する

と、理解をしていただけるものでございます。

 実際、理解していただいたと思っていますの

で。少ない人数で効率よく支援を行うために、

統一された基準、数値化が必要だと考えており

ます。そのためにも、当局も一緒になって統一

した基準、国がないのであれば遠野市で定める、

これに取り組まなくてはいけません。市長の御

見解をお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  それこそ135点満点、

これは変なんですよ。そのとおりなんです。時

間がたって100点に直さなければいけないとこ

ろだったんです。 

 なぜ、135点が生じたかということは、当時、

施設はＡ型とＢ型を運営していたんです。Ａ型、

どんどん国の方針が変わっていって、とても小

さい法人にはＡ型を運営できないと、また持ち

出ししてお金を払って、賃料。払えなかった場

合どうするんですか、払うなというような指導

でした。 

 とてもじゃないけど、それできないというこ

とでＡ型をやめてＢ型、一本にしました。その

ときに、Ｂ型にＡ型から変わっていただくとい

う作業が必要だった。そうすると、Ｂ型の人の

賃金、評価と、Ａ型の人の評価を重ねるわけで

すね。そうすると、一般就労に近いのがＡ型の

方なのでＢ型の評価をしているところにＡ型の

人をすぽっと入れると、いきなり100％換算す

るとＢ型の人の評価が落ちるという可能性があ

るんです。これは傷つくし、本人たちにも公開

しているのでとてもできない、私はできなかっ

た。そうすると、賃料、これについては時間外

だって125％とかあるじゃないですか。そうい

う考え方から持ってくと、135％をアッパーラ

インとしてやっていくと、今までＡ型でやって

いた方がＢ型に移ってもらえる条件になったん

です。これを優先させなければいけないから、

スタッフはみんなその100点の、Ｂ型の評価を

落とすことはできないという意見でした。 

 私も同感でしたから、じゃあ、100点満点で

なくていいじゃないかと、135点にしようと、

これ、賃金に関しての考え方ですね。でも、い

ずれはＢ型で安定してきたら、これはみんなで

見直しを、100点にしないとおかしいよという

ところだったので、その宿題をやっていただい

たというふうに解釈しております。 

 そういう事情がある場合、個々の事情がある、

まずＡ型を運営できない状態になっているとい

うような今の日本の体制、ですから、みんなＡ

型やめていますよね。これらのところをしっか

りと制度として見直していかなければいけない。 

 それと、市内で統一ということに関しては、

これ、いきなり市から、上から統一しますよと

いうわけにはいかない。やっぱり現場の声とい

うのが、135点であったように、現場の声とい

うのは聞いて尊重しなければいけないし、それ

こそ利用者さんの感情も考えなければいけない

とすると、関係団体、関係者が集まって、こう

いう考え方はどうだろうかという議論をまずし

てみるというところが第一歩なのかなというふ

うに感じております。 

○議長（多田勉君）  ６番小松正真議員。 

   〔６番小松正真君登壇〕 

○６番（小松正真君）  135点満点の由来が今

日初めて分かりました。 

 すみません。本当に、宿題として残しておい

てくれればやったんですけど、宿題として来て

なかったんで勝手にやりました。すみません。 

 最後に、本日、障がい者、特にも生産年齢人

口の障がい者について、自立とは何ぞやという

テーマで一般質問を行ってまいりました。今回、

私が、言葉も稚拙、そして勉強不足であったと

は思いますけれども、私の考えを勇気を持って

お話しいたしました。 

 今日の私の話が全て正しいと言うつもりはあ
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りません。本日の一般質問に対して、市民の皆

様の御意見を本当にお伺いしたいと思っていま

す。できない、できない、できないための理由

を探してはいけません。また、最初のほうでお

話ししたとおり、障がい者支援に関わる人たち

の収入は、残念ながら低いのが現実です。でも、

これ、変えなくてはいけません。支援するスタ

ッフには30万、40万お支払いする。偏見を恐れ

ず言葉にするとすれば、障がい者支援もビジネ

スとしてしっかり成立させなくてはいけないと

いうことです。関係する全ての皆さんが幸せに

なれる環境をつくるため、本日がスタートでご

ざいます。 

 市長、そして当局の皆さん、市内の障がい者

に関わる全ての皆さん、本当の意味で自立に向

けて一緒に頑張りましょう。 

 以上で一般質問を終わります。 

○議長（多田勉君）  10分間休憩いたします。 

   午後４時15分 休憩   

────────────────── 

   午後４時25分 開議   

○議長（多田勉君）  休憩前に引き続き会議を

再開いたします。 

 次に進みます。11番菊池美也君。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  菊池美也でございます。

予定では、最後、頑張ってまいります。 

 遠野、そして日本のみならず世界の未来を託

す上で、わらすっこの確かな学力の育成は重要

な施策です。私たちが、子どもたち、孫たちに

何を残していけるのか。 

 文部科学省は、令和４年度から令和８年度を

対象期間とする、第６次学校図書館図書整備等

５か年計画を策定し、公立小中学校等の学校図

書館の整備充実に努めています。 

 本計画は、公立小中学校等の学校図書館にお

ける学校図書館図書標準の作成、計画的な図書

の更新、学校司書の配置拡充などが図られるこ

とを目的としています。本計画に基づいた地方

財政措置も講じられています。 

 午前中の千田議員一般質問にありました公立

図書館は、図書館法で規定されています。図書

館法は社会教育の精神に基づき、図書館の設置

及び運営に関して必要な事項を定め、その健全

な発達を図り、もって国民の教育と文化の発展

に寄与することを目的としています。全ての図

書館及び図書館類縁施設について規定している

法律ではなく、学校に附属する図書館または図

書室は、この法律の対象外、学校図書館の設置

及び運営については学校図書館法によって規定

されています。学校に附属する図書館または図

書室が、学校教育において欠くことのできない

基礎的な設備であることに鑑み、その健全な発

達を図り、もって学校教育を充実することを目

的としています。 

 片や社会教育の精神に基づく施設、片や学校

教育において欠くことのできない基礎的な設備、

２つの法律の立てつけを意識しながら、確かな

学力を育成する手段としての学校図書館の在り

方について、教育長のお考えを確認させていた

だきます。 

 以前にも、矢巾町の教育長でおられる菊池広

親氏が遠野市の教育長当時に、同じような問い

かけをさせていただいておりました。どうして

勉強しなきゃいけないの。学校そのものが嫌い

なわけじゃない、学校で友達と会うのは楽しい

し、会えなくなったら寂しいと思う。部活の練

習は大変だけど何とか頑張っている。ただ、問

題なのは勉強、授業はつまらないし、毎日の宿

題、中間テストに期末テスト、考えただけでも

うんざり、どうして勉強しなくちゃいけないん

だろう。佐々木教育長ならば、子どもからの素

直な質問に何と答えますか。教育長の個人的な

見解でも結構でございます。小学校１年生に諭

すのと中学生に回答するのとでは言い回しが異

なってくるのかもしれません。今日のこの場で

は、低学年の小学生に向けてお答えをお願いい

たします。どうして勉強しなきゃいけないの。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  それでは、お答え

いたします。 
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 小学校低学年ということで、非常に難しいか

なというふうな思いで質問を聞かせていただき

ました。私ならばということで、私見というこ

とでお話をします。 

 私ならば、社会に出たときに、自分で生きて

いくために必要な力を身につけることが大切だ

からということで、具体的に３つのことをお話

ししようかなというふうに思っています。 

 １つ目は、将来の夢をかなえるため、２つ目

は、自分の良さを引き出すため、３つ目は、苦

手なことや難しいことにも挑戦する力を身につ

けるために勉強するんだよというふうに言おう

かなというふうに思っています。 

 １つ目の、夢をかなえるためですけども、自

分の将来の夢が見つかったときに、その夢を実

現するためには、やはりそれぞれの教科の勉強

にしっかり取り組むことが大切かなというふう

に思います。サッカー選手になりたいというと

きには、体育の勉強を頑張るとか、お医者さん

になりたいというのであれば、算数や理科の勉

強を頑張るということで、将来の夢と各教科の

学習内容を具体的に結びつけながら、子どもた

ちに伝えていきたいと思います。 

 ２つ目の、自分の良さを引き出すためという

ことですが、人にはそれぞれ個性があって、得

意なことは人によって異なります。勉強するこ

とによって、自分の能力をさらに伸ばしたり、

自分では気づかなかったよさや得意分野を見つ

けたりすることにつながるのかなと思っており

ます。 

 ３つ目の、苦手なことや難しいことにも挑戦

する力を身につけるということです。子どもた

ちは学校教育を通して、成功体験だけでなく、

失敗することを経験したり、失敗の中から成功

に導くことも学びます。悔しい思いをしながら、

たくさんの経験をしながら、努力することの大

切さを経験すると思います。自分が苦手なこと

や難しいことにも挑戦する力を身につけること

につながるからです。 

 先ほど、前提で、社会に出たときに、自分で

生きていくために必要な力を身につけるという

ようなお話をしましたが、これはまさに生きる

力そのものであります。そういう力をつけさせ

たいというふうに思っております。 

 学校は知識だけを学ぶところではありません。

社会性や規律、思いやり、困難に立ち向かう力、

粘り強さなど、社会に出た際に必要な力を学ぶ

ことができる場所であります。友達と一緒に遊

ぶこと、係活動を協力して行うこと、学校での

全ての教育活動が勉強であると捉えております。 

 学校教育という学びを通して、一人ひとりの

子どもたちが自分の価値に気づいて、相手のよ

さを知って、いろいろな人と協働しながら社会

的変化を乗り越え、よりよい人生と社会を築い

ていってほしいと、そういうふうに思います。 

 以上です。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  難しい問いを教育長に

はさせていただきました。生きる力を身につけ

るためです。夢を実現するため、能力を伸ばす

ため、あとは挑戦の力を身につける、そういっ

たことが学びの目的であるんだよと、低学年と

いう表現使わせていただきましたけど、ちょっ

とそれに、その１年生２年生にも難しいような

表現でございましたが、何だろう、正解という

のはないのかもしれないですね。 

 学力が全てではないことを承知していますが、

生きる上で大切なことでございます。無駄な学

びというのは、私はないのかなと思っておりま

す。 

 遠野のわらすっこの学びには、学校図書購入

予算を適正執行し、学校図書館を改善すること、

そういったことも大切ではありませんか。 

 令和４年度全国学力・学習状況調査に、「読

書は好きですか」という問いがあります。子ど

もたちに聞きました。「読書が好き」と回答し

た小学生のテストの正答率は国語だけじゃなく

理系科目も平均点を上回っています。 

 学校図書館には、読書センター、学習セン

ター、情報センターの３つの役割が求められて

おります。そして、期待される主な効果には、
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読書好きの子どもを増やし、確かな学力、豊か

な人間性を育むこと、悩みを抱える子どもたち

の心の居場所となること、探究的な学習活動等

を行い、子どもの情報活用能力を育むこと、授

業で蔵書・新聞等を利活用し、思考力、判断力、

表現力等を育むこと、授業に役立つ豊富な資料

を通じ、教員の指導力も向上することなどが挙

げられています。しかしながら、全国的には、

まだまだ多くの学校図書館がその役割を果たせ

ていない状況にあると文科省は分析しているよ

うでございます。特に、学習センター、情報セ

ンターとしての役割が不十分。 

 そこで質問いたします。市内小中学校の学校

図書館の状況について、教育長の御認識を問い

たいと存じます。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  お答えします。 

 学校図書館の設置目的については、先ほど美

也議員のほうからお話があったので割愛したい

と思います。 

 先ほど議員が述べられたとおり、学校図書館

には国が策定した学校図書館図書整備等５か年

計画によって、読書センター、学習センター、

情報センターの３つの役割を担うこととされて

おります。 

 １つ目の読書センターについては、読書指導

の場、いわゆる読書活動の拠点としての役割に

なります。 

 ２つ目の学習センターについては、児童生徒

の学習活動の支援、そして授業に役立つ資料を

備え、学習支援を行う場としての役割というこ

とになります。 

 ３つ目の情報センターについては、児童生徒

や教職員の情報ニーズへの対応、あとは情報の

収集・選択・活用能力を育成する場としての役

割があるというふうに捉えております。 

 市内の14校ある学校図書館の３つの役割の機

能を持った図書館を、ここで少し紹介をしたい

と思います。 

 ちょっと見づらいですけど、これは読書セン

ターの機能を有している小学校の図書館になり

ます。リラックスコーナーと称したコーナーが

あって、児童が読書しやすい場として感じられ

る図書館というふうになっております。こちら

も、読書センターの機能を有している中学校の

図書館になります。こちらは、図書館に入って

すぐのところに新刊図書のコーナーがあって、

生徒がすぐに興味・関心を引き起こして本を読

みたくなるような環境になっております。 

 こちらは、学習センターの機能を持っている

小学校の図書館ということになります。児童が

自主的・自発的な共同的な学習ができるように、

集まりやすい場所を設置しているのが特徴とい

うことになります。 

 もう一つ、学習センターの機能ということで、

見たい本がすぐに見つけられるような、分かり

やすい見出しで本棚が整理されているというこ

とで、こちらも小学校の図書館の例ということ

になります。 

 最後に、情報センターの機能を有している、

こちらは中学校の図書館の例です。これは、図

書館の入り口、入ってすぐに図書カフェ地図と

いうことで、これは生徒が作った地図が貼って

あって、これによって、自分がどこに行って、

どんな本を読みたいかということがすぐ分かる

ような、工夫した表示ということになります。 

 最後は、ブックボランティア、図書ボランテ

ィアの皆さんによる御協力による取組というこ

とで、美也議員さんもやっていると思うんです

けども、こういう形で、学校関係者とはまた違

う視点で、お勧めの本を紹介していただいてお

ります。これは、図書館だけじゃなくて廊下等

に掲示してあって、いつでも目につく場所にこ

ういうものが貼ってあって、情報ニーズへの対

応に取り組んでいるということになります。 

 以上のように、学校図書館は学校教育におい

て欠くことのできない基本的な設備というふう

なことが言えます。児童生徒が読書に親しみ、

主体的・探究的な学習を行うことで、豊かな人

間性と確かな学力を育むことができるよう、今

後も学校図書館の一層の充実を図りながら、授
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業等での活用にも推進してまいりたいと思いま

す。学校で一番好きな場所が図書室ですと言え

るような子どもたちを育ててまいります。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  パネルを使いながら、

分かりやすく、視覚に訴えるような御答弁でご

ざいました。 

 ここで、教育長に再質問させてください。 

 読書センター、３つの機能の小学校の事例、

中学校の事例と御紹介をいただきました。どの

小学校も同じように取り組んでいるんですかね。

 特別頑張っているところの小学校の事例、中

学校の事例を表現いただいたのか、市内の11校

と３校、同じように同じレベルでと言ったら表

現ちょっと悪いかもしれませんけど、そういっ

た図書機能になっているのかどうか、お尋ねを

いたします。しっかり取り組んでいる各学校、

本当にこれからも頑張っていただきたいと思い

ますが、みんな同じように取り組んでいるのか

どうか、お尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  14校、本当は全部

紹介したかったんですけども、それぐらい同じ

ような取組をしているということでございます。

小学校と中学校と両方を紹介したほうがいいか

なということで、今回、こういう形で６点紹介

させていただきました。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  全国的には、その役割

が果たせていない学校図書館がたくさんあると、

文科省の分析の中で。いや、違うと、遠野はし

っかりやっているんだということで安心をいた

しました。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 学校図書館の蔵書、古いものが並んでいたり

劣化したりしているんではないかなという感じ

を受ける部分もございます。学校図書館が整備

すべき蔵書量の基準を定めたものがございます。

学校図書館図書標準と言われているものです。

学校規模、学級数に応じて蔵書冊数が規定され

ています。蔵書の冊数を維持し、基準を満たし

たいがために、古い図書の廃棄と図書の更新を

あえて行わずにいる状況の自治体も、文科省の

表現をお借りすれば、存在しているようでござ

います。 

 それでは、質問いたします。遠野の学校図書

館は図書標準を満たしているのでしょうか。ま

た、利用できない古い図書の廃棄が積極的にな

されているんでしょうか。お尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  御質問がありまし

た市内の小中学校の図書館の図書標準の状況に

つきましては、この基準を満たしている学校が、

小学校が９校、中学校が１校となっております。

満たしていない学校は小中学校それぞれ２校ず

つということになります。このことにつきまし

ては、引き続き、新刊の購入等を進め、充実す

るように努めてまいりたいというふうに思って

おります。 

 小学校においては、図書の充足率が150％を

超えている学校が２校ありますので、学校間の

図書の配置替え等も今後検討していきたいとい

うふうに考えております。 

 図書更新につきましては、今年度予算として

小学校が219万円、中学校が122万円を計上して

おります。各学校に予算配当をして子どもたち

が興味を持つような図書を選んで購入していた

だいております。昨年度は小学校で約1,300冊、

中学校においては、約750冊の新刊図書を購入

しております。 

 古くなった図書につきましては、破損や汚損

した図書は廃棄処分をしております。しかしな

がら、古い図書であっても比較的傷みが少ない

もの、あとは子どもたちが好んで読むような図

書は継続して使われているような状況となって

おります。 

 これからの学校図書は、各学校の判断により

管理されておりますが、適切に管理されるよう
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今後も努めてまいります。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  令和４年度の、昨年度

の学校図書館整備施策に関するアンケート、教

育委員会のほうで文科省にお答えしているアン

ケートがございました。廃棄を進めているんだ

よということでございましたが、小中学校各２

校ずつ、その標準をまだ満たしていないという

ことでございます。計画的にぜひ進行していた

だきたいと思うんですが、計画的に進めるに当

たっては、学校司書というものが必要になって

くるんではないかなと思います。より、その学

校司書という配置があれば、よりスムーズに進

むものかなと思います。 

 市内小中学校には学校司書の配置がありませ

ん。平成26年の学校図書館法の一部改正により、

学校司書の活動範囲が位置づけられました。ま

さに、学校司書の活動が学校図書館機能の充実

に期待されるところであります。 

 学校図書館法に位置づけられたことにより、

小学校、中学校に学校司書の配置を促進する地

方財政措置が実施されています。しかしながら、

令和２年の数値ですが、文科省によれば学校司

書の配置は全国の小学校で69.1％、中学校で65.

2％と、進んでいるとは言い難い状況にありま

す。遠野も学校司書の配置、ございません。 

 じゃあ、どうなっているかというと、先生が

頑張っています。読書活動や各教科の授業にお

いて、学校図書館の活用が求められているはず

ですが、学校図書館の担当教諭は、学級担任や

ほかの校務分掌との兼務のために、学校図書館

に携わる時間が確保できず、活動が必ずしも十

分とは言えない状況にあると認識をしておりま

す。 

 さらに、遠野は学校図書館担当教諭に対する

研修や補助もありません。第４次遠野市子ども

の読書活動推進計画、令和３年度から７年度が

計画期間でございますが、そこにはこのような

記載がございます。「学校等の読書活動の現状

と課題。学校司書を置くように努めなければな

らないと平成26年度に学校図書館法が一部改正

され、現在配置について検討しているところで

す。今後も、各学校の状況に応じた配置につい

て模索し、さらに検討を進めていく必要があり

ます」。計画策定時において課題として捉えて

いたようですが、どんな検討がなされてきたの

でしょうか。 

 岩手県内でも学校司書の配置を予算化し、独

自に予算化し、また必要な研修を教育委員会が

担当し、実施している市町村が多々ございます。

教育長の見解を併せてお尋ねいたします。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  学校司書の大切さ

は十分認識しております。配置されればいいな

と思っているところなんですけども、本市にお

ける学校司書及び司書の配置状況については、

市内14校のうち12学級以上の学校３校、遠野小

学校、遠野北小学校、そして遠野中学校に司書

教諭を配置しております。それぞれの学校にお

いては、学校図書館の運営や活用について中心

的な役割を担っていただいております。司書教

諭が配置されていない残りの11校については、

先ほど議員がおっしゃったように、校務分掌に

基づく図書担当の教諭がその役割を担っている

ということになっております。 

 司書教諭の配置については、主幹教諭、指導

教諭または教諭をもっと充てることと規定され

ており、当該の教諭は大学等が行う司書教諭講

習を修了し、資格を有する必要があるというこ

とになります。 

 本市においては、この資格を有している者が

13名おります。13名が司書教諭としての資格を

持っております。 

 一方で、学校司書については、制度上、学校

事務員として位置づけられておるために、配置

に当たっては当該職員の複数配置に係る定数措

置が必要となります。 

 学校事務職員の定数措置については、小学校

が27学級以上、中学校が21学級以上の大規模校

に対して行うことができるというようになって
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おりますので、現状としては、なかなか市内の

小中学校に基準に該当するような学校がありま

せんので、配置が非常に難しいということにな

っております。 

 しかしながら、先ほど議員がおっしゃったと

おり、学校司書の配置については、制約があり

ますのでなかなかできませんが、本市において

は、学校図書館の運営に当たっては、司書教諭

の配置を充足させていくということが具体的に

大切なのかなというふうに思っております。そ

のことによって、学校図書館の充実を図ってい

きたいと思っております。 

 司書教諭有資格等の資質・能力の向上を図る

取組をして、当該教諭がその職務を十分果たす

ことができるように、学校図書館の運営とか管

理に関する専門的な知識・技能を学ぶ研修の機

会の充実に努めていきたいと思っております。

 できるだけ、こういう司書教諭の免許が取れ

るように、長期休業中等を使って先生方にお勧

めしていきたいというふうに思っております。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  学校図書館司書の配置

がないけれども、司書教諭で何とか対応してい

きたいということでございます。 

 先生方は大変忙しい中で、また資格を取りな

がらということでございます。ほかの市町村等

の事例等も確認しながら、よりよいものでした

ら、会計年度任用職員制度を使いながらでも、

その配置のほうを進めていただければと思いま

す。これからも引き続き、その配置についての

模索と検討をしていただければと思います。 

 教育長には最後の質問になろうかと思います

が、図書を購入する財源が他用途に利用されて

いるのではないかなという疑問がございます。 

 繰り返しになりますが、学校図書館には教育

課程の展開への寄与、さらには児童生徒の健全

な教養育成という目的があり、学習センター、

情報センター、読書センターの３つの機能が求

められています。これらを達成するためには、

図書館資料の質を高め、量を確保し、児童生徒

及び教員の利用に役立つような適切な整備をし

ておかなければなりません。 

 これまで図書の更新、そして学校司書の配置

について教育長のお考えを伺ってまいりました。

お考えというか、現状をお答えいただきました。

 公立小中学校等の学校図書館の充実のための

地方財政措置が、第６次学校図書館図書整備等

５か年計画によってなされています。国では、

図書購入費として、令和３年度は220億円の地

方交付税交付金を措置しておりましたが、地方

自治体で実際に図書購入に使われたのは６割弱

の126億円にとどまっていたことが文科省の調

査で判明しています。遠野でも、去年の数字で、

小学校でおよそ220万円、中学校でおよそ120万

円、小学校1,300冊、中学校750冊を購入してお

ります。 

 地方交付税交付金ですから、自治体の判断で

公共事業や医療・福祉などの他用途への利用が

可能です。残念ながら、学校図書館には大きな

地域差、行政間の格差が、残念ながら実際には

存在しているようでございます。 

 遠野は図書費の算定方式について、自治体全

体の予算総額を学校規模などで割り振りしてい

ると、昨年度の学校図書館整備施策に関するア

ンケートにおいて文科省に回答していました。

 予算総額から学校規模などで割り振りしてい

ると、予算総額からですね。図書購入費として

措置された地方交付税交付金が他用途へ使われ

ているんではないかなという、私なりの、文科

省の算定方式に基づいて試算してみると、そん

な具合でございます。 

 第４次遠野市子どもの読書活動推進計画に照

らし合わせたとき、今の学校図書館の状況がい

かがなものなのか、学校図書の購入費、学校図

書館の機能充実にしっかりと予算を確保してく

ださい。教育長の立場でぜひ子どもらに投資を

促してください。地方交付税全て図書費に割り

振りなさいという、そんな乱暴なことは考えて

いないんですけれども、古い図書が並んでいる

というのであれば、そのあたりも早急に新しい

ものに更新していく必要があろうかと思います。
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改めて、教育長にお考えを伺って、最後の質問

とさせていただきます。 

○議長（多田勉君）  佐々木教育長。 

   〔教育長佐々木一人君登壇〕 

○教育長（佐々木一人君）  予算確保について

の御質問でした。 

 議員御承知のとおり、普通交付税等の地方財

政措置は使途を特定しない一般財源として、地

方公共団体の判断により柔軟に活用できる財源

ということでお話がありました。そのとおりで

ございます。 

 学校図書館の費用として地方財政措置がされ

ているといいますのは、普通交付税を算定する

際の基準財政需要額に算定されているというこ

とになります。その基準財政需要額が普通交付

税として交付されているというものではござい

ません。 

 本市の学校教育費に関する普通交付税の基準

財政需要額の算定方法について確認をいたしま

した。この基準財政需要額の算定に当たっては、

小学校費、中学校費とも費用を測定する単位が

ございまして、児童または生徒数、学級数、学

校数といった、３つの測定する単位があるとの

ことでした。学校施設等の維持・修繕や教材費、

議員から御質問がありました、学校図書館の図

書費といった費用については、学級数を測定単

位として算定されております。学校施設の維

持・修繕とか教育教材、学校図書館図書費を測

定する単位とする学級数の基準財政需要額と今

年度の予算を比較すると、当市の今年度の予算

額が上回っているというような状況でございま

す。 

 学校図書費として、基準財政需要額の算定数

値と予算を比較すると、当市の予算が下回って

いるように見受けられましたが、学校教育費全

体の予算については基準財政需要額の算定数値

を上回っております。今年度の新規事業である、

未来づくりサポート事業等をはじめとする、学

校教育に関する予算を優先的に措置していただ

いているというような状況になっております。 

 第４次遠野市子どもの読書活動推進計画にお

いては、学校図書館図書標準を基に努力目標値

を定めております。市内各小中学校の蔵書の状

況につきましては、先ほど述べましたとおりに

なりますが、全体としてはおおむね充足はして

いるものの、これから努力が必要だなと思って

いるところです。学校図書館の機能充実につき

ましては、今後も、学校図書館図書基準を全て

の学校で満たされるように努めるとともに、何

よりも子どもたちが興味を持つ図書を配置して

いきたいと考えておりますし、学校現場の協力

の下、魅力ある学校図書館になるように努めて

いきたいというふうに思っております。 

 学校図書館の充実策も含め、学校教育予算が

今後ますます充実されるように、市長部局と連

携しながら取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  図書標準を満たすため

に、さらなる努力も必要ではないかなと、教育

長から御答弁いただきましたけど、必要なとい

うか、しっかりとした予算措置は、子育てする

なら遠野、市としてしっかりと適っているとい

うことでございます。 

 教育長への質問は終わりましたので、次に入

らせていただきますますが、その前段として、

今の学校図書館の充実について、読書の大切さ

というところをちょっと私なりに伝えさせてい

ただきたいと思います。 

 師走でございます。ちまたでは、クリスマス

ムードが随分と高まってきました。本に関わる

プロジェクトが進行しているようでございます。

詳細の説明は、民間のことでもありますので避

けますが、予定をしていた以上の、120名を超

す子どもたちからお申込みがあったようでござ

います。 

 今の時代、デジタルが声高に叫ばれている中、

まだまだ子どもたちは本が欲しい、手に取って

読みたい、親御さんらは我が子に、おじいさま、

おばあさまは我が孫に本を読ませたいという、

その表れかなと思います。 
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 要は、図書館、学校図書館に図書室、学校図

書館に先生や大人が読ませたい本や古い本だけ

でなく、子どもたちが本当に読みたい本や新し

い本をきちんと置いておけば、図書室の利用増

加、読書量の増加、そしてそのことが学力の育

成、わらすっこの学力の底上げにつながってく

れればなと感じて、今回の質問のテーマを選ば

せていただきました。 

 それでは、引き続き、市長にお尋ねをさせて

いただきます。 

 国の総合経済対策と連携について、導入部と

して質問させてください。 

 早いもので、市長の任期も半分が過ぎたとこ

ろでございます。これまでの２年間の市政のか

じ取りを振り返ってみて、印象に残っているこ

と、特にも力を入れて取り組んできたことなど、

あるいは何か振り返って思い出とかありますで

しょうか。御答弁を求めたいと思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  早いもので２年が過ぎ

ました。思い出とか運営に関して言うと、全部

なんですよね。非常に、美也議員の質問、大き

な質問なものですから、全部答えていくと時間

がなくて多分しゃべれないだろうなというとこ

ろなので、まず、施政方針演述で話ししたこと

は、真摯に実行しようとしてやってきました。

その中で、市民の命と暮らしを守るということ

を合い言葉にしてきたんですけれども、第２次

遠野資本法計画の基本理念である遠野スタイル

の創造や発展、これ、途中でありますし、尊重

するという考え方でやってきました。 

 私がその計画の中で考えるべきことは、実行

するということですよね。書くだけ、言うだけ

のものじゃなくて、どうやって実行するかとい

うことです。ですから、一言で言うと、２Ｗ１

Ｈですか、これが、Ｗｈｙ、Ｗｈａｔ、そして

Ｈｏｗ、これを常に考えるようにしておりまし

た。これについて質問したり直すべきところ、

直すべきところというのは何でそれがあるかと

いうその理由が分からないといけないんですよ

ね。それらを掘り下げて、ずっと聞いたり考え

たりしておりました。それの考え方を職員とで

きるだけ共有していくことによって、考えが近

くなって、その目的というものが明確になって

いくので、その点を考えました。 

 市内では、２年間、井戸端会議やらせていた

だきました。できるだけ多くの市民の方と話を

して、その中でヒント、それから喫緊の要望と

かを頂いて、これに対して答えを出していくと

いうことを意識してやっておりました。ですか

ら、非常に私自身勉強になっておりますし、予

算等ももう既に変わったりしている部分もあり

ます。 

 教育なんかは、先ほど教育長がいろいろ授業

について述べておりましたから、今までとはち

ょっと違う予算づけをしたことがすごく分かり

やすいかとも思います。畜産なんかに関しても、

予算づけ、今までないような形だったろうかと

思います。これは全て、いろんな声を聞かせて

いただいたから優先的にできたことであります。 

 それから、解体工事、例えば、鱒沢の旧中学

校の体育館の解体、これも解体しないで保護す

るとか、要するに、ガードするとかというよう

な考え方でありましたけれども、壊すと、つま

り先ほど美也議員が最初に話されました、何を

子どもたちに残すか、それです。何を残すか、

可能性、これを残す。そして、負担は残さない

ということを考えながらやってきたというのが

これまでのところであります。 

 これからも、その対話の中でやるべきことを

見つけていきたい、これを人生意気に感じなが

らやっていきたいというふうに考えております。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  所信表明演述で、市長

が演述した市政運営の考え方に一生懸命取り組

んできたんだよと、井戸端会議のお話もござい

ました。政策決定に至る過程と予算配分の透明

性を確保していくんだよということでございま

した。ヒアリングが上手くいかなかっのか、残

念です。何か一つでもいいからこれをというこ
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とでございました。でも、この答えでも結構で

す。何か出てきたときに非難するとか、そんな

ことは一切考えてなくて、市長、何か特段取り

組んだことは何だったのかなという思いで確認

をさせてもらいました。もしよかったら、次の

質問の際にも付け加えていただければと思いま

す。 

 それでは、次の質問に入ります。 

 後半の２年間では、何から手をつけていきた

いとお考えでしょうか。最重点に置く課題、ど

のように捉えておりますか。あえて一つ挙げる

としたら、一つだけで結構です。どんなことで

しょうか。決して、市長から出てきたことに対

して、これ違うんじゃない、あれ違うんじゃな

いなんて批判しません。市長非難ももちろんし

ません。市長が今思っていることで結構です。

お答え願います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  先ほども素直な気持ち

でありまして、あっちを立ててこっちを立てな

いということじゃなくて、私が２年間で分かっ

たというふうに理解しています。何をどうして

いくか、何が課題で何を変えなければいけない

か、何をどっちに向かっていかなければいけな

いかということが、この２年間で分かりました。

ですから、当初から予算づけ、分かるものはし

たし、これ変えていくものは変えていくという

ふうに考えています。 

 その延長で、次の重点課題ということなんで

すけれども、全部あるんですよ。ですけど、一

つ言うとすれば、人口減少ということ、人口減

少は何で起こるかという問いが以前にありまし

た。私は暮らしにくいからですと答えました。

どうすれば暮らしやすいか、それこそ仕事、教

育、医療、福祉、これらを暮らしやすい環境に

しなければ、つまり、暮らしにくいから、人は

暮らしやすいほうに行きますよと、仕事も合わ

せてです。ですから、人口減少に取り組むとい

うこと、もしくは子育てに取り組むということ

は、全ての環境に取り組むということだと思う

んですね。というと、人口減少だと全部になっ

てしまうので、そういうところだと思います。 

 あとは、チャレンジ精神です。遠野の人、私

も含めて意外と、何ていうんですか、あんまり

こうできるできるって言わない、これ大事なと

ころなんですけど、いや、できないできないっ

て言っているけど、やったらできるということ

がたくさんあるんですよ。最初、遠慮がちなん

です。これを、いやいや、できるできる、やれ

ばできるという方向性に最初から行けるように

したいなと思っています。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  実は、この２つの質問

は、市長ももうお分かりだと思いますが、10月

の記者懇談会の中で一人の記者さんから市長に

投げかけられたものでございます。 

 遠野テレビを見た市民のお一人から、もう少

し具体な政策の進行状況を聞きたかったという

お話を頂きました。懇談会では反射的に、突然

な問いだったかもしれません。そのような返答

になったんでしょうけれども、私も動画を改め

て確認してみると、もう少し具体的にお話しい

ただいたほうが、市民の皆様には伝わりやすか

ったんじゃないかなと感じております。この場

をお借りして、市長が掲げられる政策など、端

的にお聞かせをさせていただきましたが、選挙

公報の写しがございます。民意ですから、ぜひ

公約を実現しなければならない、そのことだけ、

釈迦に説法ではありますが、あえて発言させて

いただきたいと思います。ぜひ、残りの２年間

で、市民の命と暮らしを守る、皆さんと話し合

って実現していただければと思います。 

 それでは、３つ目の質問に入らせていただき

ます。 

 国の経済対策について、市長の見解を確認し

ていきたいと思います。経済対策は、市内で経

済循環するまちをつくっていくんだということ

で、市長も公約に挙げた部分でございます。一

般会計の総額が13兆1,992億円となる令和５年

度補正予算が、11月29日の参院本会議で可決さ
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れ、成立をいたしました。11月２日には、デフ

レ完全脱却のための経済対策が閣議決定されて

おりました。市長は、本県選出の鈴木財務大臣

との面会などから、国の動向についての情報も

早め早めに得ることができているんではないか

なと思っています。 

 政府与党が打ち出した、デフレ完全脱却のた

めの総合経済対策を実行するための財政的な裏

づけとして、減税と給付、還元と財源などが大

きな論点となって成立した補正予算でございま

す。このデフレ完全脱却のための総合経済対策

について、市長の御見解をお尋ねをしたいと思

います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  先ほど、今、美也議員

が話ししていましたけども、お話は幾らでもで

きます。やったこと、やっていること、変えて

いることは幾らでもできますけども、時間、こ

れが限られます。美也議員も議員をされて、予

算の決議であるとか、いろんな議論に入られて

いるので、その中で変わったこと、分かられて

いることがあれば、説明していただければあり

がたいと思います。 

 ただいまの質問にお答えしていきます。 

 デフレ完全脱却、これ、物すごいことですよ

ね。ここまでデフレが来てしまったと、じゃあ、

インフレは起こせるのかというところになって

いきます。賃金上げなければいけない。これは、

各市町村、細かいところから賃金を上げること

も努力していかなければいけないと思います。

国だけではありません。まず、市町村もやらな

ければいけないし、企業もやっていかなければ

いけない、人口減少に歯止めをかけるというと

ころの一つの意味であると思います。 

 その中で、11月14日に岩手県市長会によって、

県選出の国会議員の皆様と懇談会、開催してき

ました。11月25日には盛岡市で県内市町村の首

長が一堂に会して、要望懇談会、行いました。 

 鈴木財務大臣が出席され、直接いろいろお話

をさせていただきました。経済対策のほか、本

市が直面している様々な課題に関しても議論を

させていただきました。その席上で、これまで

の税の増収分、これを還元するという意味で、

７万円の追加給付とは別に、１人当たり年間４

万円の住民税と所得税の定額減税を令和６年６

月から開始するということをお話ししていまし

た。 

 物価高騰で日々の生活に苦しむ国民にとって、

非常によい施策と私は感じておりますが、反面、

財政基盤が脆弱な地方にとっては、自主財源の

減収を危惧しなければならないということがあ

ります。もろ手を挙げて賛成とはいかないとこ

ろではありますがというお話も、財務大臣のほ

うにお話をさせていただきました。 

 国が過去２回実施した減税、これを顧みてみ

ると、地方自治体に生じる住民税等の減収に対

する支援は行われなかった。地方自治体の負担

とされていた経緯があります。今回、全国市長

会を通じて強く要望した結果、住民税の減収分

については全額国費で補填されることとなり、

これについては一定の評価をしております。し

かしながら、所得税の減税に伴う交付税、これ

の税法の算定率33.1％の減収については、国の

補填が決定していないところでありまして、引

き続き、全国市長会等を通じて要望していかな

ければなりません。 

 いずれにしても、今回の総合経済対策につい

ては一定の評価をするものでありますが、施策

の実施に伴う交付税減収、これに対する確実な

補填、子ども・子育て政策に係る財源の確保、

一般財源総額と地方交付税、総額の増額確保等

については、財政基盤が脆弱な本市にとっては

とても重要な問題であり、引き続き、国に対し

て強く要望しなければなりません。 

 子育てに係る政策に関しては、募集をした瞬

間予算がないという断りの通知が各市町村に回

ってしまうというような状況もありました。こ

の際は、もう即座に総務企画部長、東京に飛ん

で、翌日、私も東京に飛んで行ったというよう

なこともありました。その結果、各省にお願い

してつけてもらったというようなこともありま
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す。この動きをしないところは、多分そのまま

ついていないというような状況もありますから、

市の財政というのは、市町村の財政というのは、

厳しいところになるかどうかということはあり

ます。交付税というものが、どういう算定であ

って、交付税に反映されますよということはた

くさんあるんですけれども、その交付税であれ

ば、毎度毎度そういう言葉があるので積み上が

ってきてもおかしくないだろうと思うんですけ

れども、これ、積み上がっているようにはとて

も見えないところがありますので、本当に、そ

の点は危惧をしているところであります。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  その、減収になってし

まうんじゃないかという危惧、心配の部分につ

きましては、引き続き、本県選出の財務大臣に

面と向かって要望して、何とか過去２回と同じ

状況にならないように、市長の、面談力という

か、交渉力に期待していきたいと思います。 

 賃上げが大事なんだよと、市長、お話をされ

ました。持続的な賃上げに向けた取組として、

中小企業が省力化等を進めるための投資を支援

する中小企業省力化投資補助制度が創設をされ

ました。国の経済対策に対応するための想定し

ている予算化の時期について確認をいたします。 

 この30年間、日本経済はコストカット最優先

の対応を続けてきました。人への投資や賃金、

設備投資、研究開発投資などがコストカットの

対象とされたことで消費と投資が停滞し、コス

トカット型経済と呼べるような悪循環に陥って

おりました。 

 今回の総合経済対策では、持続的な賃上げや

活発な投資が牽引する成長型経済への変革のた

めのスタートダッシュとして政府与党は位置づ

けております。様々な取組が実行されます。生

活者、事業者支援のための交付金の追加的な拡

大もその一つでございます。 

 地方公共団体が地域の実情に応じて柔軟に活

用できる重点支援地方交付金の追加もなされて

くるようでございます。遠野市としても、コロ

ナ禍による疲弊からの脱出のみならず、賃上げ

と投資が牽引していく成長型地域経済対策を積

極的に講じるべきと考えます。 

 住民税非課税世帯に対する給付金の施策につ

いては、臨時議会の招集を年内に議長に願うよ

うな話も、ちらほらと聞こえてきておりますが、

そのほかの対策、国の総合経済対策に対応する

ため、市ではどのような検討を行い、どのタイ

ミング、年度内の補正予算対応なのか、新年度

予算での当初予算での対応となるのか、どのタ

イミングで反映するお考えなのか、確認をさせ

てください。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  閣議決定等されたもの

に関しては、年内補正を組んでいくということ

を目標にしてやっていきたいと思います。その

ほか、情報はあります。情報はありますが、そ

れが確定されて、なおかつ、県のほうも関わっ

てくる場合、前もありましたよね、県がやると

言っていたけど、ちょっと待ったみたいなこと

になるとき。あれ、実は遠野市も、それに合わ

せて補正を組んで、もう発表していこうと思っ

たんですけど、そこが決まっていなかったんで、

ちょっと様子を見たと。その結果、ストップと

いうところもあったりするので、あまり慌てて

言ってもしようがないと。ただ、閣議決定され

た部分に関しては、年内補正を組んでいきたい

というふうに思っています。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  準備というか、市民

ニーズだけはしっかりと把握をして、担当課が

日々市民の皆様とお話をしながら、それこそ市

長も井戸端会議等で市民ニーズというのは捉え

ておられると思います。どういったものが今必

要なのか、イメージくらいはしておいてもらえ

ればいいのかなと思います。 

 持続的な賃上げに向けた取組として、中小企

業が省力化等を進めるための投資支援について、

その必要性について、市長にお尋ねをさせてい
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ただきます。 

 規模の大きさにかかわらず、市長も必要だよ

という見解がございました。全国の事業者には

賃上げが求められております。そのためには、

デジタル化による業務効率の向上であるとか、

エネルギーコスト上昇に対する体制の強化など、

事業者自らの生産性の向上を行政が促していく

必要があるものと考えております。しかしなが

ら、これまでのものづくり補助金であるとか、

事業者再構築補助金、国の支援があったわけで

すが、ハードルが高いようでございまして、そ

の支援を受けるのが難しいような中小事業の

方々が市内には多くあったんではないかなと思

っております。国の支援が届かない中小事業者

の小規模な設備投資であるとか、省エネ機器の

買い替えであるとか、生産性を高める取組への

支援が必要ではないでしょうか。 

 重点支援地方交付金を活用しながらの市内の

中小事業者の投資を促進するべく、市独自の使

い勝手のいい支援策が検討をされているものな

のか、まだはっきり決まっていないからと、閣

議決定なされていない、あるいは関係省庁から

の通達がないという状況でございますけれども、

市長は就任以来、投資が大事だと様々な場面で

お話をされているかと思います。市内の中小事

業者が賃上げの原資となる企業の稼ぐ力を強化

するための投資に踏み出せるような支援策の必

要について、必要かどうか、市長のお考えを改

めてお伺いいたします。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  これは当初から、経済

回していく、デフレ脱却、そのためには事業投

資が必要ですよということは、もう当初から申

し上げておりました。そして、ヒントもかなり

話をしております。 

 例えば、建設事業者さんに対していろいろお

話をした中には、コントラクター事業であると

か、例えば、バイオマスのことであるとか環境

に関すること、これらは非常に重要ですよと。

 例えば、今、予算も通してもらった経緯があ

ります。バイオマスのほうでは、市内の企業さ

んが青笹町にやると、これについては約９億円

程度の投資、これらを準備していると。そのほ

かにもその事業に応じて、ある一定規模、国の

支援がなくても投資をしていくという部分は考

えております。ですから、今、必要なのは、ど

ういうプランでということなんですよ。これを、

全部を行政が段取りするのではなくて、運営主

体がしっかりプランニングをできていかなけれ

ば、これ、その後も事業できないので、そこを

つけましょうと、力を。それのためのお手伝い

しますと、で、事業投資していかなければいけ

ないというふうに考えています。 

 もう一つ、これも当初からお話をしているん

ですけれども、製造業の世界が変わってきます

よね。半導体というのはすごく大きな問題で、

国はもう数兆円規模で投資をしています。世界

シェアを持っている台湾のＴＳＭＣさんを九州

に誘致していると、これによってシェアが日本

の中にも入ってくる、非常に効率のよい考え方

ではないかと思いますけれども、一方で、中国

やベトナムに依存、影響しているその部分もあ

ります。これらが、その影響がなくならなけれ

ば、その半導体やいろんな製造業も上がったり

下がったりというところが非常に微妙に出てき

ます。ところが、将来考えると、方向性は決ま

っているわけですから、これ乗り越えなきゃい

けないんですよ。力をつけていかないと準備が

できない。そのために、私は、もう一つお声を

かけさせていただいているのが、市内の製造業

者さん、集まって投資しませんかと、新たな、

これからの、次世代の製造業の部分をひとつ一

緒にやってはどうでしょうかと、それから始め

ていって、その後、自分のところの事業をどう

いうふうに変化させていくかということを、そ

れに合わせながら考えていくということが必要

ではないかという話も、就任当初からさせてい

ただいておりました。 

 その事業、経済を回すために、いろいろあり

ます。建設工事を発注する。例えば、ニューデ

ィール政策なんかはそうですね。アメリカでは
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それをやりました。ダム工事をいっぱいつくっ

たという経緯がありました。でも、私が今考え

るのは、単に建設工事を発注するということで

はなくて、必要な事業を起こしていく中で建設

工事等が必要になってくると、それによって経

済循環して、その後も経済が循環するというよ

うなシステムでやっていくような体制にしなけ

ればならないということをお話ししておりまし

た。それはもう以前、変わりありません。投資

については、もう既に始めていると御理解をい

ただければと思います。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  すみません。ヒアリン

グ、うまくいかなかったかもしれません。僕が

言ったのは、大きい新規事業に対する投資、コ

ントラクター事業であるとかバイオマス発電で

あるとか、大きい事業に対する投資という表現

じゃなくて、賃金を上げるために小さい会社で

も何かしら設備投資、生産性を上げるために必

要じゃないかと、そういったところにも何かし

らの投資が、投資というか、何だろう、促すよ

うな施策が必要じゃないかなと思っておりまし

た。小さい小さい会社がまだまだあるし、新し

い事業に展開するんじゃなくて、今の事業を、

経営を、今の業態を何とか継続していきたいと、

その中でも自助努力の中で対応していきたいと

いう、小さい、小さいと言ったら語弊あるかな、

中小の事業者あるいは個人事業主さんへの支援

ということについて、改めて必要性についてお

考えを伺いたいと思います。 

○議長（多田勉君）  多田市長。 

   〔市長多田一彦君登壇〕 

○市長（多田一彦君）  ヒアリングではなくて、

ちょっとかみ合っていないかなと思います。私

は、大中小で話ししていません。要するに、一

つの例として話をしているので、そういうふう

な事業の計画があれば相談してください。ケー

ス・バイ・ケースでそれはなります。 

 ただ、私、感じたのは、議員がおっしゃって

いる中には、補助金的な考え方もそれはあるの

かなと、補助金ももちろんあります。これは資

源が必要になってくると思います。ただ、投資

ということになれば、投資をする体制というの

は組めますので、それらをしっかり相談してい

ただいて、どういうふうに取り組んでいけばい

いかということが必要になってくると思います。 

 また、将来的には、カーボンニュートラル宣

言というものをしていかなければいけないとい

う部分もありますし、あとは、今、自動運転で

あるとか、様々な新しい技術に対するトライア

ルというものが、中小企業の中でもできるよう

になっています。ですから、中小企業といった

ら、遠野は恐らく中小企業という解釈でいいと

思うんですけれども、誘致企業の中には大企業

さんもありますけれども、自分たちの中で情報

を集めて、何をできるか、何をしたいかという

ことをしっかり考えて、そこにはどういうチャ

ンスがあるかというところを狙っていかなけれ

ばいけないわけです。それをどういうふうにし

てゲットしてその先つなげるかということを、

自分たちも一生懸命考えなければいけないし、

行政も一緒に相談に乗ってやらなければいけな

い、そういう形でサポート、協働しながらやっ

ていくと。これは資金的投資も含めてですね。 

 今も市内の事業者さんに、これ、個別の話は

できませんので、そういう相談、各種、乗って

おります。その中には、企業の存続かけた資金

繰りや様々なこともあります。これらも担当課

も一緒に動いたりしながらやっています。内容

は言えません。ですから、ヒアリング、もちろ

ん私はもう十分聞いておりました。じゃなくて、

大中小、そういうことじゃないですよと、ビジ

ネス、経済全体の中でのそういう話、それと遠

野を混ぜたときの話ですよという意味で、お話

でした。ちょっとその話をすれば、多分、理解

いただけるかと思います。 

○議長（多田勉君）  11番菊池美也議員。 

   〔11番菊池美也君登壇〕 

○11番（菊池美也君）  大きな枠で、市長は考

えを述べていただいたということでございまし

た。私が聞きたかったのは、ちっちゃいところ



－ 71 － 

に限定して聞きたかったんですけど、必要だよ

というお考えでよろしいと私は理解をいたしま

した。 

 質問は終わらせていただきますが、これまで

も地域経済を牽引して地域の経済を支えてきた

遠野の企業さん、個人事業主さん、その支援策、

これまでも様々取り組んでおりますよね。もの

づくり・商業・サービス補助金、いわて希望応

援ファンド、事業承継補助金、様々取り組んで

おりますけれども、今度のデフレ脱却、完全脱

却の経済対策をうまく活用しながらというか、

うまく財源を求めながら、支援策をつくり上げ

ていただければと思います。ウィズコロナの世

界に向けて、ぜひ取り組んでもらえればと思い

ます。 

 以上で一般質問を終わります。 

────────────────── 

   散  会   

○議長（多田勉君）  お諮りいたします。本日

の会議はここまでとし、散会いたしたいと思い

ます。御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（多田勉君）  御異議なしと認めます。

よって、本日はこれにて散会いたします。御苦

労さまでした。 

   午後５時39分 散会   
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